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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　茨乃




　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







前章『地に落ちて天を思う星』


後章『あいのうた』




エピローグ







　あとがき
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　ひどい夢だった。





　教室を風が吹ふき荒あれている。黒板のチョークはすべて落ちてバラバラになり、カレンダーはめくれ上がって今年と来年を行ったり来たりしている。床ゆかも壁かべも夕暮れ時のように赤く染まり、すべての物質はノイズがかかって正体をなくしつつあった。


　それはアリスにも言えることだった。


「もう、これまでみたいだ……」


　ジジジジジと、ノイズにまみれる掌てのひらを見つめてアリスはそっとつぶやいた。


　その表情は奇き妙みように穏おだやかなものだった。


　まるで百年も生きた人のように、


　まるで天てん寿じゆのすべてを全まつとうした人のように、アリスはやわらかく笑っていた。


「悪かったな。こんな役目を押しつけちまってさ」


「いいえ」


　アイはふるふると首を振ふった。見えなくても、自分がどんな表情をしているのか分かった。それはとても素す晴ばらしい笑え顔がお。逝いってしまうものに一いつ切さいの不安を抱いだかせない幸せの形。


「あなたの決断はとても悲しいものです。でも、それが心からの願いであるのなら、私はそれをお助けします」


　ショベルをくるりとまわし、麦わらを直してにこりと笑う。


「それが私の夢ですから」


　そっか、とアリスは安あん堵どの息を吐はいた。


「ならお前は、俺のことをちゃんと埋うめてくれるんだな」


「もちろんですよ」





「だって私は夢のためなら、あなただって埋められるんですから」





「そっか」


「はい」


「じゃあ、頼たのむよ」


　そう言ってアリスは横たわった。アイはショベルを反転させて地面に突つき立てる。ずしゃり、フローリングだったはずの床はいつの間にか寂せき寞ばくたる大地に変わっていた。それどころか机も壁も夕暮れも消え去って周囲は山やま肌はだと朝焼けに変わる。


　風。


　そこは山の頂いただきだった。時刻は夜明けの僅わずかに手前、辺りを見守るのは四十七個の真新しい墓。


　アリスはいつのまにか墓穴の底にいて、そこから空とアイを見ていた。





「すまない」





　そう、謝った左目は、


　なぜかすこし赤い気がした。


「なんのことですか？」


　アイはとぼけた、以前と同じように気づかないふりをしてその可能性を切り捨てた。


　死者がそっと目を閉じる。アイはもはや言葉もなく、最初の土つち塊くれを穴へと落とす。


　土ど砂しやが舞まう。ショベルが回まわる。穴はあっという間に土に埋もれて、死者は本当に誰だれだか分からなくなってしまった。


　そうして墓は完成した。


　ふぅ。白い息を吐いて昇のぼり始めた太陽を見つめる。朝日があまりに明るくて、辺りは霧きりに包まれたようだった。


〝これから、どうするね？〟


　光の中で誰かが聞いた。


「きまっています」


　アイは完かん璧ぺきな答えを返した。





「私は世界を救います」
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　目覚めは最悪だった。


　息が出来ない血が足りない、パジャマが汗あせでぐっしょりとしめって口の中に髪かみの毛が入り込んでいる。


　なんとか上体を起こして襟えり元もとをつかみ、ハーハーとか細ぼそい呼吸を繰くり返す。手足が氷のように冷たかった。脳みそが酸欠に陥おちいって視界のすみが黒く染まった。


　身動きひとつ出来なかった。心臓だけが早かった。


「──────っはぁ──はぁ──はぁ……」


　夜明けから取り残されたような薄うす暗ぐらいテントの中で、アイはひとりぼっちで呼吸を繰り返す。


「はぁ……はぁ………………はぁ……」


　なにか、


　なにか、とても恐おそろしい夢を見た気がした。とてもとても恐ろしくおぞましい夢。見てはいけない禁きん忌きの夢。思い出してはいけない夢。


　だけどとても、気持ちのよい夢。





　誰かがいなくなってしまう夢。





「う……」


　体が震ふるえる。ほんの少し思い出しただけなのに強きよう烈れつな寒気が背筋を冷やす。


　落ち着きかけた呼吸がまた乱れる。吐き気に似た焦しよう燥そう感かんが胸を焼き、こころがどんどん不安になる。


　いなくなってしまったその誰かに今すぐ会いたかった。会ってその人が生きているのだと確かく認にんしたかった。夢は夢だと教えて欲しかった。


　名前を呼んで欲しかった。


「アイ」


　そんな風に。


「おいアイ。朝だぞ、起きてるか？　開けるぞ？」


　その声を聞いただけで、心臓は暖かく動き出した。氷のようだった手足がしびれとともにぬくもりをおび、瞳ひとみが血液を呑のんで世界を明るく彩いろどった。


「……はい。──どうぞ、アリスさん」


　テントの垂れ幕があがる。まぶしい朝日が瞳に刺ささる。


　光を背景に、アリス・カラーが笑っていた。


「おはよう、アイ」


　アリスはたしかに、そこにいた。


　アイはどうしようもなく安心してしまった。


「おはようございます。アリスさん」


「おう。──なんだ、今日はえらくいい顔してんじゃん。良い夢でも見たか？」


　え？　と首を傾かしげてぺたぺた顔をさわってみた。そんなはずはないと思った。


「いえ、むしろ夢見は最悪でしたが……」


「んじゃあ、その後なんかいいことがあったのか？」


「その後はあなたに会ったくらいですよ」


「なんだそれ」


　アリスは可お笑かしそうに笑い、


「まあいいや、気分がいいなら何よりだ。飯にすっから、顔洗って来いよ」


　垂れ幕が落ちて、再びテントは暗くなった。アイはなんだか名残なごり惜おしくてテントの外に顔を出す。


　そこは光に満ちていた。


　すべてが金色。遠くで太陽が輝かがやき、湖水がそれを強烈に反射して鏡のように光っている。焼けこげた街並みは竃かまどに残った古い炭のように光輪をまとい、そのひとつひとつに人々がまとわりついてカンカンと鑿のみをふるっていた。


　復興が始まっている。


　その先頭にアリスがいた。アリスは蘇よみがえろうとしている街の一番先頭でうれしそうに街を見ている。


　とても、幸せそうな笑顔だった。


　自分が守った命を見つめる、それは守護者の笑みだった。


　アイはそれを見てとても暖かな気持ちになり──。





（──夢のためなら、私はあなただって埋められるんですから──）





　自分がどんな夢を見ていたのかを、思い出した。
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　オスティア市役所、一階ホール。


　元は関所であり、廃はい都との時代には盗とう賊ぞく団のアジトだったこともある建物はいま、活気と混乱に満ちていた。


「橋だ！　とにかく橋を通せ！」「おおぃだれか帆はん船せん動かせる奴やついるか？」「発はつ破ぱ使えるやつちょっときてくれ！」「そうだ、移動はさせるな。ちがう、動くなと言っている。ちがう。やめろ」「おい、ガソリン手に入ったぞ」「こっちによこせ！」「うちが先だ！」


　ホールには二百人以上の人間が出たり入ったりを繰り返し、同じ場所に留とどまるものは一人もいない。


　あの日──三年四組が作り上げた世界が崩ほう壊かいし、三万の市民が現界に復帰したあの日から──すでに六日がたっていた。現在、復興は最初期の混乱を乗り越こえ、混乱はそれ自体が日常と化してコントロールされ始めていた。


「アリス！　アリスはどこだ!?」


　バーン！　とドアを押し開いて一人の男がホールに入ってきた。そのうしろには金魚の糞ふんのようなお付きの者達がぞろぞろと続く。


　男は火をつけたら燃え上がりそうなほど脂あぶらののりきった五十代で、銀の髪は短く刈かられてきっちりとまとめられ、灰色のスーツには場ば違ちがいなくらいしっかりとアイロンが掛かけられていた。


　オスティアの伊だ達て市長ことベンドー・グラムだ。


　帰き還かんから六日がたち、いい加減つかれが目立ってきた作業員の間をベンドーは元気いっぱいで歩き抜ぬける。ドカンドカンと爆ばく撃げきのように足を床ゆかにたたきつけ「アリス！　返事をしろ！　アリス！」と怒ど鳴なって本ほん棚だなの隙すき間まやら机の下やらを見て回る。『そんなところにはいないんじゃないか……』と誰もが思うが付き人をふくめて指し摘てきするものはいない。


　そうこうしているうちに、なんとアリスが見つかった。


「アリス！　おお、ここにいたか！」


　ベンドーが本棚と本棚の隙間に上半身を突っ込み、ずぼりと、まるで大根でも引き抜くように、アリスを引っこ抜いた。どうやら古い資料をあさっていたらしい。


　アリスは逆さまのままで資料をめくりながら、ちらりと市長に視線をよこす。ふたりとも現在の状じよう況きようになんの疑問も抱いだかずに会話を始める。


「おー、なんだベンドーか」


「こら！　呼び捨てにするな！　市長と呼べ！」


「そうかたいこと言うなよ。俺の小さいころはおしめを替かえさせてやった仲じゃないか」


「それはお前から言う台詞せりふじゃないだろ！」


　糞くそ生意気なガキだ……とベンドーは忌いま々いましげに呟つぶやき、アリスをぽいっとそこら辺に放ほうった。アリスは猫ねこの子のように空中で体勢を整えて地面に下りる。


「……まったく、なんでこんな餓が鬼きに──」


「で、なんか用事？」


「おおとも、アリス。貴様これにサインしろ」


　突き出されたのはこの辺りの交通の要かなめ、ホートルギー砦とりでの通行願いだった。


　ベンドーはわなわなと怒いかりに震える。


「ホートルギーの山やま猿ざるどもめ！　あいつらわざわざ出向いてやった俺様になんと言ったと思う!?　『ベンドー・グラムなんぞしらん。アリス・カラーかディー・エンジーのサインを持ってこい。もっとも後者のものは存在した瞬しゆん間かん偽にせ物ものだがな。クケケケ』だと！」


「いやー、まぁ。ベンドーはもう八年以上こっちにいなかったわけだから、仕方ないよ」


「だからってなんでお前ならいいんだ！　俺！　市長なのに！　偉えらいのに！」


「はいはい、そうだね」


「いなすな無礼者！　俺が八つ当たりしてるんだぞ！　ちゃんと付き合え！」


「めんどくせー爺じいさんだな」


　サラサラと、サインを終えて書類を返す。


「──で、あとは？」


「うむ、お前達！」


　言葉と共に、お付きの者達がわっとアリスに駆かけ寄った。


「アリスさん！　石灰がほしいんです！　トラック一台分！」


「それなら裏山の洞どう窟くつ」


「アリス！　バッテリーの電解液ってあるか!?」


「議事堂の第三倉庫」


「アリス。乾かん燥そうのすんだ建材がほしいんだが──」


　アリス、アリスと、彼を呼ぶ声がとぎれることなく響ひびいた。


　いま、街の復興を妨さまたげているのは単純な物資の不足だった。現界に戻もどった三万人の前に用意されたのは十年の月日に痛めつけられた廃はい墟きよの街と、これからますます冷たくなる十月の気候だった。このままでは一ひと月つきとたたぬうちに多くのものが死者になっただろう。


　それを解決したのがアリスだった。アリスは現界をさまよう十数年の時間のなかで物資を買いそろえ、街の至る所にかくしていたのだ。


　封ふう印いん世界の解放を第一に考えた彼はそれと同じくらい、解放後のことも考えていた。


「アリス。警備隊がプランガーの機材とメンテナンスキットをほしがっている」


「それなら校庭の一本松掘ほってみ。赤いラインの油紙が埋うまってるはずだ」


「アリス。クレス先生がこのリストの薬を欲ほしいそうだ」


「医薬品は俺もわかんねぇ。薬局の駐ちゆう車しや場じように救急車二台ぶち込んどいたから漁あさってみ」


　了りよう解かい！　と言葉を残して青年達が飛び出していく。


　取り巻きのほとんどが去ったあたりでベンドーが「ふむ」と顎あごを撫なでた。


「ここもだいぶ落ち着いてきたな。よし、アリス。それが終わったら少し休め」


「別に休きゆう憩けいなんていらねーよ」


「生意気言ってないで帰るんだ」


「平気だって」


「──俺の言っている意味が分からんのか？」


　ベンドーはのっそりと顔を寄せた。


「あの子も、朝から飲まず食わずだぞ」


　ぐい、と顎を向けた先。役所の外、窓の向こう。そこの木こ陰かげにぽつんと、ショベルも持たず、墓はか守もりの服も着ていない、少女がひとり座り込んでいた。


「レディにはやさしくしろ。──決まりだ。休んでこい」


「おいジジイ」


「いいから休め。六時間は顔をだすんじゃないぞ。皆みなにもお前を見たらたたき出すように言うからな」


　しっしと最後には犬でも追い払はらうかのように手を振ふられ、アリスは役所を追い出された。
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「よう」


「…………」


「帰るぜ」


　アイはゆっくりと足を伸のばして立ちあがった。半日も座り続けた足あし腰こしはぱきぱきに痺しびれて固まっていた。


　役所を出た大通りには市場が展開されていた。金銭のやりとりがない市場だ。そこでは皆、必要なものを必要なだけ仕入れてそれ以上は望まない。アリスが配給所に寄って五人分の夕食と二人分の軽食を手に入れる。シチューの入った飯ごうとパンの入ったバスケットがひとつ、すぐに食べられるサンドウィッチがふたつ。


「ほれ」


　ひとつを手て渡わたされる。


「……どうも」


　なんとかそれだけ応えた。


　受け取ったサンドウィッチを胸むな元もとに抱かかえてとぼとぼと歩いた。


　ゴンゴンゴンゴンと、鯨くじらのように大きなトラックがひっきりなしに走って行った。


「食わねーの？」


　しばらくしてアリスが、


「食わねーと、力でないぞ」


「…………アリスさんこそ」


　そういうアリスのサンドウィッチにも、口をつけられた形けい跡せきはない。


「…………」


　言った途と端たんにアリスはサンドウィッチをむしゃむしゃと食べ始めた。その様は傷付いた獣けものが栄養を無理矢理取り込んでいるようだった。


「……よかったら、これもいかがですか」


　手の中のサンドウィッチを差しだす。


「は？」


　意味不明。みたいな目をされた。


「それ、お前のだぞ」


「分かってますよ」


「……じゃあなんで俺によこすんだよ」


「食しよく欲よくが無いので」


「……お前でも食欲無いときってあるんだ」


「どう言う意味ですか」


「あー、いやー」


　げふんげふんと、アリスはその先の言葉をあわてて飲み込んだ。


「ま、まあ、せっかくだけれど遠えん慮りよしとくよ」


「……そうですか」


　ふたり、また歩く。


　とぼとぼと、ただアイは歩いた。地面ばかりが見える視界のなかで、端すみっこに映るアリスのかかとを追いかけて歩みをすすめた。


　何も考えていなかった。


　何も感じていなかった。


　食欲だけでなく、あらゆる欲よく望ぼうが消えてしまったようだった。


「──お前、さ」


　五分か五百分ほど経たったあたりで突とつ然ぜん、アリスが言った。


「お前、その──」


　珍めずらしく、言葉に迷っているようだった。


「なんですか？」


「あ、いや、その」


　深呼吸が二回。





「お前さ、これから先も俺の家で暮らさないか？」





「へ？」


　アイはぽかんとアリスを見つめた。オマエサ、コレカラサキモオレノイエデクラサナイカ？　それ何語？　っと思うと同時に理解が追いついた。それって、まるで、


「どうだ」


「ど、どうだと聞かれましても。あの、えっと」


「いやなのか？」


「いやっていうか、すでに暮らしてますし……」


「過去の話はしていない。将来の話だ」


　しょ、将来!?


　ふにゅう、と喉のどの奥から変な声がでた、瞳ひとみがぐるぐるまわっていた。


「将来とか、そんな、えっと、その」


「アイ。俺は、責任を取るつもりだよ」


「せ、せせせ、責任って！　そんなのアリスさんにないですよ！」


「いや、ある！」


「だからってそんな、その、あの、プロ、プロポーズだなんて！」


「へ？」


　なにそれ、という顔。


　アリスは狐きつねに化かされたような顔でプロポーズ？　とつぶやき、


「ち。ちが！　違ちがう！　そういう意味じゃない！」


　次の瞬しゆん間かん、耳まで赤く染めて叫さけんだ。


「俺の家にってのはオスティアに住まないかってくらいの意味だし、お前だけじゃなくておっさんとか傷ス持カちーもウェルカムだし！　っていうかそもそも──」


　わたわたと焦あせる珍しいアリスを見て、アイはすぐに理解した。


「いや、あのな、なんつったらいいかその、あの──」


「……………………ああ、なるほど。そういう意味ですか……」


「ア、アイ？」


「大だい丈じよう夫ぶですよアリスさん。もう、分かりましたから……」


　心はすぐに元の温度を取り戻し、波は紋もんに揺ゆれた感情は重たく静まった。


　ここに暮らさないか？　だなんて、アリスにしては珍しく選ばれた言葉を吐くから勘かん違ちがいしてしまった。アイはアリスが何重にもくるんでくれたオブラートを馬ば鹿かのように口に含ふくみ続けて、全部溶とかした。


　甘く包まれたその言葉の奥には、毒のように苦い薬が入っていた。


「アリスさんは本当は、こう聞きたかったんですよね。──『お前はいつまで、ここにいるんだ？』って」


「アイ……」


　自らもその苦みを味わっているかのように、アリスも顔をしかめる。
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「俺は、そんなことは言わないよ……オスティアに居たければ好きなだけ居ればいいし、居たくなければ、自由に出て行っていい」


「…………」


　アイは黙だまった。死のように黙った。アリスもまたそれにつきあい、影かげのように隣となりに立ってアイの決断をまっていた。


『お前は夢をあきらめたのか？』


　アリスが本当に聞きたかったのはそれだ。


『夢をあきらめて残りの人生を過ごすのか？』


『それともあきらめずに荒こう野やに帰るのか？』


　アリスはそう聞く代わりに優やさしく『ここに暮らさないか』と誘さそったのだ。


　行くか、退くか、道はどちらかしかなかった。


　でも、


「……分かんないですよ」


「ん？」


　アイには、もう、いろいろなことが分からなかった。


「分かんない、んですよ、アリスさん……もう、ぜんぜん、なにもかも、分かんなく、なっちゃったんです……」


　涙なみだは出なかった。悲しいのか悲しくないのかも、分からなかった。


「……ちょっと前までは、分からなくても出来ていたことが、出来なくなっちゃったんです……私だけに見えていた夢が、なくなっちゃったんです……」


　足はぴたりと止まってしまった。


「……アイ……」


　もどかしそうにアリスが呼ぶ。


「ねえアリスさん」


「……なんだ？」


「ここに何かありますか？」


　アイは両手の平を重ねて、アリスの前に突つきだす。


「………………いや、なにもない」


「ええ、そうですね。なんにもないですね。……でも私には、私にだけはここに、なにかが見えていたんです。炎ほのおのように確かなものが、ここにあったはずなんです……」


　あの丘おかで誓ちかった瞬間から、確かに燃えていた火が、そこにはあったはずなのに……。


「でも、それも、もう私にも見えません……最初から無かったみたいに。もう見えないのです……」


　アイはゆっくりと両手をにぎり、まるで心臓を戻もどすかのように胸に埋うずめた。


　すでに六日、アリスは決断を待ってくれていた、いや、アリスだけではない、ユリーも傷ス持カちーもディーも、他ほかの大勢の人たちもアイの決断を待ってくれていた。


　それなのに、


　アイはうつむいた、涙はこぼれなかった。その代わりのように言葉の数々がこぼれ落ちて二人の間に転がった。


「みんな私の決断を待ってくれているのに、私はそれすら出来ないんです……」


「…………」


　アリスは後頭部をがりがりと搔かいた。


「……どうもなんか、調子が狂くるうな……俺は、正直、今のお前の姿が少し意外だ」


「そうですか？」


「ああ、たしかにお前は失敗した。──俺を生き返らせてしまった」


　びくりと、心がこわばる。


「それは、確かに失敗だけどさ。……お前は『それでも』って言って先に進む奴やつだと思ってた。失敗はした『それでも』前に進む。世界を救う。そういう奴だと、俺は思っていた」


「……それは、駄だ目めですよアリスさん。それは出来ません」


「なんでだよ。俺なんか失敗して失敗して失敗しまくって、それでも最後は帳ちよう尻じりを合わせる。そんなんばっかだったぞ」


「もう、分かってるくせに……」


　やっぱりアリスは優しかった。


「私の夢はあなたとちがって、完かん璧ぺきじゃなきゃいけないんです。『失敗して救えない人もいる』ことを前提にして『みんな』を救うなんて、そんなの噓うそじゃないですか」


「む……」


「そうでしょ？」


「…………その辺は適当に誤ご魔ま化かしとけばいいのに……お前ってほんと難なん儀ぎな奴だな」


「ほんとですね。面めん倒どうくさいですね」


「ま、そこが味なんだけどな」


　言って、アリスは無造作にアイの頭をぽんぽんと撫なでた。麦わらのないそこはいやに風通しが良くて体温までも伝えるようだった。


　暖かかった。


　アイはとなりの馬鹿に気づかれないようにそっとうつむいて唇くちびるを嚙かんだ。赤くなったであろう頰ほおに前まえ髪がみをのせてそっと隠かくした。心臓が久しぶりに動いたようだった。


　だが同時に、アイの心は急速に凍こおり付いていく。暖かさを拒きよ否ひして氷の鎧よろいを纏まとっていく。


「まあ、お前が決められないなら、それでもいいさ。待つよ。一週間でも一か月でも」


「……待たなくて、いいですよ。そんなの」


「まあそう言うな」


　温かい手の下から頭を逃にがす。


「私にそんな資格、ないですから……」


「おいおい、本当にらしくないな。資格とか、そんな事言い出すなんておかしいぞ？」


「……私ね、アリスさん」


　アイは自らの胸を切り裂さいて心臓を見せるようなまねをした。


　両手を重ねて掌てのひらを広げ、真っ黒な言葉を乗せてアリスに見せてやった。





「私、今朝、あなたが死ぬ夢を見たんです」





　アリスが一発で絶句した。その表情が、罪の意識が、刃やいばとなって俎そ上じようの心臓をふかくえぐった。刃は冷たい鉄で出来ていて切った端はしから血液を凍らせていった。


　だがその痛みこそが、アイには心ここ地ちよかった。暖かさやぬくもりよりも、冷たさと痛みのほうが今の自分にはふさわしいと思った。


「──教室であなたを助けてしまったあの瞬間の夢でした。私はそのシーンをあなたが死ぬ夢に変えたんです。──なんででしょうね？　そうすれば元通りになるとでも思ったんでしょうかね……」


　両手の上にはもはや夢の炎はなく、暗黒の言葉があるのみだった。


「分かりますかアリスさん？　あなたがいま、助けようとしているのは、そんな人間なんですよ。……そんな資格、ないんですよ……」


　痛いような沈ちん黙もくが下りた。アイは自分から言い出したくせにアリスに何か言われるのを恐おそれていた。


「だから……もう……どうか、私のことはほうって置いてください……」


「…………」


　アリスの沈黙は永遠ほどもつづいた。アイは待つのが苦しかった。宙ぶらりんのままいつまでも取り残されるのはつらかった。


　思わず逃げ出しそうになったその一いつ瞬しゆん前に、アリスは口を開いた。


「見えるよ」


「え？」


「俺にも、見えるよ」


　アリスは言って、そっとアイの掌を指さした。


「そこに、お前の炎が燃えているのが。俺には見えるよ」


「……………………そう、でしょうか……」


　アイには血と傷にまみれた心臓しか見えなかった。


「ああ、お前には見えないかもしれないけど、今の話を聞いてわかった。お前の心臓はまだ、燃えている。ただちょっと見えにくいだけだ」


「……そう……でしょうか……」


「ああ、そうだ。──よし、ちょっとこい！」


「きゃ！」


　突とつ然ぜん、アリスが手をつかんで走り出した。路地をつっきり洗せん濯たく物ものの林を抜ぬける。


「ど、どこに行くんですか!?」


「散歩！」


「さ、散歩って！」


　全力疾しつ走そうの散歩などあるものか。


「いいから行くぞ！」


　アリスはむやみやたらに走り出した。
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　溝みぞにはまった車を助けてやり、迷子の老人を家までおくり、突然増えた人間達にびびりまくっていた野犬を餌え付づけしはじめたあたりでアイはアリスの『散歩』という言葉を信用した。


　誓ってもいいが、いま横でぶち犬に顔面をなめられまくっているこの男は絶対に何も考えていない。


「こいつたしかクロワーゼ家のペットだぜ、中に入るんで置いてかれちまった奴だ。ちゃんと里親に出したはずなんだけど……そうか、お前ご主人様を探しに来たのか」


　仕返しだ！　と言ってアリスは謎なぞの発想力でもって犬の顔面をべろべろとなめている。何の仕返しにもなっていないと思うが両者ともに幸せそうなのでアイは無言。


「名前はなんていうんですか？」


「んーと、何だったかな、確かクロ……クロ……そうだクロワだ！」


「……本当にそうですか？」


　機き嫌げん良さそうにしていたクロワ（暫ざん定てい）が急に不ふ機き嫌げんそうになる。アリスは『クロワーゼ家のクロワ。間ま違ちがいない』と自信満々で断言している。


　それからふたりはクロワ（暫定）を家に届けてやった。一家は感激して犬とふたりを迎むかえておみやげまで渡わたしてくれた。


「……犬さん。名前ちがいましたね」


　おみやげに渡された菓か子しパンを抱かかえながら、アイは言った。サンドウィッチは餌付けにつかってしまったのに、なぜか食べ物が増えていた。


「うっせぇ」


　むしゃり、とレーズンパンをかじりながら不機嫌そうにアリスが言った。


「結構、惜おしかったじゃねーかよ」


「あーうそうそ、うそつきです、全然かすりもしなかったくせに」


「うっせ……つまり、なんだ、ほら、むしろ全部外すとか逆に惜しいじゃんかよ」


「はいはい」


　ちなみにクロワは本名をバーナード三世といった。


　全然違う。


「いいんだよんなことは」


　むしゃむしゃ、


「それよりどうよ。久しぶりに世界を救った気分は」


「え？　な、なんですかそれ」


「いまの、クロワの話だよ」


　バーナード三世の話だ。


「クロワーゼさんたち、めちゃくちゃ喜んでたじゃんかよ。おじさんは骨が折れるくらい抱だきしめてくるわ、娘むすめさんは大泣きするわ」


「……ただ、犬を連れてっただけですけどね」


「それでもさ、彼らの世界は救われたじゃんかよ」


　な？　と笑えみ。


「それだけじゃねぇし、迷子のじいさんも、溝にはまった車の連中もだ。すげえなお前、ちょっと散歩するだけで三つも世界を救いやがった。やっぱり何者かに愛されてるとしかおもえねーな」


　その辺りで、話の落ちは分かった。


「ありがとうございます。アリスさん」


「あん？　なにがだよ」


「私を、奮起させようとしてくれたんですね」


　何も考えていないなんて思って悪かったなと、いまは思う。


「…………」


　アリスはとたんに仏ぶつ頂ちよう面づらになり、ほんの少しだけ迷った後でハーッと盛せい大だいなため息をついて書き割りを捨てた。


「お前、本当にめんどくせー奴やつだよな」


「そうですか？」


「そうだよ。そういうことは気づいてくれるなってんだよ。もしくは気づいても乗っかってくれよ」


「それが出来ないのが、私なんですよ」


　目先の快感に目を奪うばわれて、矛む盾じゆんを抱えて走ることはできない。


　それができたら、どれだけ楽かも、と知りながら。


「お話でよく、『時間が癒いやしてくれる』って言うじゃないですか」


　つま先の辺りを見つめながら、アイは言う。


「主人公の大事なものが台無しになってしまったときに、脇わき役やくの誰だれかが言うんです『時間が癒してくれる』って。でも私、それって噓だと思うんです」


「…………」


「それは、癒されてなんかないんです。ただ、忘れちゃっただけなんです、犯した罪も、失敗も……」


「お前ってホント……」


　アリスは処置なしとばかりに両手を挙げた。


「いいじゃねぇか。忘れちゃっても。それで癒されるんだからさ」


「悪いとは言ってないですよ。でも……」


　アイはアリスを見つめた。自分の罪を、正面から見つめた。


「私は、自分の罪を忘れるときは、せめて自分の意志でそれを選びたいんです」


「…………」


「『時』なんてものに任せないで、せめてそれくらいは、自分自身で選びたいんです」


「お前って奴は……」


　アリスはもう何も言えない様子だった。


「ほんっと、めんどくせー奴だよ」


「すみません、こんなんで──でも、いま、私に誇ほこりというものがあるのなら、それだけが誇りなんです。私は失敗して間違えて、罪を犯した、心の弱い人間ですけれど、それを誤ご魔ま化かしたりはしません。それだけは、やりたくないんです」


「……苦労するぜ」


「ほんとですね」


　自分でも、どうしてこんな面めん倒どうくさい人間になってしまったのか分からなかった。


「はー無む駄だ足あしだ…………帰るか」


　書き割りを捨てたアリスは降参とでもいうように両手を挙げてくるりと道行きをかえた。


「はい」


　胸むね一いつ杯ぱいにパンの入ったバスケットを抱えて、アイも同じように回れ右をして、


「すみません」


　そこに、いかにも『困っています』というオーラを発する一団を見つける。一団の中心には若い夫婦がいて夫が代表するように聞いた。


「私たちの娘を、知りませんか？」


　アリスはアイを見つめて、やっぱりお前、なにかにアイされてるんじゃねーの？　と言った。


　アイはため息だけで答えた。
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　一団はすべて親しん戚せき同士で、三十を過ぎたばかりの若い夫婦とふたりの両親、それに従い兄と弟こと兄弟で構成されていた。働き盛ざかりの父親は自分たちの姓せいをエドワーズと名乗り、アイに事情を説明した。


「娘さんが現実世界に帰っていない？」


「はい」


　十五年前は洒しや落れたカフェだったであろうオープンデッキの階段に座って、アイとアリスは彼らの会話を聞いていた。


「そうなんじゃ、儂わしのかわいい孫でな。かわいそうに今いま頃ごろどこかで泣いておるじゃろう」


「優やさしい子なのよ。健けな気げで、いつも笑ってたわ」


「ねえ、まさか……魔ま女じよにさらわれた、なんてこと無いわよね？　ああ、神さま……」


「お願いよアリス！　お姉ちゃんを見つけて！」


　わいのわいのと大おお騒さわぎだった。


「分ーかったから！　まずその娘だか孫だかお姉ちゃんの名前を言えっての！」


「み、皆みなさん落ち着いてください！　喋しやべる時は一人ずつお願いします！」


　わっと駆かけ寄って窮きゆう状じようを訴うつたえるエドワーズの親戚連中にもみくちゃにされながら、アリスとアイはなんとか状じよう況きようを整理しようと試みる。


「私が話そう」


　進み出たのは最初に話しかけた父親だった。彼を見てアリスもアイもほっと息をつく。


　彼の名前はシバ・エドワーズ。封ふう印いん世界では図書館の司書をしていてアリスはもちろん、調べ物で足繁く通っていたアイとも面識があった。その人ひと柄がらはおだやかでいつもニコニコ微笑ほほえんでいる人だった。


　だがいま、その顔にあのころの笑みはない。


「お義と父うさんたちはよそを探してもらえますか？　アリスには私から説明しますから」


「じゃが──」


「お願いします」


　シバが見たこともない険しい表情で親戚達に頭を下げる。アイにはそれが家族にだけ見せる厳しい態度なのか、彼の余よ裕ゆうの無さなのかが分からない。


　親戚の半分が街に散り、もう半分が遠巻きに眺ながめるなかでアイはシバと、もう一人だけ残った彼の妻とむきあった。アリスがふむと腕を組み、


「娘さんが消えた、ねぇ……」


「ええ、もうどうしていいか分からなくて……」


「……まさか、魔女にさらわれたとかいうんじゃないよな」


『魔女!!』


　いつの間にか聞き耳を立てていた親戚一同がおののいて距きよ離りを置いた。


　アイにはよく分からないのだが、魔女、という言葉は単語だけでも〝できれば聞きたくない〟と思うものらしい。思い返してみれば、ゴーラ学園でも〝西方の魔女〟であるディーでさえＱクラスの面々にさんざんびびられていた。まあ、やってきたことを考えれば分からなくはないが。


「いえいえ、まさか。そんなことは」


　シバは一いつ瞬しゆん震ふるえたが、すぐに調子を戻もどして話を続けた。


「娘とは、帰き還かんの時にはぐれてそのままなのです……」


「なら、ランダム帰還者だ」


　アリスがすぐに言った。


「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ見つかるよ」


　その言葉には根こん拠きよがあった。なぜなら夫婦の訴え自体は、そう珍めずらしいものではなかったからだ。


　六日前のあの日、現実世界に帰還した人々はおおむねそのとき居た地点に戻ってきたが、なかにはその場所が湖の浸しん水すいを受けていたり、崩ほう落らくしている者達が居て、彼らはまったく関係ない場所に飛ばされていることがままあった。


「警備隊のところに行けば面倒見てくれるはずだ。たしか、シバさんの娘さんって病弱なんだよな。はやくみつけてやらんと──ええと、名前はなんていったっけ？」


　ポケットからなにかのリストをめくりながら、アリスが言った。


「娘は……イソラ・エドワーズといいます」


「イソライソラ……ふーん、リストにはないか。ちょっと俺の記き憶おくにもないし、わるい、シバさん。警備隊の詰つめ所で聞いた方が良いかもしれない」


「分かりました。では私達はこの場所で待っていましょう」


「うん？」


　てっきりついてくると思ったのだろう。アリスは飛び出しかけた足を一瞬だけ止めた。


「──ああ、そうか。みんなでいなくなったらじいちゃん達と集合できなくなっちまうもんな。了りよう解かい、俺だけ行ってぱぱっと聞いてくるよ」


　言って、アリスは走って行った。アイはその姿が完全に消えるまでそのまま待ち、さらに一分が経過した辺りで、


「それで、私になにか、お話ですか？」


「さすが、鋭するどいですね」


　シバもまた、この瞬間を待っていたかのように喋り始めた。


「アリスさんには、聞かせたくない話なんですか？」


「ええ」


「……私、秘密の話って嫌きらいなんですが……」


「もちろん黙だまっていろと強制はしません。あなたが喋るべきだと考えたなら、この話は彼に伝えてもかまいません」


　それでもできれば黙っていて欲しいとシバは願った。


「彼には娘むすめのことを、思い出して欲しくないのです」
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「イソラは『大人になれない』子供だったのです」


　シバは朴ぼく訥とつと話し始めた。娘の話をするときだけ、彼はアイの記憶にある図書館の日だまりにあった穏おだやかな笑みを浮うかべていた。


「大人になれないって……ユリーさんみたいな？」


「いいえ、そういう精神的な意味ではありません」


　ゆっくりと、力強く否定される。シバはオスティア校で非常勤の講師もしていたので、こうしているとまるであの頃ころの教室を錯さつ覚かくしてしまう。


「これはただ、残ざん酷こくなまでに単純な、肉体の話なのですよ。アイ」


　そのときずっとうつむいていたシバの妻──レテが発作のように泣き出した。シバは妻の肩かたを大きな手で抱かかえて「君のせいではない」と慰なぐさめた。


「娘は、生まれたときから、人より短い生せいを運命づけられた子だったのです。偉えらいお医者様は──この子の筋肉は成長とともになめらかさを失い、やがて萎い縮しゆくして心臓さえも動きを止めるだろう──とおっしゃられました」


「そう、だったのですか……」


　シバに娘がいた、などという話は初めて聞いた。それはきっと隠かくしたわけではないのだろうが、それでも、気軽に言うことは出来なかったことなのだろう。


「でも、それでもイソラさんは封印都市に入ったんですよね。死を、覚かく悟ごしても……」


　普ふ通つうに死ねる世界。


　それがあの封印世界のルールの一つだった。


　アイは、イソラを尊敬する。こちらにいれば、たとえ死んだとしてもある意味では生きていける。だがそれを選ばずに死のある世界にいった彼女をすごいと思う。


　だがその瞬間。レテはいよいよ耐たえきれないといった様子で泣なき崩くずれた。


「アア！　違ちがうの、違うのよアイちゃん！　そんなんじゃない、そんなんじゃないのよ！　あの子は覚悟なんてしてなかった！　その時間を！　私がうばってしまったのよ！」


「落ち着いてレテ、君だけのせいじゃない。あれは、僕達の責任だ……」


　なにかが間違っている。


　アイはその思いに駆られて泣き崩れる二人を見つめた。最近打ちのめされたあの感覚、問題以前に前提がまちがっているような、あの感覚が蘇よみがえっていた。


　そしてアイはようやく、二人の年ねん齢れいに注目した。


　三十になったばかりの若い夫婦。それが何を意味するのか。


「……シバさん達はいつ、封印都市に入ったのですか？」


「十三年前……最初期のころです」


「その時イソラさんの年齢は……」


「あの子があの世界に入ったのは、ようやく言葉のようなものを喋り始めた頃でした」


　ああああ！　とレテがまた、泣き崩れた。


「病気のことが分かったのって……」


「ええ、すべて中に入ってから判明したことです」


　全すべてを理解して、アイは瞳ひとみを固く閉じた。


「……封印都市に入った直後のイソラは、世界に愛されたかのような美しい赤子で、そこに恐おそろしい病が潜ひそんでいるなんて、私たちは想像も出来なかったのです……」


　廃はい墟きよの街に、母親の泣き声が響ひびいていた。アイはその涙なみだをどうすることも出来ずにいた。


「娘の病気が判明してから、私達は罪の意識にさいなまれました。私達はいいのです、全て納なつ得とくずくで、アリスの誘さそいに乗ったのですから。当時の私達は自然に死ぬことが誇ほこらしいことだと考えていましたから。──でもそんな考えはあの子が発病したときに吹ふき飛びました。外の世界なら、少なくともあの子は死んでしまったとしても、納得いくまで人生を歩めたのに……私達はその機会を永久に奪うばってしまったのです……」


「で、でも。結局こちらに戻って来れたのですから──」


　言っていて気づいた。


　彼女は戻ってきていない。


「……アリスにはああ言いましたが、すでに警備隊にも役所にも、届けは出してあるのです。ここに来る前にも確かく認にんしました」


「……なんでそんなに、アリスさんには秘密にしたいんですか？」


「彼は、この話を知りませんから……」


「え？」


　それはおかしい。


「で、でも、皆さんを封印都市に導いたのはアリスさんなんじゃ──」


「そのアリスはもう死んでいます」


　背筋に冷たい汗あせが流れた。


「知っているのでしょう？　アイ。アリスはこの十五年間で何度か死に、そのたびにリセットされていることを──私の記憶の中だけでも、アリスは三度死亡しています。私達はそのたびに、彼との初対面を繰くり返してきました。彼に対する恩を伝え、彼を親友のように思っていると、伝えてきました……」


　それはどれだけの悲しみを背負った過去なのだろう。


　アイは自分に当てはめてみる。ある日、アリスが『お前は誰だれだ？』と聞いてくるのだ。ゴーラ学園で出会い、世界塔とうを一いつ緒しよに上り、十六歳の誕生日を祝ったことをすべて忘れて、十五歳の彼とまた、最初からやり直さなければいけないのだ。


　二度も、三度も。


　ああ、それでか、とアイは納得した。封ふう印いん都市にいたころ、アリスは街の人気者だった。みなが彼の名を親しげに呼んでいた。


　だけどアリスはいつも、そんな彼らと距離をとっていた。ひとり、窓ガラスのような目で街を見ていた。


　あの瞳の意味がようやく分かった。


　彼らがどんなにアリスを好きでも、アリスはそれを知らないのだ。過去の自分が彼らと思い出を共有し、心を許しあったのだと、理性では納得しても感情がそれに追いつかないのだ。


　だからいつも、あんな風に人と距きよ離りを作っていたのだ。


「二度目の彼の時に、娘は七歳になり、発はつ症しようしました」


　アリスと似たような瞳をして、シバは言った。


「そのときの彼の苦く悩のうは想像を絶するものでした。私達以上に、彼は自分を責めました。『俺はもっと考えるべきだった。もっと慎しん重ちようになるべきだった』そう言って自らの行いを悔くいていました……」


「…………」


「そしてそのことも、彼は忘れました」


　シバは自らを縛しばるような硬こう質しつの声で語り続けた。


「三度目の彼と出会ったとき、私たちは彼に真実を告げるのをやめることにしました」


「……そう、ですか」


「それは、当時十二歳になっていた娘が提案したことでした」


　十二歳。


「今でも、あの瞬間を覚えていますよ。十二歳になってしばらくしたころ、アリスが久しぶりに都市に帰ってきたと聞いてあの子は飛び出していきました。なんでも、誕生日にはふたりで、あの子の好きな夢名菊エウリスを摘つみに行くのだと約束していたそうです。なんとか間に合ったと笑っていたあの子はその日……ひとりで泣いて……花も持たずに帰ってきました。そしてそのすぐ後に、先の提案をしたのです……」


　アイは強きよう烈れつにイソラを生身の人間として感じていた。死に行く体を抱え、選せん択たくの時を奪われ、それでもアリスひとをおもいやった十二歳の女の子を思った。


　自分が夢とともに生きたその歳としに、そんな、優やさしいうそをついた彼女を思った。


「彼女は、どう、考えていたのでしょう……」


「……分かりません」


　そのことが一番つらいとでも言うように、シバは顔をしかめた。


「私は、私たちはそのことを知りません。……しかしアリスはなんどか娘に聞いたことがあるそうです。『最初の世界にいたかったか？　封印世界ここはいやか？』と」


　彼なら、聞くだろう。


　自らが負うことになる傷など、一いつ顧こだにせず。


「娘は、『分からない』と答えたそうです」


「そうでしょうね……」


「私たちは、正直なところその台詞せりふを信じていませんでした……情けないことを言いますが、あの子は本当に優しくて、そのせいで本心が読めないところがありました。アリスに真実を隠すことを提案したときも、この質問をしたときも、本心では何を考えているのか、私たちには分かりませんでした……」


　それも、仕方のないことだと、思う。アイにはシバたちよりも、イソラの気持ちがよく分かった。


　イソラにはたぶん、シバが言うような隠した本心など無かったのだろう。ただ、周りの人たちが傷つくのを恐れて、すこしずつ喋しやべることを少なくしたのだ。


「あのときも、私はあの子が分かりませんでした……」


　ふと、これまでとはすこし違う様子でシバが言った。


「あのとき？」


「……あの子が……アリスを救わなかったときのことです」


「アリスさんを……救わなかった？」


「ええ」


　そう言って、シバはじっとアイの瞳をのぞき込んだ。


「その様子だとアイ。あなたは知らなかったんですね？」


「な、なにがですか？」


「夕日に燃える教室──ノイズがかった机や椅い子す──十五年前の学園祭」


「!!」


　それは！


「アリスを救ったのは、確かにあなたが最初でした。でもね、アイ。おしいところまで行った人間なら、結構いるのですよ」


　アリスは以前、アイを三万五千六百九十六人目の救出者であるといい、その前の三万五千六百九十五人はことごとく失敗してきたと語った。


　だがなかには、そうとうにいい線まで行った人間達がいたのだ。


「彼らは二つのグループに分かれました。一つはもともとこの街に住んでいたグループ」


　シバは人差し指を立てた。


　この街の人間ならば当然、オスティア校の事件を知っている。事件の深しん奥おうまで知っているとなるとハードルはあがるが、それでも数人は見つかったらしい。


　アイは思い出す。封印都市で調査していたときの奇き妙みような妨ぼう害がい感。あれはディーだけのものではなかったのだ。


「そしてもう一つのグループが自力で真実に気づいた者達です。アイ。あなたのように」


　指をさされる。


「そういった人間は、四人ほどいたそうで、私の娘むすめもその一人でした。イソラは自力で、あの世界の謎なぞを突つき止めたのです」


「だ、だったらどうしてイソラさん達はあの世界を壊こわせなかったのですか!?」


　言いながら、アイはもう気づいていた。


　彼らはきっと、『壊せなかった』のではなく『壊さなかった』のだろう。


　なぜならそのときにはもう、彼らにとってあの世界とアリスが大切な存在になってしまっていたからだ。


　未練か、欲よく望ぼうか、友情か、愛情か、それぞれがそれぞれの感情に駆かられて彼らは封印世界アリスの破は壊かいをとどまり、口をつぐんだ。


（悪いがお前には期待していない）


　なぜアリスがあそこまで慎重だったのかがようやく分かった。彼は本当に、何度も何度も、救いの瞬しゆん間かんを目の前で逃のがしてきたのだ。


「──他ほかの方がなぜ、あの世界を壊さなかったのかは分かりません。そして、イソラに関しても、私にはよく分かっていないのです。この話を聞いたとき、正直私は喜びました。それであの子が現界に復帰できるなら！　と思いました。でもあの子は何のためらいもなく、その選択を捨てました。それが私には分からないのです……」


　そう言って、シバは妻をぎゅっと抱だいた。彼女を慰なぐさめることで、自分自身をも慰めているようだった。


「いま、この瞬間も、私はあの子のことが分からないのです」


「……あまり思いこまないでください」


「ありがとうございます。……でも、こんなの、親失格ですよね。あの子はどうして姿を消したのか。どうしてこの世界に帰ってきてくれなかったのか……それすらも分からない親なんて……」


「ま、まってください。イソラさんは、べつに自分の意志で帰らないわけではないのでは？」


　もしかしたら次の瞬間にでもアリスがやってきて『おーい向こうの手て違ちがいだったよ。娘さんすぐそこにいたよ』なんて事になるかもしれない。


『それはありません』


　だがシバと──レテまでもがあっさりと否定する。


「な、なんでですか」


「うちの娘は、自分の意志で、帰ってこなかったのです。あの帰き還かんの瞬間、一瞬だけ目が合いました。あの目はなにか企たくらんでいる目でした」


「だ、だからなぜそれが分かるんですか？」


　夫婦ふたりは顔を見合わせきょとんと『？』マークを浮うかべていた。


「そういう子ですから」


　どんな子だ。


　アイは、この『娘が分からん』と言い続ける両親が口だけだと、いま知った。
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『取ってこい』を出来なかった犬みたいな顔をしてアリスは帰ってきた。


「ごめん。警備隊にも、避ひ難なん所じよにも、イソラって名前はなかった。一応年ねん齢れいと外見だけでも検けん索さくしてみたんだけど……」


「だめだったと」


「ぐ、面めん目ぼくない……」


　最初から時じ間かん稼かせぎのためだけに行かされた無理難題なのでそれ以上はいじめない。


「仕方ありませんね。──では行きますか」


「行くってどこにだ？」


「あなたが走り回っている間に、私は一つ、ぴんと来るものを見つけたのですよ」


　本当ですか!?　とシバ達も食いついてくる。


「ええ、本当です」


　確証はないが、今の話はたぶん、あれにつながっている。そう直感が告げていた。


「ありがとうございます！　やはりあなたに相談してよかった」


　あのアリスすら助け得たあなたを頼たよって本当によかったと、小さな声でシバは言った。


　ありがとう、ありがとうと、頭を下げる夫婦を前に、しかしアイの心は冷え切っていた。


「安心してください」


　アイは母親の手を慎重に握にぎった。


「イソラさんはきっと、見つかりますよ」


「……ありがとうね、アイちゃん」


　いいえと、答えて自分の心を冷れい徹てつに監かん視しする、人を助ける快楽に酔よわないように。間違ったまま世界を救わないように。


　失敗を誤ご魔ま化かしたまま、前に進まないように。


　アリスの面めん倒どうくさそうな視線を感じる。いいのだ、自分は、こうだから。


「じゃあ、行きましょうか」


　アイは言った。


「学校へ」
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　オスティア少年少女学校は意外なことに、大勢の人で満ちていた。


「？　なんでしょうか？」


「……ふむ、分からないか？　アイ」


「アリスさんは分かるんですか？」


「いや、分かんない」


「ほんのちょっとでいいんで永遠に黙だまっててください」


　ぞろぞろと、エドワーズ一家とともに坂道を上る。そこにはなぜかたむろしている人たちがいて、遠巻きに学校を囲んでいるようだった。


　彼らは皆、苦く悩のうしている様子だった。


　以前の自分だったら、すかさず何事かと聞きに行くのだろうなと、アイは思いながら歩みを進める。すると丘おかの向こうに懐なつかしい、しかし変わってしまった景色が見えてきた。


　毎朝遅ち刻こく者を無む慈じ悲ひに切り捨てるギロチンのような鉄の正門。頭があった頃ころから誰だれだか分からなかった偉えらい人の像。爆ばく撃げきを受けたかのようにでこぼこになった褐かつ色しよくの校庭。


　その中央に、異様な黒面が鎮ちん座ざしていた。


　黒面は夜を切り取って枠わくに流し込んだかのような闇やみ色をして、地面にぴんと立っていた。


　封ふう印いん都市が崩ほう壊かいと共に残した奇き跡せきの残ざん滓し。漆しつ黒こくの面リビングシンギユラリテイだ。


　おお……と、初めて見るシバ達がざわめいた。


「アイ……あれはなんですか？　まるで私たちが封印都市に入ったときにくぐった、ゲートのように見えますが……」


「たぶん、似たようなモノだと思いますよ」


「……あなたはなぜ、私たちをここに……」


「簡単です」


　アイはぴっと人差し指を立てる。


「もし、イソラさんが本当にこの世界にいないというのなら、いったいどこに行ったのだろう？　と考えたのです」


「まさか……」


「はい、封印世界ともこちらの世界とも違う別の異世界、そこに彼女は行ったのではないでしょうか」


　アイ自身はまだ、イソラが迷子の可能性を捨てていないが。


「なるほどなるほど」


　シバよりもさきに、アリスが納なつ得とくした。


「おかしいと思ったんだよ。あの黒面がなんで残ったのかが、どうしても分からなかったからさ、でも、そうか、それなら全部つながるな。アレを作ったのはイソラさんか」


「まだ、つながる『かも』ですよ」


「でもおれ納得した」


「あなたが納得してもしょうがないですよ」


　どうですかシバさん？　とアイは傍かたわらに立つ男に聞いてみた。


　反応したのはレテだった。


「あれは……あれは！」


「どうしたねお前？」


「あなた！　分からないの？　アレよ！　あの向こうにあの子がいるのよ！」


「お、おちつきなさい」


　夫の肩かたをつかんでがくがくと揺ゆする。この顕けん著ちよな反応にシバは動どう揺ようを隠かくせないでいる。


「アイちゃんとアリスの言ったことは事実だわ！　あなたには分からないの！　ほら、ちゃんと見て！」


「そう言われても……」


　シバが瞳ひとみだけで謝ってきた。アイは気にするな、とゼスチャーしながらも、今日はここまでにした方がいいかもしれないと考え始めた。レテは明らかに限界だった。


「とにかく落ち着きなさい。今日は十分な収しゆう穫かくが得られた。一いつ旦たんかえってまた出直そう」


「そんな必要はないわ！　いいからあなたもちゃんと見て、感じて頂ちよう戴だい！」


　それは、あくまでレテを納得させるための行動だった。シバはやれやれと首を振ふり、妻が見つめるモノと同じモノを、


　見た。


　アイも、アリスも見つめていた。黒面はいつもと変わらずに口を開いていた。


「……なにも、ないと思うよ」


　そしてそれはどうやら、シバにも言えることだった。


「そんなはずないわ！　そうだわ、もっと近くで見れば、なにか──」


　そういってレテはふらふらと足を進めて、なにやら張はってあったロープを越こえて校庭の中に入った。


　と、


「こらー！」


　言葉とともに、一人の女生徒がとんできた。


「もう！　そこにちゃんと張り紙あるでしょ！　たむろしない！　順番守る！　ロープは越えない！　これ以上ボクを忙いそがしくさせるなってんだよ！　ディー・エンジーはもう売り切れだよ！　また明日あしたの営業をお待ちくださいだよ！」


　女生徒は学校の制服を身にまとって、腰こしに手を当てて怒おこっていた。


「アリスとアイでも！　だめだかんね！」


「はい……」


「すんません……」


　よろしい。と女生徒はにこりと笑い、


「……で、何しに来たのさキミたち……」


　警けい戒かい心たっぷりの表情で、ディーはふたりをにらみつけた。
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「黒面の原因？」


　黒面探たん索さく調査運行管理協会本部という絶対に自分で考えたであろう看板の掛かかった本部テントのなかで、どろどろに濃こいコーヒーに三杯ばい目の砂糖を加えながらディーが言った。アイ達がとりあえずの事情を話した、その後のことだ。


「それが、そのイソラさんだっていうんだね。……ふーん、なるほどね」


「どうでしょうか？」


「あり得なくはないと思うよ」


　頼たのもしい断言だが、それより四杯目。五杯目と砂糖が注がれるコーヒーが気になってしまう。六杯目。


「ボクたちの世界が崩壊したのに、あの黒面だけ残ったのはたしかに不自然だからね。そこに何かの原因があってもおかしくはないよ。まあ、でもボク的には黒面の現実的な利用価値しか興味ないから、どうでもよくは、あるけどね」


　結局ディーは八杯も砂糖を注ぎ、どろどろになったそれを一気に飲んだ。


「くはー！　やっぱり徹てつ夜やにはこれだね！」


「……お疲つかれなのですか？」


「そんなことないよ！　よゆーよゆー！　ひゃっほー！」
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　疲れも感じられないほど疲れているらしい。


「せめて、着き替がえくらいなさったらどうですか？」


　見れば、ディーの服は昔と変わらぬ制服だ、その姿はぼろぼろのよれよれで、幽ゆう霊れい時代の真空保存した清潔さとも、封印世界での身だしなみの良さともかけ離はなれていた。


「ああ、違う違う。これは丁度いいからここで働く人みんなの制服って事にしたんだ。分かりやすいでしょ？　丁度主要スタッフも学生が多かったからね」


「ああ、なるほど」


　見れば、テントの中のメンバーの多くも、学ランかブレザーを着ていた。


「だから学校の制服はそのまま黒面探しゃく……黒面探索調しゃ……黒面探索調査運行管理協会の制服ぎゅに！」


　あ、嚙かんだ。


　嚙んだところに熱いコーヒーが流れ込んだのだろう、ディーはもはや言葉もなくわたわたと奇き妙みようなダンスを踊おどる。


　……嚙むくらいならあんな長い名前つけなければいいのにと思いながら腰を上げる。たしかさっきもらった食べ物の中に飲み物もあったはずだそれをあげよう。


　そう思って、炭酸水の瓶びんを引っ張り出したときだった。


『ディー（さん）どうぞ』


　声がかぶった。


　見ればそこに、いままでどうして気づかなかったのかと思うくらい存在感の大きな人物が立っていた。


　血のように赤いドレスを着た、貴婦人。


　婦人は場ば違ちがいであるということ以外は完かん璧ぺきな装よそおいだった。ヒールの高い靴くつ、肘ひじの上までを覆おおう手て袋ぶくろ、四次元的ななにかを表現している顔まで覆う複雑な帽ぼう子し、とどめとばかりの巨きよ大だいな日ひ傘がさ。


　それらすべてが深しん紅くだった。


　アイの突つきだしていた水の瓶が来たときと同じ速度で引っ込んだ。


　結果として上にきた貴婦人の水すい筒とうをディーがとり、ごくごくと飲んで『イヤー助かったよ。ありがとね』と礼を言った。


　貴婦人は『いいえ』と答えて、あとはまたテントの端はしに戻もどっていった。


「えーとどこまで喋しやべったっけ、ああ、黒面の話だっけ」


「あの、それも気になるのですが……あちらの方はどなたですか？」


「いいよ気にしなくて。マネキンだとでも思っててよ」


「いや、そう言われましても……」


　確かにテントの隅すみでじっと立つ姿はマネキンじみているが、それはそれで怖こわい想像しか出てこない。


「さて、それで？　そのおとうさんとおかあさんはどうしたいんだって？　ていうか今どこにいるの？」


　ディーはあくまで話を続ける。


「……いまは外で、黒面を見ています。アリスさんが一いつ緒しよにいてくれてますよ」


「会うよ。案内して」


「──いや、もうこっちから来てるよ」


　言って、アリスと、夫婦がテントの中に入ってきた。ディーは一いつ瞬しゆんだけアリスの存在に緊きん張ちようして、すぐに表情を切り替かえた。


「……久しぶり、シバ、レテ」


「あらあらほんと久しぶりねディーちゃん。大きくなって」


「そうかな。ボク的には十五年くらい成長してない気もするけどね」


「いやいや、これの言うことも存外間違っているとは言えないよディー。キミはなんだか、ここ数日で大きくなったようにみえるよ」


「そ、そうかな？」


　シバも、それにレテも、なんだか調子を取り戻したように見えた。ディーと話すふたりの姿は、まるで久しぶりにあった親しん戚せき同士のような気安さが感じられた。


　アリスとアイコンタクト。


『なにかありましたか？』


『いや、特になにもなかったと思う……』


「おお、そうだディー。実は私たちは君にお願いがあってね」


「お願い？」


　今度はディーから『どういう事？』『分からない』。


「ディー、私たちにあの黒面をくぐらせてはもらえませんか？」
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「……最近こういうの増えてるんだよね……」


　校庭の中心、黒面の真ん前、音おん響きよう測定器やら調光計やら黒面の調査につかわれている各種計測機器がどかどかと積まれたテントの前に仁に王おう立だちして、ディーが言った。


「こういうの。とは？」


「黒面に入りたがる人」


　不ふ機き嫌げんそうに、眠ねむ気け止めのハッカ飴あめをかみつぶしてディーが言う。


「まだ、だれも帰ってきてない道なのに、それを言っても行きたがる人が増えてるんだ」


　ディーはちらりと背後を見た。


　そこではエドワーズ家の家族会議が勃ぼつ発ぱつしていた。


「考え直すんじゃシバ！　いつもの冷静さはどうした！」


「そうよ義に兄いさん落ち着いて！　あんなモノに命をかける気!?」


　わいわいぎゃーぎゃーと大おお騒さわぎである。アイはディーと一緒に部外者のようにそれを見ている。


「これも最近よく見る風景」


「そうなんですか？」


「うん。黒面に入りたがる人と、それを止めたがる人。たいてい親戚」


「なるほど……」


　家族会議は白熱し、ボルテージがいよいよ頂点に達しかけたその時、


「みなさん」


　小さく低く、それなのに無視することなど誰だれも出来ない声が響ひびいた。


「ご心配は、もっともだと思います。でも、私たちはもう決めたのです」


　シバの声は別に、決意や自信に満ちていたわけではなかった。むしろ不安に震ふるえているようだった。


　だが、シバという人間は、こういう声を出すときほど考えを曲げないのだと、誰もが知っていた。


「……これもよく見たかな」


　似たような映画に連続で当たってしまった時のようにディーは眠そうに言った。不ふ謹きん慎しんだとは思うが、アイは彼女がこの一週間で二十時間も寝ねていない事を知っているので何も言えない。


「結局最後は、言い出した方が勝ってさ。残された人は未練がましくこの辺にたむろするんだ……」


　あーん、とポップコーンのようにハッカ飴をかじる。視線の先には正門と、そこから黒面をちらちら眺ながめる人たちがいた。彼らはそういう人の集まりだったのだ。


「お待たせしましたディー。決まりましたよ」


「ほいほい。結局誰と誰が行くの？」


「私と、妻のふたりです」


「了りよう解かい。んじゃここに名前書いて、あとで警備隊に報告しなきゃだからさ」


　さらにディーはふたりにいくつかの書類を書かせ、黒面をくぐるさいの注意事じ項こうを伝え、『実験用に』と最低限の物資の入ったザックと百メートルもあるロープを腰に結びつけた。


「ディー。これは？」


「連れん絡らく用……っていってもこれまで全部失敗してるけど。いい？　オジさま、基本等速で歩いて、どこかについたら一回停止、中に誰かいたら二回停止。危険があったら全力で走って」


「分かりました。私たちがあなたたちの助けになることを期待します」


「了解。じゃあ、元気でね」


　ばいばーい。となんの感かん慨がいもなく手を振ふるディー。シバもレテもあっけなくそれに応えて黒面に向かおうとするが『おいちょっとまて』とまたも親戚に捕つかまってしまう。


「えーまだもめるの～？　勘かん弁べんしてくれないかなぁ……」


「……ディーさん。もうちょっとまじめな態度をしてくださいよ」


「無理だって。そういうのはもう売り切れだよぅ」


　だるーんとディーは自分で言って、『生きるのめんどい』みたいな顔をする。


「おっと」


　その拍ひよう子しに抱かかえていたハッカ飴が落ちてしまう。全く予想していなかったアイは反応出来ない。哀あわれ、ハッカ飴は地面に落ちて泥どろと砂とガラス片にまみれそうに……、


「………………ディー、気をつけて」


　なる寸前、婦人が袋ふくろをつかんでディーに返した。


「ごめんごめん、アリガトね」


「いいえ」


　そしてまた、しずしずと背後に戻る。アイは疑ぎ惑わくの視線をふたりに向けるがこの鉄てつ面めん皮ぴは『ん？』とかわいらしくウィンクをして何も答えない。


「なにかなアイ？」


「……いえ。──それにしても、ちょっとは引き留めたりとか……」


「ボクは止めないよ。そういうキャラじゃないしね」


「…………」


「でも、アイがするなら、止めないよ」


「…………」


「ん？」


「…………しも──」


「なに？　聞こえない」


「……私も、いまは売り切れ中なんです……」


「そうなの？」


「はい……」


　乾かわいた風が吹ふいた。


　西から吹く、荒こう野やの風だった。


　ディーはその風に髪かみを梳すかせながら空をみて、目線を合わせないままで言った。


「──次回入荷の予定は？」


「……未定です」


「そっか、それはちょっと残念。でも、できればまた入荷してほしいかな。ボク結構あれ好きだったからさ」


「……確約はいたしかねます……」


「そこは噓うそでも善処しますとか言っときなよ。客商売でしょ？」


「…………善処します」


「よろしい」


　ぽんぽん、と頭を撫なでて、ディーはその話を打ち切った。


「──ん、向こうの話し合いも終わったみたいだね」


　親しん戚せき包ほう囲い網もうが崩くずれて、なかから夫婦が出てくる。


　結局、最初の決定は変わらないようだった。


「さようならふたりとも、アイ。あなたに相談して本当に良かったですよ」


「ありがとうね、アイちゃん」


　ふたりが感謝を捧ささげてくれるのに、今のアイにはそれを素す直なおに受け取ることが出来ない。自分がしていることが正しいのかどうか判断がつかない。


「……どうしても、行くのですか？」


「はい」


「……正直なところ」


　一瞬だけ迷った。


「あなたたちが何を信じたのかが、私にはさっぱり分かりません」


「でしょうね」


「あなたたちはまるで、世界塔とうに上ろうとする人のようです。あるはずのないモノを見て、妄もう想そうを現実にしようとあがく狂きよう信しん者に見えます」


「でしょうね」


　でしょうね？


　その答えは予想していなかった。それは狂信者の口にしてよい言葉ではなかった。


「意外そうですね。アイさん。その通りです。私は妻と違ちがって、今に至るも、あの黒面になにも見いだしていません」


「じゃあどうして」


「だからですよ」


　シバはにっこりと微笑ほほえんだ。


「そんな私が行くからこそ、価値があるのです。──信じるものだけではなく、私のような石頭が行くことが、あの世界には必要なのです」


「……よく分かりません」


「でしょうね」


　シバは笑った。


「だから、ここから先は結果で判断してください」


「わかりました」


「では……」


　夫婦はもう一度別れの言葉をみなにかけ、いよいよ黒面の前に立った。


「……アリスにも、別れを言いたかったのですが……」


　最後に、シバは辺りを見回して言った。アリスはずいぶん前に『ちょっと』と言って出かけてしまい、今に至るも帰ってこないのだ。


「……これ以上お手を煩わずらわすのもアレですからね。仕方ありません行こうかレテ」


「ええ、あなた」


「──っとまったぁ！」


　その時校庭の端はじっこ、裏山の境にあるフェンスで髪に草を絡からませた頭が叫さけんだ。頭はそのままフェンスを乗り越こえてがむしゃらに走った。


「っはぁ……っはぁ……っはぁ……っはぁ……間に合ったか……」


「アリス。どうしたのですか？」


「……これっ」


　差し出された手の中には紫むらさきの花があった。


「これは……」


「はぁ……はぁ……イソラさんに会ったら。これ、渡わたしてやってよ……」





　夢名菊エウリス。





　その花は秋に咲さく十月の誕生花で、


　叶かなうはずのなかった約束の、花だった。


「アリス。あなたまさか──」


「……はぁ……はぁ……はぁ……っ、ごめん、なんだって？」


「──いえ」


　シバはそれ以上聞かなかった。


　ただ、その花を大切にシャツのなかにしまい込んだ。万が一にも、離はなればなれにならないように。


「……なんだか、不思議ですねアリス」


「なにがだ？」


「十三年前、やはりこの場所で、あなたは私を封ふう印いん世界に誘さそいました。あの頃ころはまだ、私たちも若く、あなたとほとんど変わらない歳としでした」


「……そう、だったかな」


「ええ、そうだったのですよ。アリス」


　幻まぼろしを見た。


　そこには若いシバ達がいた。ふたりには十年後の落ち着きも自信も全くなく、ただ輝かがやきだけを身にまとって、傍かたわらの小さな女の子を守っていた。


　それを、アリスは微笑んで見ていた。


　今も、昔も。


　彼だけが、姿を変えることなく。


「さよならアリス。……さよなら、みなさん」


「ああ、さよなら」


　別れの時が来た。


「叶うならまた、向こうでお会いしましょう……」


「……ああ」


　そう言って、ふたりはあっけなく黒面に呑のまれた。


　まばゆい光が乱らん舞ぶすることも、


　大地を割るような轟ごう音おんが響ひびくこともなかった。


　ただふたりは電灯の火が落ちるように、姿を消した。


「バカもんが……」


　最後まで反対していた爺じいが膝ひざをつき、


「十六時二十六分、音信不通、ロープは一度も引かれなかった……」


　すっぱりと途と中ちゆうで切れたロープを回収してディーがつぶやく。


　そのなかで、アイとアリスだけが立ちつくしていた。


　いま起きたことの意味を考えて、夢名菊エウリスの花びらが舞まう空を、見つめていた。





　──その日を境に、越えつ境きようを希望する者は爆ばく発はつ的てきに増えた。




　　　　IV




　帰き還かんから七日が過ぎた。





　昨日はだいぶ良かったと思う。


　ずっとふさぎ込んでいたアイが他人と話して感謝されて、すこし調子を戻もどしたようだ。


　だからアリスは、今日のアイはもっと元気になるとおもっていた。


「それなのになんで、こうなるかな……」


　昨日と同じく追い出された正面玄げん関かんで、アリスは頭を抱かかえた。


　視線の先にはぽつんと座り込む女の子がいた。
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「よう」


「…………あ、アリスさん」


「帰るぞ」


　アイはゆっくりとこちらを見上げると、血の通わない足を危なっかしく伸のばして立ち上がった。まるで生まれたての鹿しかのような弱々しさだった。


　今日は待たない。さっさと歩き出して市場に向かった。


「あ、まって……」


　背後に声、知ってる人間からすればびっくりするくらい弱々しい声。


「ま。まってください……」


「……んだよ」


　結局、アリスは速度をゆるめた。


　それが良くなかった。


「わぷ」


　軽い衝しよう撃げきとともに、アイが背中に激げき突とつした。


「ご、ごめんなさい」


「……なにやってんだよ」


「わ、わわ、すみません。すぐ……すぐ離れますから……」


　言うが、アイの足はがくがくと痺しびれてまっすぐに立たず、右手はおぼれる者が藁わらをつかむように背中から離れない。


「ちっ……」


「す、すみません……」


　舌打ちの意味は一いつ瞬しゆんで誤解された。ちょっと不ふ機き嫌げんを表に出しただけなのにこの始末だった。


　いろいろな歯車がそこかしこで狂くるっていた。


　べつにアリスはアイを苦しめたかったわけじゃないのに。


「……すみません。すぐに一人で、立ちますから……」


　アイは、つらそうだったが泣く気配はなかった。ただ、一瞬でも早く一人で立とうともがいていた。


「……べつにいいよ」


「え？」


「……べつに、つかれたときくらい人に寄りかかったっていいだろ」


　そしてアリスは自分でも驚おどろくような行動に出た。


「いくぞ」


「へ？」


　アイの手をとり、歩き出す。


　正面玄関を抜ぬけ、大通りを抜け、市場に入る。そのすべての場所で顔見知りの者達が目を見開いていた。なかには口笛まで吹ふいている奴やつもいる。どこのバカだと思ったら残念なことにこの街の市長だった。本当に残念だった。


「あ、あの、アリスさん？　私もう全然大だい丈じよう夫ぶなんですが……」


「うるせぇ、信用できるか」


「あぅ──でも、あの」


「うるせぇっての」


　強引に手を握にぎったまま市場を歩く、昨日と同じく夕飯をもらって帰路につく。


「……怒おこってますか？」


　市場を抜けた辺りで、アイが言った。


「怒ってない」


「……すみません。迷めい惑わくですよね……あんなところで待たれても……」


「だから怒ってないっての！」


　ぴぃ、と鳴いてアイが頭を低くする。


　ああ、


　またやってしまった。


「お、怒ってるじゃないですか……」


「ちげーよ。たしかに、いまの、これは、怒ってるけど、でもこの怒りとその怒りはちげー怒りなんだよ！　分かれよ！」


「は、はい、分かりました──その、ごめんなさい……」


「お前それ、ぜってー分かってねぇぞ！」


「ご、ごめんなさいごめんなさい！」


　だめだこりゃ。


　アリスは釈しやく明めいを諦あきらめてさっさと道を歩き始めた。その態度がまたアイを不安にさせているのも分かるが、もう知ったことかと思う。


　いつまでも、ウジウジウジウジして、ダウナー入って誤解して、一生した向いて生きていけばいいんだと思う。


「行くぞ……」


「あ、はい」


　その時きゅっと、ほどくタイミングが分からなくて結んだままだった手が、握られた。


　その強さは普ふ段だんの怪かい力りきからは想像もつかないほど弱い力で、意識していなければ気づかないほどだった。


　まるで、握るのを躊躇ためらっているような力だった。崖がけから落っこちそうなのに相手を巻き込むのを恐おそれて力の入らない手のようだった。


　まるで自分も餓うえているのに他ほかの兄弟を思いやって鳴けないツバメのようだった。傷を隠かくして暗がりで死ぬ猫ねこの、最後に残した爪つめ痕あとのようだった。


（またか……）


　アリスはこれを、どうにかしたかったのに、以前の自信満々のアイに戻って欲しくていろいろとしてきたのに。


　もはや言葉は出尽つくした。小細工も昨日で使い果たした。


　これ以上、いったい何ができるというのか。


「あ……す、すみません。強く握りすぎましたか？」


　そのうえアイはさらに、その手を放そうとしている。黙だまろうとしている。痕こん跡せきを隠そうとしている。


「……もう、本当に大丈夫ですから……」


　心が離れていくように、込こめられていた弱い力がふっと抜け、指の一本一本がゆっくりと離れていく。


　まるで最後の命いのち綱づなを、自ら手放すかのように。


　その手を、


「…………」


　アリスは強く、握った。


「あ、あの、アリスさん？」


「……なんだよ」


「なんだよじゃなくて、……手、放してもらえますか？」


「断る」


「断るって……あの、どうして……」


　そんなのはアリスだって知らない。


「っつ！　痛っ……」


「いいから帰るぞ」


「あの、アリスさん、痛い！」


「うるせぇ」


「ううう～～」


　アイはいじめられっ子の顔をした。


「なんですかそれ……怒ってるならそう言ってくださいよぅ。もうわたしわけが分かんないですよぅ……」


　だから！


「それは俺も一いつ緒しよだっての！」


「え？　──って、きゃあ！」


　不自然に引っ張られたアイがけつまずくのを、アリスは右手一本で支えた。左手に提さげた夕食のスープが飯ごうのなかでたぷたぷと暴れる。


「おっと」


「す、すみません。ほら、やっぱり危ないですから……」


「力抜いてっからだ」


　ぎゅうっともう一度、右手を握る。


「もっと、ちゃんと握れ」


「…………」


「いまさら遠えん慮りよとか、やめろよな」


　手加減など一いつ切さい無く、四十五口径を構えるときのように、崖にぶら下がる者を支えるときのように、アリスはぎゅっと、アイを握った。


　言葉で伝わらないことが、態度で表せないことが、そこから伝わることを願った。右手の先、体の一番はじっこで、心がつながることを祈いのった。


「…………あ」


　それが、伝わったかは分からない。


　でもアイはほんの少し、初めて人の手から水をのむ野鳥のように、コクリと右手に力を込めた。


　信しん頼らいの重さは一キロにも満たなかった。


　十分だった。


「行こうぜ」


「…………」


　返事はない、でも今度は素す直なおに従ってくれた。


　アリスはそれでようやく安心した。
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「うおおおおおおおおおおおぉおぉぉぉおぉぉおおおおおおお!!」


　はずだったのに。


「ちぃいぃえぇえすとおおおおおおおぉぉぉぉおおお!!」


　その暴走機関車は後方百メートルからこちらを捕ほ捉そくするやいなや、その距きよ離りを十一秒でゼロにして二人の間を鉈なたのようなチョップでぶち抜いた。


　びりびりと痺れる右手と左手がスローモーションで宙を泳ぐのを見ながら、アイは心の底から思う。


　ユリーさんの馬ば鹿か。と。


「アァァァリィィィィスゥゥゥゥ……」


　チョップの勢いを殺しきれずに、ごろごろと前方に転がり出たユリーは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせながらすでに逃にげの体勢に入っていたアリスを捕つかまえた。言葉が通じるか心配になるレベルの動きだった。


「違ちがうんだ、おっさん」


「きぃぃぃさぁまにぃ、おっさんなどとぉ言われる筋合いはなぁぁぁぃなぁ」


「え、他人レベル？　いやちょっと！　それくらいはあるだろ！　──って痛い痛い痛い痛い!!」


　地面に引きずり下ろして両りよう腕うでを肩かたの後ろまでぎちぎちに固める。


「なにすんだよおっさん！　腕取れちゃうだろ!?」


「取ろうとしているのだから、そりゃぁ取れるだろう」


「やっべ……」


　このおっさんガチだ……と、いやに普ふ通つうの声でアリスがつぶやく。


「アリスよ……俺は、何度も、忠告したよなぁ……うちの子に手を出す輩やからには死、あるのみだと……」


「絶対それだけじゃすまない感じだけどね……」


　ぎりぎりと、さらに腕を絞しぼられているのにアリスはもう痛みを感じていないように冷静な声を出している。


「ユリーさんまずいです、このひと死を覚かく悟ごしています。そろそろ止め──」


「そして貴様は忠告の度たびに『俺はロリコンじゃねぇ』と言っていたはずなのに……」


　止めるの保留。


「俺はその言葉を信じたのに……」


「信じたなら何回も聞くなよな。なんだよ忠告の『度に』って」


　死し刑けい台の上にのぼって逆に何も怖こわくなくなった囚しゆう人じんのようにアリスが言う。


「それなのに！　それなのに貴様は!!」


　娘むすめの身にとんでもない不幸が訪れ、しかもその原因が信じた人間だった時の親のようにユリーは苦く悩のうしてその言葉を口にした。





「よりによって娘と！　アイと！　手を繫つなぐだなんて！」





「…………」


「…………」


　いや、


　最初はすこし焦あせったアイも、そう言われると、そこまでたいしたことないように思える。


「大げさですよユリーさん」


　なるべくなんでもなかったような顔で、


「あれは、私が足を痺しびれさせてしまって、それで仕方なく、アリスさんが手を引いてくれたんです。そういう……その……あれ的なそれは……なかったです。はい……完全に事務的な、あれでした」


　最後はすこし意識してしまったが。ちゃんと説明できた。こういうときアワアワするのが一番駄だ目めなのだ。びしっとしていれば全然大だい丈じよう夫ぶだ。


　しかしユリーは止まらなかった。


「いーや！　違う！」


「ち、違うってユリーさん。やだなぁ──」


「あれはたしかにそういうあれだった！　なんというか信頼とか怯おびえとかがここぞとばかりにごちゃまぜになって手と手という一か所だけのつながりについに出た感じだった！　むしろこう手を握にぎるだけっていうそういうあれがなんか逆にやばかった！」


「あわわわわわわわ」


　アイは洗せん濯たく用洗せん剤ざいのようにあわあわした。


「ユ、ユリーさん!?　ちょっと！　そ、それ以上は──」


「現に！　アイは俺たち以外ではあの野や郎ろうにしか見せたことのない信頼した表情を──」


『チェストォ!!』


　前と後ろ、二方向からのチョップがユリーを襲おそい、大男は音もなく地に伏ふした。


　どさり、と倒たおれる音の向こうで、アリスが同じような体勢で残心している。


「恐おそろしい敵だったな……」


「ええ……」


　ふたり、まるで怨おん敵てきを打ち倒した仲間同士のように並び立って巨きよ体たいを見下ろす。


「……これほどまでの強敵は、いままでの過か酷こくな旅にもいませんでした……」


「俺の三十余年にわたる数すう奇きな人生においても、だな──このおっさん、なんかもう最近は空気読まないとかそうレベルの話じゃなくなってるよな……」


「まったくです」


　その時、


「アイ～。アリス～」


「あ、傷ス持カちーさん」


　振ふり返ったすこし先に、セリカを抱かかえた傷ス持カちーと、彼女らを囲む小集団の姿が見える。


　たったったと、傷ス持カちーが小走りで集団を抜ぬけてくる。フレアスカートの裾すそがひらひらと揺ゆれ、胸むな元もとでセリカがぽんぽんと跳はねる。


　集団の人々が「これこれ」と若い母親をたしなめる。だが母子はともにうれしそうな笑え顔がおで不安はない。


　アイはだぅだぅ言うセリカとハイタッチをして、近い距離から傷ス持カちーに尋たずねる。


「いま帰りですか？」


「ええ、せっかくですから一緒に行きましょう。──それ、起こしてもらえますか？」


　それとはもちろんユリーのことだ。


「まったく、突とつ然ぜん荷物を置いて走り出すんですから。しょうがないですねぇセリカ？」


　だぅ、とセリカも同意する。


　気は進まなかったが、アイは仕方なく大男に活を入れる。アリスが五メートルも逃げる。


「てりゃ！」


「っぐ！　…………──む。ここは……」


「気がつきましたか？」


「ああ…………どうして俺はこんなところで寝ねてるんだ？」


「疲つかれてるんだよおっさん」


　どうやら記き憶おくが混乱しているらしい。その立ち位置を有効に使うためにアリスが光の速さで戻もどってくる。


「ずっと、復興の最前線でがんばってくれてただろ？　たまには休まなくちゃ」


「気き遣づかってくれるのか。アリス。ありがとう……だがなぜだろう、すごく殴なぐりたい……」


「ハハハハ、変なおっさんだなぁ」


「そんなことよりユリー。早く立って、荷物を持ってください」


　つんっと不ふ機き嫌げんそうに傷ス持カちーが言う。ユリーは慌あわてて言うとおりにした。


「今度は投げ出さないでくださいね」


「ん？　あ、ああ──よし、セリカもおいで」


　にっかりと、熊くまのような笑顔を浮うかべてユリーがセリカに腕を伸のばす。しかし赤子は古いミルクを出されたときのようにちゃぶけた顔でそっぽを向いた。


　その様がおかしかったのだろう、傷ス持カちーと一いつ緒しよに歩いてきた者達がくすくすと笑った。


「あんれまー、いやですってよ。この子は」


「おぉおぉ、パパきたないもんねぇ」


　彼女らは洗濯や料理などの内職を担う者達だ。最近の傷ス持カちーは、彼女らのもとで日中を過ごすのが日課になっていた。同じようにユリーもまた、復興の最前線で車を転がしている。


「そ、そんなことないぞ。風ふ呂ろだって三日前に入ったし……」


「毎日入ってほしいですよねー？　セリカ」


「ぐ、傷ス持カちー……お前、自分の意見に娘を利用するなんてどこで覚えてくるんだか……」


　さてどこでしょう。と傷ス持カちーはすまし顔で答える。後ろで老ろう婆ば達がくつくつと笑っていた。どうやらその関係はとても良いものらしい。


「ではみなさん。──また明日あした」


　セリカの小さな手をちょいちょいと振らせてやって、一行は彼らと離はなれていった。


「偶ぐう然ぜんですね」


　セリカをユリーに預け──というよりもユリーが無理矢理にさらって行き──身軽になった傷ス持カちーはひょいと腰こしをおってアイに微笑ほほえみかけた。
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「はい。傷ス持カちーさんは、今日はなにを？」


「普通に洗濯を、あ、でも今日は洗剤を作るところからやったのですよ？　アイ、洗剤ってどうやって作るか知ってますか？」


　返事を聞く前から傷ス持カちーはレクチャーを始めた。こーんな大おお鍋なべにこーんなたくさんの油と灰と、さらになんだかよく分からない薬を入れて……。


　傷ス持カちーは、楽しそうだった。


　墓はか守もりのブーツを履はき、ユリーにプレゼントされたシャツを着て、自分でぬったフレアスカートを穿はいて、墓守でも人間でもないものとして、楽しそうに日々を過ごしていた。


「──ところでさっきの、見ましたよ」


「ぶっ！」


　完全に油断していた。最近の傷ス持カちーは本当に侮あなどれない。もはや初見で彼女を墓守と思う者はいないだろう。


「……そんなに反応するほどの事ですか？　ただ、手を繫いでいただけでしょう」


　だがその中身はそれほど変わっていない。


「あ、ああ。そうですね。…………そうですよね……」


　アイは心の底からほっとする。


「ええ、私も時々、ユリーの手を握ったりしますし」


「ちょっと待ってください」


　アイは錆さびついた人形みたいな動きで左を向いた。そこではアリスの方に逃にげようとするセリカと必要以上に妨ぼう害がいするユリーの姿がある。


「……なにか、おかしいのですか？　洗い場の皆みなさんから、逆にそういうのもたまにはよいと教えていただいたんですが……」


「いえ、おかしくはないですよ、おかしくは……」


　ものすごくもにゃもにゃする話だ。洗い場の皆さんは二人の関係をどう思っているのだろう。っていうか傷ス持カちーの中のユリーの扱あつかいは今どうなっているのだろう。あと自分とアリスのこともどう認にん識しきしているのだろう。確認したいような確認したくないような……。


　アイはいろいろと悩なやんで、結局すべてがどうでもよくなって手近な人物に責任転てん嫁かした。


「……たぶん、ユリーさんが一番悪いんです……」


「それはおそらくそうでしょうね」


　大まじめで同意する。その様にアイは思わず笑ってしまった。


　傷ス持カちーは、本当に人間らしくなっていた。人の心を分かった上で、思いやることが出来ていた。だからアイは笑えたし、だからアイは──。


　凍こおり付くことに、なった。


「よかった……」


　傷ス持カちーが右眉まゆの傷きず跡あとをそっとゆるめて言った。


「え？　なにがですか」


「アイが、微わ笑らっていることがですよ」


　もしも、暖かさや優やさしさが人の心を砕くだくことがあるのなら、


　その時、その言葉こそがそうだった。


「……え？」


　アイはそっと、自らの頰ほおに触ふれてみた。信じがたいことに、そこには無くなっていた微笑みが戻っていた。


　幸せが、戻っていた。


「ここのところずっと塞ふさいでいたようでしたから」


　傷ス持カちーが暖かく微笑む。アイの心は冷たく凍る。


「でもこれでまた笑えるようになったみたいですね。いいことで──」


「なにを……」


「え？」


「私はなにを、笑っているのですか……」


「すみません、聞こえませんでした。もう一度お願いします…………アイ？」


　夢から覚めたようだった。あるいは夢に戻ったようだった。


　視界がくっきりと晴れていた。十月の空は切れるほどに清すが々すがしく、空気は復興のざわめきに満ちて煩うるさかった。砕けた街はバラバラになったぶんだけ情報量が増えて視覚野を圧あつ迫ぱくした。


　体中の酸素がすべて入れ替かわるように深呼吸した。冬を控ひかえた大気はぞっとするほど冷たくて、体だけでなく心の暖かさまで奪うばっていった。


　なにを、


　なにを、癒いやされているのか。


　最後のプライドはどうしたというのか。それぐらい自分で決めるのではなかったの？


「アイ……どうしました？」


「…………なにがですか」


　反射された質問に傷ス持カちーはうまくこたえられない。


「……すみませんアイ。私はいま、なにか間ま違ちがえましたか？」


「いいえ」


　ゆっくりと、良くできた自動人形のように首を振る。


「あなたはなにも、間違っていません」


　間違っているのは自分だ。


「わ、ちょ、泣くなセリカよ。分かった！　風呂に入る！　髭ひげも剃そる！」


　そのときちょうどセリカが癇かん癪しやくを起こしてユリーの腕うでから落っこちそうになった。


「……ちょっと待っていてください。アイ」


　傷ス持カちーはこちらを不ふ審しんに思いつつもセリカを受け取りにいった。


　ひとり、取り残されて、アイは身につまされる冷気に包まれていた。心臓が裂さけて、心が血を流していた。


「お待たせしました……」


　傷ス持カちーが帰ってくる。だがその頃ころにはもう、アイの心は深い氷のそこに沈しずんで、溶とけ出すことはなかった。傷ス持カちーもなにかに気づいたのだろう、おかげでそれ以上はなにも言われずにすんだ。しかし──、


「だう」


　代わりに恐おそろしく無ぶ遠えん慮りよな瞳ひとみにのぞき込まれる。


「……なんですか」


　セリカはなぜかひどく荒あれていた、傷ス持カちーの腕から落っこちそうになるほどカンカンになってアイの方にパンチを繰くり出していた。


「だぅ！」


　ぱちんと、


　その一発が、アイの頰をとらえた。


　蚊かに刺さされたような、そんな、パンチだったのに。


　どすんと、気づけばアイは尻しり餅もちをついていた。手を挙げて、打たれた頰に当ててみた。


　跡あとが残らないのが不思議なくらい、熱くて、痛かった。


「ア、アイ!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?　もう！　セリカ！　なにをするんですか!!」


「大丈夫です……私が、滑すべっただけですから」


　言って、よろよろと立ち上がった。ハンプニーに蹴けられたときよりも、オルタスを一晩中駆かけ回ったときよりも、体は重く、動かし難かった。


　一発ぶん殴なぐってすっきりしたのか、セリカはそれ以上癇癪を起こさなかった。ただ、『しょうがないなぁ』という表情でもういちど体を突つき出して。


「う！」


　よだれでべたべたのおしゃぶりを渡わたしてきた。


「…………」


「だ！」


『ま、これで一いつ杯ぱいやんな』と言わんばかりの表情だった。


「……気持ちだけ、受け取っておきます」


　言って、おしゃぶりを返し。とんっと跳はねて一行から距きよ離りを取った。


「アイ？」


「すみません。用事を思い出しましたから。先に帰っていてください」


　ユリーが当然、渋しぶい顔をする。


「これからか？」


「はい。──夕食も先に、食べていてください。私は結構ですから」


「おい──」


　その先を聞かずに、アイは走り出した。


　いたたまれなくて、暖かなそこにいられなかった。




　　　　Ｖ




　行く当てなんてたったひとつしかなかった。





　アイはぽつり、ぽつりと、足を片方ずつ投げるようにして歩みを進めた。オスティアの街は活気に充みち満ちて、みんななんだかとても忙いそがしそうだった。全すべての場所にアイ・アスティンお断りと書いてある気がした。


　歩く。歩いて歩いて、そしてアイはいつのまにか昨日と同じ場所にいた。


　目の前にはオスティア少年少女学校へと続く坂がある。


　だが、そこの様子がどうもおかしい。


「…………？」


　正門前の上り坂、そこに昨日は存在しなかった列が出来ていた。列は坂の下から校庭の中まで続いているようだ。商売っ気の強い者達は、その列を見込んで屋台まで出していた。


　アイはそれを横目に見ながら黙もく々もくと上った。やがて学校への道を外れて小高い道に入り、校庭を見下ろした。


　そこには巨きよ大だいな大だい蛇じやがいた、人間の一人一人を鱗うろこに持つ大蛇は校庭に悠ゆう々ゆうとしたとぐろを巻き、その頭を中心に埋うずめていた。


　そこには件くだんの黒面があった。


　列の先頭、渦うずの中心。いま、そこで若いカップルが手に手を取って黒面に飛び込んでいた。その瞳には半分の不安と、半分の期待があった。


　その後も人々は黒面に飛び込んでいった。


　あの列は、すべて順番待ちの列なのだ。


「…………なんでしょうか」


　しかしそれに気づいても、アイのつぶやく声は小さかった。それほど興味をもてなかった。今知っても、どうせ動く事は出来ないのだから。


「……行きますか」


　それよりも早くあそこに行きたかった。ここはただの通過点で、目的はこの先にあるのだから。アイは視線を校庭から戻もどした。


　するとそこに、


「ありゃ。アイじゃん」


　バケツをぶら下げたディーがいた。


「ディー……さん」


「うぃうぃ、ディーさんですよ」


　ぐっぱぐっぱと右手を開閉して挨あい拶さつ。その反対側ではバケツの水がたぷたぷと揺ゆれている。


「……なに、してるんですか」


「なにって……ボクが道に水まいてるおばちゃんに見える？」


　言いながら実際に水をまいたりする。


「それとも消防士とか？　……──消防士のジェスチャーってなにやればいいの？」


「そんなのやんなくていいですよ。……止やめてください。こぼしま──」


「あ」


　言ったそばから。


　何をどう勘かん違ちがいしたのか、大車輪していたバケツがすっとんでいく。アイは一いつ瞬しゆん、落下点に回り込もうとするが、その後の光景を見て凍り付いた。


　バランスを崩くずしたディーが後頭部から倒たおれようとしていた。


　あの角度はまずい。


　あわてて逆のベクトルを足にかける、が、鈍にぶった肉体は肝かん心じんの時に足を滑らせて中ちゆう途と半はん端ぱに泳ぐだけだった。


　間に合わない。


「…………気をつけて、ディー」


　そう思った瞬間。いつの間にそこにいたのか。例の真っ赤な貴婦人がディーの背中を支えていた。


「やあ、ごめんよ塵ダストビリーバ、ありがとね」


　言って、一人で立ち上がる。


　貴婦人はそれを見届けて距離を取った。さっきもそうしていたのだろう。


「…………」


　じーっと、婦人を見続ける。


「どしたの？」


「……いえ、なんでも」


　どうせ教えてくれないのだから、ディーの言うとおり無視しよう。そう決めて振ふり返ったときだった。


「まったく君がここまで鈍どんくさいやつだったとはね。知らなかったよ」


「うっさいなぁ」


　そこに、見知らぬ少年がバケツをもって浮ういていた。少年はどうやったのか、水を一いつ滴てきもこぼさずに回収していた。


「…………」


　……怪あやしい人物が増えた……。


　少年もまたバケツを返すと貴婦人と同じ位置に下がってしまった。


「ディーさん……あの、あれ」


「ああ、あれね、空気だと思ってよ」


「いや、たしかにぷかぷか浮いてはいますが。共通点なんかそれくらいで──」


「まあまあまあまあ」


　ディーに話す気はないようだった。『この話はおしまい』とでもいうようにバケツをのぞいている。


「いやー、でも水がこぼれなくて良かったよ。せっかく学校まで汲くみに来たのにさ。いやー、この先の井い戸ど涸かれてて困ったよ」


「『この先』って……」


　そこにはアイの目的地しか、無いはずだった。


「……ディーさんも、この先に行くんですか？」


　路地の先に目線をやる。『この先』はディーには──いや、いまのオスティアの人々すべてに似合わない場所だった。


　あんな場所が合うのは、もはや自分だけだろう。


「そうだけど。なんで？」


「だって……ディーさんすごくお忙しいはずじゃ」


　背後に目をやった。あれが、何事かは分からないが責任者のディーが席を外していいはずがない。


「ん？　ああ、あれはあれでもう安定してるんだけどね。いやぁ、さすがに歩きながら居い眠ねむりしたらメンヒムに追い出されちゃってさ。五時間ぐらい顔だすなーって」


「……それはきっと、休んで来いって意味だと思いますよ」


「ま、そだけどね。でもいーの。休きゆう憩けい時間をなにに使おうとボクの勝手」


「……休憩も仕事、と言いますけどね」


「仕事もまた、休憩だよ」


「どういう意味ですか？」


「知んない！　よっと！」


「きゃぁ！」


　わははー！　とディーが笑って抱だきついてきた。
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「わっ、ちょっとディーさん！　バケツ危ないですよ！」


「あははははー。アイやわっこいねー。役得役得」


「は、はなしてください！」


「やーですよー。んーなんだろ。なんか妙みようにテンションたかいや。ランナーズハイってやつだねきっと！」


　ぱしゃぱしゃとバケツの水をこぼしながら、ディーはへらへらと笑った。


「なんか、外の世界でこんなに疲つかれるのって新しん鮮せんだよ。幽ゆう霊れい時代は疲ひ労ろうなんて全然なかったからね」


「ん……」


　その言葉を聞いてアイは抵てい抗こうを緩ゆるめた。


　ディーは、なんだか本当にハイになっているようだった。アイを放した後も、バケツ中心にくるくると回って舞ぶ踏とう会のように踊おどっていた。


　まるで新しい遊びを覚えた子供のようだった。


「まあ、でも安心してよ。この程度の疲労なんてほんとたいしたことないよ。二徹てつ、三徹喜んでだよ、だけど──」


　言ってひょいと、肩かた越ごしに校庭を見つめる。


「まさかボクもここまで早く黒面が安定するとは思わなかったからね」


　そこには件の黒面がいまも、人を呑のみ続けていた。


「あれ、なんなんですか？」


　アイは自らの心を冷静に観察して質問をした。大だい丈じよう夫ぶだ。聞くだけだ。


　なにも、選んだりしていない。


　間違ったまま進んだりは、していない。


「昨日、君たちが帰った辺りから人が増え出したんだ」


　ディーはその説明を、もう何度もしているようだった。


「はじめは、周りに並んでた親しん戚せき連中だったんだ。彼らが決心して黒面に入るって言い出した。それはまあ、いいんだ、良くある話だったから。でもその人数がめちゃくちゃ多くてさ、残された人の半分くらいがすぐに決心して並びだした」


　次に並びだしたのは彼らの親戚の親戚、友人の友人たちだった。そしてその次が親戚の親戚の親戚、友人の友人の友人。親戚の親戚の親戚の親戚の……。


　そのようにして、大蛇は急速に成長した。


　ディーは困こん惑わくし、彼らに聞いた。どうしてそんなにためらいなく黒面に入れるのか。その向こうにはなにも無いかもしれないのに、と。


　彼らの答えはただひとつ「そこに自分たちの世界があるから」だった。


　そこまでを語り終えて、ディーはふっと肩かたの力を抜ぬいた。


「どうもね、そのことを一番分かってないのはボク達だったみたい。あの行列見た？　なんかふつーのおじちゃんとかおばちゃんには分かるんだってさ。『自分はあの向こうに行くべきなんだー』って、理由聞いたら笑っちゃったよ。『直感』だってさ。だれかさんみたいだよね」


「…………」


　アイはなにも答えずに視線を校庭にやった。人渦の中心にあって黒々とそびえる黒面と、堂々とそこに飛び込む人々。


　あの黒面の向こうに新世界がある保証などどこにもない。もしかしたらもっとひどい世界が広がっているかもしれない。だが彼らはそうは思わず、自らの肉体を前へと進ませる。


　そして、だからこそ、


　あの黒面の向こうには、新世界が確実に広がっているのだ。


「結局さ、いらなかったんだよ、確かく認にんとか調査なんて。ただ、確信して前へ進めばいい。そうすればもう『卵が先か鶏にわとりが先か』──あとはその願いが新世界を作ってくれる」


　最初は、小さな夢だったはずだ。イソラ・エドワーズが作り上げた世界は、たった一人の小さなものだった。


　ただ、その願いはすでに両親と数百人の承認を受け、今この瞬間も増え続けている。


「まあ、ボクみたいな疑うたぐり深い人間は、せめて確定情報くらいほしいんだけどね。でも調査はいまのところ正直お手上げ、業務自体は並んでる人の列整理ぐらいで楽になったくらいだけどね」


　と、いうわけで──、とディーはバケツをくるくる回しながら路地へと向かった。


「折角だからボクは、アリスの墓参りに行くことにしたのです」


　アイも行くんでしょ？　とその瞳ひとみは聞いていた。
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　墓地はさみしく廃すたれていた。


　当たり前だ、いまみんなは前を見ている。復興に燃える彼らも、夢に殉じゆんじる彼らも、過去を振り返り、立ち止まっている者など誰だれもいない。


　そんなのは自分くらいなものだ。


「……なんか、ホントお墓って不気味だよね」


　二の腕うでの辺りにひっついたディーが及および腰ごしで言った。彼女もまた、この場所を場ば違ちがいに感じているようだ。


　まるで自分とは大違いだ。アイはそっと息を吐はく。


　墓場に入ってからというもの、なぜだか呼吸が楽だった。緊きん張ちようが解ほぐれて締しめ付けられるような焦しよう燥そう感かんが薄うすれていた。


「ヒッ！　なな、なんかいま変な音した！」


「風の音ですよ」


「キャ！　なんか腕に触さわった！」


「木の葉ですよ」


「うう～こわいよ～」


「……ところで私、さっきから体が急に重くなってなんだかずっしりするのですが……」


「ひぃい！　アイ！　そんな怖こわいこと言うのやめてよ！」


「原因は間違いなくディーさんですけどね」


　ぎゅうぎゅうと抱きついてくるディーをなんとか離はなして、アイはすたすたと歩き出す。


「ああん、待ってよアイ～。ボク道分かんないよ」


「？　さっき来たのではないのですか？」


「そんなの怖くて忘れちゃったよ」


　てへっと舌を出して頭をこづく。アイは置いて行ってやろうかと思ったが、ディーがその直後の突とつ風ぷうで「ぴゃあ！」と小さくなっている姿を見て許してやった。


「まったく……あなたが『幽霊』なんて聞いて呆あきれますね」


「ううう、だってー……」


「ほら、こっちです。行きますよ」


　縮こまっている彼女を起こし、そのまま手を引いて歩き出す。


「アイは、道よく知ってるね」


「そうですかね」


「アリスのお墓、何回か来たことあるの？」


「────」


　一いつ瞬しゆん、蹴け躓つまずくように静止して、アイは何事も無かったかのように歩き出した。


「私、記き憶おく力は良いので」


　答えているようで、何も答えていない返事に、ふぅんとディーは返事をする。アイはその声こわ音ねを注意深く観察したが、それがどんな成分で出来ているのか分からなかった。


「お、ついたついた」


　そして、目的の場所に行き着いた。


　アリス・カラー。


　その名が刻まれた墓ぼ碑ひは、ほかの多くのものと同じように目立たず、質素で、砂をかぶって沈ちん黙もくしていた。


「…………よし、やるか」


　バケツを置いて、ディーはそこにブラシやら何やらを放ほうり込み始める。周囲の地面には他ほかに草刈かり鎌がまや手た向むけの花などがあった。


「あ」


「……どうしました？」


「雑ぞう巾きんがない」


　あっちゃぁとディーは額ひたいを打つ。


「うーんと、たしかバケツがあったとこにいくつか──ちょっと取ってくるね！」


「あ、ディーさん──」


　返事も聞かずに、ディーはタッタと駆かけていった。その後ろを影かげのように貴婦人達が追っていく。


　騒さわがしい幽霊達が消えてしまうと、墓場には静けさしか残らなかった。アイはほっと息を吐いて、ようやく真の安らぎに包まれた。


　風が吹ふき、木の葉が散る。封ふう印いん世界で過ごした冬の三か月は現実の夏をすっ飛ばして、季節は秋にさしかかろうとしている。春夏の、生の季節が過ぎ去って、墓場はずいぶんと居い心ごこ地ちよさそうだった。


　ディーはしばらく、帰ってきそうもない。


　アイは、足下の小石をじゃらりと鳴らしてアリスの墓に近づいた。そこは掃はき清きよめられて、一枚の木の葉も落ちていなかった。


　アイは死体のようにどさりと落ちた。死体だから体はすぐに動かなくなった。足がずるずると前に投げ出され、額が墓石にごつんとあたって心地よく熱を奪うばっていった。


　時間が、確かに秋から冬へと流れていった。


　そしてアイはつぅっと、氷が溶けるような涙なみだをこぼした。


（アリスのお墓、何回か来たことあるの？）


　その質問の本来の答えは『イエス』アイはもう何度もこの場所に来て泣いている。


　夜中にふと起きてしまったときや、なにか時間が出来てしまったとき、そんなときにアイはここに来て、アリスの墓に涙をこぼすのだ。


　他の場所だと、もはや泣くことすらないのに、ここにくればなぜか泣くことができた。


　その理由をアイは知らない。知らないけれどアイは泣くためについつい、この場所へやってきてしまう。


「……駄だ目め」


　言って両手で顔を覆おおう。


「駄目……もう……泣いちゃ駄目なのに……」


　傷口を手で塞ふさぐように、アイはまぶたを押さえて涙をせき止めようとした。無自覚だったさっきまではともかく、もう泣いては駄目なのに……。


　それは凄せい惨さんな光景だった。


　墓場の片かた隅すみで、少女がひとりで泣いていた。少女はまるで瞳からこぼれるものが血の一ひと滴しずくであるかのようにこぼれる涙に恐きよう怖ふしていた。


「時間なんかに癒いやされちゃ、駄目なのに！」


　あんな台詞せりふよく言えたものだと、今なら思う。そう言いながら自分は，夜になれば無自覚な涙をこぼしていたのに。悲しみに癒されていたのに。


「うう……うううぅぅ……」


　幸せは、拒こばむことが出来た。アリスや傷ス持カちーのくれた暖かさにはすぐに警けい戒かい心が反応した。


　だが悲しみは、つらさは、どうすることも出来なかった。だってそれは罰ばつだから、それを感じることはむしろ正しさの証あかしだったから。いつまでも罪を忘れないことの証明だったから。


　だが違った。


　暖かさが、優やさしさが、人の心を壊こわすことがあるように。


　冷たさが、つらさが、人の心を癒すこともあるのだと、アイは知った。


　自分はずっと、アリスを生き返らせた事を考えて、真しん摯しに向き合っているつもりだった。だがそうして耐たえていた自分が実は、癒されていただけだったのだ。


　絶望だった。


　暖かくても駄目、冷たくても駄目。どちらを選んでも自分はいずれ、癒されてしまう。


　幸せか不幸かの違いはあっても、結局は夢も罪も忘れさせられてしまう。


　それはものすごい恐怖だった。


　だが、


　その恐怖すら。


　いずれは癒されてしまうのだ。


「うう、ううううううぅぅぅぅぅぅぅ！」


　涙はいっこうに止まる気配を見せない。アイはその一ひと粒つぶ一粒が恐おそろしい。まるで体から消えていくプライドが目に見えるようだった。アイは恐ろしすぎて流れた涙を掌てのひらに貯めて飲んだりした。


　それは、凄惨な光景だった。
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「ただーいま」


　全ては唐とう突とつに終わった。


　ディーが帰ってきた瞬間、まるでそれが世界の理ことわりであるようにアイはぴたりと泣きやんでいた。


　自分で止められたわけではない。


　ただ、この場所でも、人がいると泣けないのだ。


　ほんの少しだけ希望が戻もどっていた。そうだ、もうここに来なければいいのだ。そうすれば絶対に泣けない。その上で結論が出るまで傷ス持カちーやアリスとも距きよ離りを置くのだ。


　出来もしないことを想像して、アイはすこし楽になった。


「さーてやるか」


　ディーは泣き跡あとの残るアイを丁重に無視して、雑巾を濡ぬらして墓の掃そう除じを始めた。


「きれいにしたげるからね」


　ブラシと雑巾で墓碑を丁てい寧ねいに洗っていく、苔こけむしていた石板はそれだけですぐにきれいになった。


　アイはこそこそとその場を離れて、近くの柵さくからその作業をずっと見ていた。


　なにも言わないディーがありがたかった。


「……ぐす……ディーさんは……お掃除をしに来たんですか？」


「うん、ていうかお弔とむらいかな。全体的に」


　ブラシの跳はねる音と、水の流れる音だけが響ひびく。


「そういうアイこそ何回も来てるなら、掃除してくれてればよかったのに」


「……気づいてたんですか？」


　まあね、とディーは答える。生き返っても『幽ゆう霊れい』。会話の機き微びに関しては、アイなんかに勝ち目はない。


「ディーさん。……怒おこってますか？」


「え、なんで？」


「……私が、こんなところで泣いているから……」


　ああ、とディーは明後日あさつての方角を見て、


「別に、怒ってないよ」


「うそ」


「うそじゃないよ」


　ごしごしごしごし。


「……だってそれって、ボクと同じ目的だろうしね」


　え？　と思ったときだった。


　ディーがすっくと立ち上がり、道具を片付け始めた。


「……帰るのですか？」


「うん。さすがにちょっとは休まないとね。あ、そうだ、アイ。これ」


　そう言ってディーは「あれどこ入れたっけ？」とつぶやきながら洋服のポケットをごそごそとあさり、胸ポケットからそれを取り出してアイに渡わたした。


「これは……？」


　ぽとり、と手の中に落ちてきたものがなにか、アイはすぐには分からなかった。


　それは土に汚よごれた、見覚えのある銀のボタンだった。


「まさか……」


　それはオスティア少年少女学校、高等部のボタンだった。


「うん、アリスのボタンだよ」


「ディーさん……あなたまさか……」


　ボタンを握にぎり締しめた手がわなわなと震ふるえた。銀のボタン、濡れた黒土、場ば違ちがいなショベル。それらの物品から導き出される現実に思考が揺ゆれた。


「アリスさんのお墓を、掘ほり返したのですか？」


「うん」


　ディーは実にあっさりと答えた。


「どうしてこんな……こんなこと……」


「確かく認にんしたかったから」


「な、何をですか」


「アリスがちゃんと、死んでいることを」


　息が詰つまった。呼吸が、出来なかった。


「ボク、ちゃんと確認したかったんだ。もとのアリスは死んじゃってるって。アリスは復活したけれど、自分たちのしてきたことが全部消えた訳じゃないんだって。それを、確認したかったんだ。それをしないで、踏ふみ出すのは間違ってるって思ったから。心が囚とらわれたままになっちゃうから。だから、お墓を掘り返したんだ。


　……そしたらアリスは、ちゃんと死んでた」


　誰だれにも見られるつもりはなかったんだけどねと、ディーはすこし恥はずかしそうに喋しやべっていた。よく見ると彼女の目元はすこしだけ赤くなっていた。


「でも、アイならいいや。……アイは、同志だからね」


「同……志？」


「うん、だってアイも同じ理由でしょ」


「わたしが、なんですって……？」


「アイがここに来て泣いているのって。それってやっぱり、ボクと同じように自分のしたことを受け入れるためでしょ？」


「…………」


　違う。


　ディーは勘違いをしている。


「アイは、やっぱりすごいね」


「……です」


「え？　なに、聞こえない」


「…………ちがうんです。ディーさん……」


　アイは銀のボタンをぎゅっと抱だいて、絞しぼるように言葉を吐はいた。


「……あなたは私を過大評価してます。……私は、ここに、そんなことのために来ていたのではありません。私はただ、泣くために、ここに来ていたのです……」


「え？」


「ああそっか。どうして私がここでなら泣けるのかが分かりました。ここのアリスさんは死んでいるからですね。ここなら私はまだ、夢に浸ひたっていられるから……」


「…………」


「私は、ディーさんみたいに前なんて向いてませんよ……」


「……アイ」


「私はただひたすら、逃にげてるだけです……」


　そしてその逃げ場もつぶれてしまった……。


　アイは、こんな話をしたら、ディーは怒るのだろうなと思っていた。怒いかり狂くるって、自分の事なんか見捨ててしまうんじゃないかと思っていた。


　でもディーはそんな気持ちを欠片かけらも見せず、ただぽんっとアイの頭をなでるのだった。


「そっか、アイはただ、逃げてるだけだったのか」


「……ごめんな、さい……」


「いいよ、別に、勝手な期待を抱いてたのはボクのほうだもの。こっちこそごめんね」


　ディーはひたすらに強く、優やさしかった。


「いいんじゃない？　べつに、立ち直らなくてもさ」


「アリスさんもユリーさんも……同じ事を言います……」


「ふふ、言うだろうね。じゃあ、ボクはもう一言、言ってあげよう。──いいよべつに、立ち直っても、立ち直らなくても。どっちでもさ」


「……どっちでも？」


「そ、キミが逃げても、逃げなくても、ボクはそれを尊重するよ」


「あ」


　それは、その台詞せりふは。


「それまでは、せっかくだから、逃げてなよ。大だい丈じよう夫ぶ。それくらいの時間は、ボクたちが稼かせいであげるよ」


　そう言って、ディーはアイの頭を抱だきしめた。


「ふふふ、やっぱり、体があるっていいね。さわれるって、最高だよ。役得役得」


「ちょ、ちょっとディーさん……」


「悩なやみなよ、アイ。それが一番の近道だよ」


　そう言って、ディーはアイの手からボタンを取り、


「ボクもそうするよ。これからの道でも、すべてね」





　そして西からの光とともに、物語は始まった。




　神様は月曜に世界を作った。





　神様は火曜に整せい頓とんと混こん沌とんを極きわめた。





　神様は水曜に細々とした数値をいじくった。





　神様は木曜に時間が流れるのを許した。





　神様は金曜に世の隅すみ々ずみまで見た。





　神様は土曜に休んだ。





　そして神様は日曜に、世界を捨てた。





　だがそれは本当だったのだろうか。はたして捨てられたのは、どちらだったのだろうか。


　その答えはまだ、出ていない。




　そしてその男は、西から、現れた。





「ディィィィエンジィィィィィ!!　幽ゆうぅぅ霊れいぃぃ!!　西方の魔ま女じよぉぉぉ!!」


　大気が焦こげ、大地が割れる。


「貴様の首！　取りに来たぞぉ！」
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　隕いん石せきだと思った。


　ディーが喋り終わった瞬しゆん間かん、西の空で光が瞬またたき、次の瞬間には衝しよう撃げき波はと熱波に吹ふっ飛ばされていた。


「……いったい、なにが……」


　受け身から起き上がったときにはもう、景色は様変わりしていた。


　墓場は火であぶられたかのように熱を持ち、そこら中で陽炎かげろうが立ち上っていた、枯かれ木の一部が自然発火し、辺りには煙けむりがたちこめ火の粉こが飛び交かっている。


　そして目の前には巨きよ大だいなクレーターが口を開けていた。


「げほっげほっげほっ……うー何が起きたのさ？」


　例の二人に守られていたのだろう、とてとてと駆かけつけたディーが咳せき込みながら聞いた。


「隕石だと、思いますが……」


「……でもなんか、落ちてくるまえ叫さけんでなかった？」


「ディーさんも聞きましたか……」


　たしか、男の声で、


「幽ぅぅ霊ぃぃ……」


　その声は、クレーターの底から聞こえた。


「まさか……」


「西方の、魔女ぉぉぉぉ!!」


　言葉とともにわだかまっていた煙が吹き散らされ、男の姿がさらされた。


　男は一目見て歴戦の勇者と分かる姿形をしていた。短く刈かられた銀ぎん髪ぱつはハリネズミのように天を突つき、傷だらけのジャケットが同じく傷だらけの肉体を包み込んでいる。傷はどれも、魂たましいまでもに刻み込まれたように古く、深かった。そしてその拳こぶしには石綿で出来た包帯が巻き付けられていた。


　いま、その拳がゆっくりと大地から引き抜ぬかれた。


　まるでこの破は壊かいがその拳ひとつでなされたとでもいうように……。


「やっかいな奴やつが出てきた……」


　ディーが苦虫を百匹ぴきも嚙かみつぶしたように言う。


「知っている人ですか？」


「うん……でもアイも知ってるはずだよ。覚えてないかな。世界塔とうの下で……」


「あ！」


　思い出した。


　千の砂さ礫れき。万の花弁。崩くずれ落ちる『世界塔』の下で、アイは彼に会っている。いや、彼だけではない、背後の貴婦人ともそこで会っている。彼らはディーが引き連れていた『正義』の集団に属していた、『世界を救う者達』だ。


「ディーさんの味方……ですか？」


「いんや。どちらかといえば敵だよ。……彼はボクを恨うらんでいるんだ」


「え？」


「彼の名前は破は壊かい拳けん。見ての通り異能者で、世界を救う夢を見てるんだ……」


「その人がなんで、ディーさんのことを……」


「だからさ……彼は世界を終わらす幽ゆう霊れいを『終わらせて』世界を救う気なんだよ」


「え？」


「なにをこそこそと喋しやべっている！」


　ダンッ！　と男が地面に手をついた。それだけで巨体がふわりと浮うかんで、一気にクレーターの縁ふちまで躍おどり出た。


　ディーは表情を一変させて余よ裕ゆうを演出し、『幽霊』のように喋り始めた。


「久しぶりだね破壊拳。なに、君の話をしていたのさ、気になるのかい？　自分がボクにどう言われて──」


「黙だまれ。黙らなければその子を殺すぞ」


　のっそりと、傷だらけの拳がアイを指さした。ディーの口上が一いつ瞬しゆんとまる。


「なにを──」


「黙れと言った」


　瞬間。アイの耳の下を、真っ赤な死ジヤブが通っていった。


　拳線はそのまま五十メートルも墓石を破壊しつづけて、ようやく止まった。


　動くことすら出来なかった。


「──っ──」


「そうだ、幽霊。なにも喋るな。お前は俺に聞かれたことだけ答えていろ」


　男は一瞬にしてディーの武器を奪うばい去った。


　間ま違ちがいない。この男は幽霊を知り尽つくしている。


「質問は、たった一つだ。イエスかノーだけで答えろ、それ以外の回答はゆるさん」


「…………」


「聞くぞ──幽霊、貴様、無敵の体を失って、ただの小こ娘むすめに戻もどったというのは本当か？」


「……！」


　ディーはかろうじてポーカーフェイスを守った。彼女はこの土ど壇たん場ばで、言葉のほとんどを封ふうじられたまま、それでも戦おうとしていた。


「答えろ、幽霊……イエスか、ノーだ」


「──その質問に答えたら──」


「イエスか！　ノーかだと！　言ったぞ！」


　がぁん！　と男が両拳を打ち付ける。それだけのことで大気が震ふるえ、衝しよう撃げき波はに倒たおれこみそうになる。


　アイは、背後の二人に視線をとばした。せめてディーだけでも救って欲しいと願いを込めた。だが、さっきまで陰かげながらディーを助けていた彼女たちは我関せずと傍ぼう観かんするだけだった。


「答える気がないのならそれもいい!!　だがそのおかげでお友達は消し炭だ!!」


　男の拳からゆらりとした蒸気が立ち上った。不燃布でできた包帯が白熱し、破壊的な熱波が空間を満たした。


「やめて！」


　ばっと、ディーがアイの前に立ちはだかって両手を広げた。
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「ご、ごめんなさい……謝る……謝るから、アイを、殺さないで……」


　その表情は恐きよう怖ふによって白く染まり、指の先まで震えていた。


　結局、ディーは、イエスもノーも言わなかった。


　だが、その時にはもう、答えは伝わっていた。


　震えながら友の前に体を投げだす、その態度が、


　すべての答えになっていた。


「まさか……」


　男の表情からゆっくりと激情が抜け落ちていった。


　フッと、先ほどに比べたら遊びのような拳線がディーの額ひたいをねらった。衝撃波はねらいを過あやまたずに小さな額でパァンとはじけ、そこから一筋の血を滴したたらせた。


「はは……ははは」


　男はゆっくりと確信を得て、笑いはじめる。


「本当に、貴様、ははは、本当に力を失ったみたいだな。えぇ？　幽霊よ」


「そのとおりだよ……」


「はは……ははは、なんてこった、ははは、あの幽霊が、もはや只ただの小娘だって？　国を滅ほろぼし。……俺の故郷を焼いたあの悪あく魔まが……もはや、ただの、ちっぽけなガキだと？」


　男はふらふらとした足取りでディーの目の前にたち、星や虹にじに手を伸のばすように、おずおずとその手を差し出した。


「おお……おお……」


　そっと、ディーはその手をむかえるように頰ほおをよせた。傷とやけどで半ば炭化したゆび先が湖面のように滑なめらかな頰をすべっていった。


「さわれる……さわれるぞ……」


　どんな宝石や細工にふれるよりも丁てい寧ねいに、男は白い頰をなでた。


「この日をどんなに待ち望んだことか……」


　瞬間。


「！」


　男の手が小さな頭をひっつかんで背後にぶん投げた。ぶちぶちと髪かみがちぎれ、スカートが花はな咲さくように大輪を描えがき、小さな悲鳴がクレーターの底へと落ちていった。


「ディーさん！」


　穴に戻ろうとする男を見て、もう何も考えられずにその辺の棒っきれをひっつかんで駆け出そうとする。しかし、


「およしなさい」


「手出しは無用だよ」


「きゃ！」


　足が地面を離はなれ、まるで世界塔の最上階のように体が浮かび上がる。


「あなたたち！　なんでディーさんを助けないんですか！」


「……べつに、私達にあの子を助ける義務はありませんわよ？」


「!?　あの人とグルだったんですね！」


「それも違うわ……でも、邪じや魔まはさせない……」


「っ！　もう頼たよりません！　やいそこの包帯お化け！　こっち向け！」


「……………………いいざまだな幽霊」


　男は外界のすべてを遮しや断だんしてディーだけを見ていた。その姿はだんだんと変へん貌ぼうし、彼の異能を顕けん現げんし始めた。


　いまや、男の拳は男の怒いかりそのものだった。包帯が熱風にあおられてたなびき、同じ色の炎ほのおが瞳ひとみの中で燃えていた。


　嘲ちよう笑しよう。


「ははははははははは！」


　嘲笑。


「はははははははははははははははははは！」


　三み度たび、嘲笑。


「ははははははははは！　俺はなんて運が良いんだ！　お前を殺したがっている奴なんて五万といるのに、それを果たせるのは俺だけだとは！」


「くっ！」


　男がディーの胸ぐらをひっつかんで顔の位置まで持ち上げた、首と胸がぎりぎりと締しまり、顔色が引いて冷たく凍こおる。


「っ……か……ふ……、痛い……よぅ」


「そうかそうか。それはよかった。だがな──、お前に殺された者達は、こんな痛みではすまなかったぞ！」


「ひっ！」


　アイロンで洋服を焦こがしたような臭においが漂ただよい始める。


　羊毛の、獣けものの燃える臭い。だがディーはもうそれが服の焼ける臭いなのか自分の焼ける臭いなのか判断がつかない。


　かちかちかちかちと、火付けの悪いライターのように、ディーの奥歯が恐怖に鳴った。


「ははははは！　ようやくこのときが来た！　お前が！　悪が！　そのつけを払はらわされるときが！　正義が報むくわれるときがようやく来たぞ！　悪には必ず裁きが下されるんだ！　正しき者が救われる！　そのときが来た！」


「う、ううう～～！」


「いたいか!?　怖こわいか幽霊!?　存分に味わうがいい！　その痛みと恐怖はすべて！　貴様のしてきた過去の報いだ！」


　男は、泣いていた。


　締め上げる度に、脅おどす度に、まるでその痛みを自分でも感じているように泣いていた。


　泣きながら、それでも止まることは出来ずに、男はディーを痛めつけた。


　アイは今すぐそこに行きたかった、プライドとか悩なやみとか、すべてどうでもよかった。


　ただ、あの大男を打ち倒してディーを助けたかった。


　それなのに、当のディーが。


（来るな！）


　ディーの瞳がそれを拒こばんでいた。


　手出しするな、と。


「はは……ははははは」


　男は、


「ははは……ははは……はは……」


　男は段々と、その嘲笑を弱めていった。怒りだけはそのままに、痛めつける手段を失って疲つかれていった。男は生きつ粋すいの戦士であり、元来拷ごう問もんの手段など持ち合わせていないのだ。


「ははは……これが……これが俺の目的か……こんなものが……こんな小娘を痛めつけるのが俺の復ふく讐しゆうか……」


　男はもはや、蹴けりもせず、その赤熱する手で涙なみだを焼いていた。


「これが俺の……終着点か……」


　どさり、と、ついにディーが地面に落ちた。男は憑つき物が落ちたように、涙とともに言葉を投げ落とした。


「おい……何とか言ったらどうなんだ。ええ？　幽ゆう霊れいよ。お前を……お前だけを考えて生きてきた男がここにいるんだぞ。お前に人生のすべてを奪われて、お前しか残っていなかった男がいま、お前すら消し去ろうとしているんだぞ。なんとか、言ったらどうなんだ」


「……、……」


「言えよ！」


　その要求にディーはしたがった。ふらふらの体で、それでもなんとか立ち上がり、男を真っ正面から見み据すえた。


　その瞳は湖水のように澄すみ渡わたり、遥はるか遠くの月を見ていた。


　月はきれいに分かたれた半月で、その半身は地上にあって男を見ていた。


「な、なんだその目は……」


　男が一瞬で気け圧おされる。


「なんだ、おい、どこを見てやがる！　俺を見ろ！」


「見ているよ。破は壊かい拳けん。いや。マキア・エレクトス」


「お、お前」


　男の瞳が驚おどろきにそまる。


「俺の名を覚えて──」


「キミに言える事なんてボクには一つしかない。それでもいいなら、聞いてほしい……」


　そう言って、ディーはずしゃりと大地に沈しずみ、その額を地面にこすりつけた。





「ごめんなさい」





　一いつ瞬しゆん、男はなにを言われているのか理解できない様子だった。


「な、なに？」


「ごめんなさい。マキア・エレクトス……」


「なにを言って──」


「ごめんなさい。マキア。キミの国を滅ぼして、キミの家族を殺してごめんなさい」


「き、貴様！」


　理解が広がるのと同時にマキアは顔がん色しよくを火に変えた。


「貴様はどこまで俺を愚ぐ弄ろうすれば気が済むんだ！　よりによって！　この期ごに及およんで！　き、きさまは!!」


　わなわなと、あまりの怒りによってか、マキアはすぐには動かなかった。





「あやまるだと!!」





「その薄うす汚ぎたない噓うそをいますぐ撤てつ回かいしろ！」


　ごつりっ、と下げられた頭が踏ふみつけられる。しかしその言葉は止まらない。


「噓じゃないよ。マキア。本当に悪かったと思ってるんだ」


「貴様……貴様！」


　マキアは触ふれるのもおぞましい、と言うように後ずさった。


「ふざけるな！　なにが〝悪かった〟だ！　それで貴様の罪が許されるとでも思っているのか!?　俺の怒りが消えるとでも言うのか!?　俺の家族が帰って来るとでも言うのか!?」


　豪ごう、と。男は言葉を具現化させて、両の拳こぶしで空を焼いた。


「…………」


「答えろ幽霊！」


　ディーはゆっくりと頭を上げて、その顔を、その身を、正義の炎にくべてやった。


「キミの言うとおりだよ……ボクが謝っても、反省しても。罪も過去も消えはしない。死者も戻もどってきはしない。すべて、キミの言ったとおりだよ……」


　それでも、と、ディーは漆しつ黒こくの瞳を前へと向けた。





「それでも、ごめんなさい！」





　その瞳から涙をこぼして、自らの罪に引き裂さかれながら。それでもディーは謝った。


「ボクには、謝る事しかできないもの！　──あなたの家族を殺してごめんなさい！　あなたの人生をめちゃくちゃにしてごめんなさい！　あなたを傷つけて、ごめんなさい!!」


「やめろ!!」


　マキアは真っ青になって震ふるえていた。


「いまさら……貴様！　いまさら！」


　マキアは叫さけんだ。世界の理り不ふ尽じんにさらされた子供のように胸を搔かき、手を突つき出して訴うつたえた。


「なんだそれは！　ふざけるなよ！　なんでいまさら！　なんで！」


　豪ごう腕わんが地面へとふるわれて地面がべこりとへこんだ。


「いまさら！　悔くい改めたっていうのか!?　貴様が！　幽霊が！　西方の魔ま女じよが!!」


「……うん」


「囁ささやきひとつで世界を滅ほろぼそうと願い！　どんな劣れつ悪あくも笑え顔がおすら浮うかべてやってのけた悪魔が！　戦せん禍かを嗤わらう悪あく霊りようが！　反省したというのか!?」


「うん」


「すべての力を失って！　本当にただの小こ娘むすめにでもなったというのか!!」


「うん！」


「ふざけるな！」


　かぁん！　と拳が宙を叩たたいた。それだけのことで空間は千ち々ぢに乱れた。


「認めん。認めんぞ……貴様は最後まで悪であるべきなんだ……悪は悪の報いを受けるべきなんだ。俺は……俺はここに悪をうちに来たんだ！　勇者のように！　世界を救いに来たんだ！　それなのに！　それなのに～～！」


　くぁん！　くぁん！　と拳が空間を引き裂き、炎が豪風を呼び起こした。しかしその破は壊かいは一いつ切さいディーに届かなかった。


「これでは俺が『悪』ではないか!!」


　ががん！　と二連れん撃げきがディーをおそう。しかしその正義もディーには届かない。拳は白い頰ほおを薄うす皮かわ一枚切り裂いて空中を打つだけだった。


「なにを……なにを反省などしているんだ……貴様は本当に最悪だ……俺を勇者にすらしてくれない……俺の『世界を救う夢』を……ただの薄汚い復讐に変えてしまった……」


　ぎりぎりと握にぎりしめられた拳の間から血と肉の焦げる臭いが漂い始めた。マキアの拳が本人の制せい御ぎよを離はなれて自身すら焼きはじめたのだ。


「それについても。ごめん」


「……………………いいさ、謝罪など、いい……」


　数秒の沈ちん黙もくを挟はさんで、マキアはのそりと上体を起こした。


「……死ね」


　陽炎かげろうをまとった指先が、ディーをぴたりとさす。


「……もう、いい。俺は正義でなくていい……お前を殺して俺も死ぬ……」


　マキアの体が燃え上がる。鬼おに火びとなって歩き出す。


「ああ……いや、俺は最初から、正義などではなかったのだな……正義だったなら、今のお前を祝福しなくちゃ、噓だもんな……」


　とぼとぼと、マキアはまるで迷子のように歩いた。


「いいさ……お前が消えれば。俺はもうそれで……いいさ」


　もはや不燃布の包帯すら燃え尽つきた。その拳を、マキアは宝物に触れるようにゆっくりと伸のばした。


　ディーはその拳に涙を振ふりまいた。涙はしゅんっと小さな音を立ててすぐに消えた。


「ごめんね……マキア……」


「謝罪も……もういらんよ」


「ううん……そういう意味じゃなくて……ごめんマキア。ボクはキミと消えることはできないんだ……」


　炎ほのおの拳がぴたりと止まった。


「なに？」


「殺すのくらいは、させてあげてもいいけれど。──それ以上は、だめなんだ……」


　ディーは星が欲ほしいと手を伸ばす子に、それは無理だと諭さとす母のように語った。


「…………」


「ボクにはまだ、目的が有るんだ。死ねない理由が、有るんだ」


　ディーの視線が初めて、マキアを外れた。それだけの事でマキアに大きな動どう揺ようが広がった。ディーはマキアなど見ないで、学校の方角を見ていた。


「それに、ボクが消えると、泣く人がいるから……」


　言って、ディーがようやくアイと貴婦人と少年を見て、心の底から幸せそうに微笑ほほえんだ。


「だから。死ねないんだ」


「…………」


　その表情を言い表すのに『絶望』以外の言葉はなかった。


「……く……あ……あ、あぁ……ああああああああああぁぁぁぁあ～～～～!!」


　まるで天使が浮うかべるような笑みを前に、マキアは悪魔のように絶望していた。千の思いが胸の中で爆ばく発はつして喉のどに詰つまっているようだった。





「ずるいぞ！」





　マキアは、子供のように叫んだ。十年の年とし月つきを忘れたように、涙をこぼし、理不尽を呪のろった。


「ずるいぞ貴様！　なぜ、なぜ！　俺がこんな気持ちにならねばならぬ！　貴様は、貴様はずるい！　卑ひ怯きようだ！　なにを今いま更さら！　なにを！　なにを！　なにを！」


　拳が再び持ち上げられる。ディーに向かってじりじりと寄る。


「せめて！　最後までまっとうしたらどうなんだ！　この期に及んで貴様！　生きたいなどと！　生きる理由があるなどと！　俺はどうする!?　俺はどうすればいい！　正義を失い！　悪に染まり！　死に行こうとする俺に！　すべてを失った俺に！　お前は命いのち乞ごいなどしやがる！　『自分にはお前以外もあるから』と！」


　拳がトンッと、ディーの心臓に触れた。


「せめて、一いつ緒しよに消えてはくれないのか……」


「……ごめんねぇ」


　ディーはぽろりと一ひと粒つぶ、涙なみだをこぼしながら、その手をとった。


「それは……もう……できないんだぁ」


　灼しやく熱ねつの拳はすでにその熱を失って、ディーの体を傷つけることはなかった。


「あんたは……最低だ。……悪すら全うできない、……最低の悪だ……」


「ごめん……ごめんねぇ……」


　ディーは焼けこげ、傷だらけの拳にそっと頰を寄せた。


　十年。殺しあった関係が、その瞬しゆん間かんに終わった。


　マキアはそっと、己おのが拳にとまる小鳥のような娘むすめを見て、呟つぶやいた。


「……ああ、そうか、俺の殺したかった幽ゆう霊れいはもうとっくに、消えていたのか……」


「うん……」


　そうしてディーはそっと、マキアの拳にキスをした。マキアはそれに答えるように、ディーの頰をそっと撫なでた。


　そこにどんな意味があったのかは誰だれにも、本人たちにも分からなかった。


「さようなら幽霊……お前は確かに、消えていた……俺の復ふく讐しゆうは終わっていたよ……」


　そう言って、マキアはふらりと離れていった。


　そのまま、クレーターを抜ぬけ出して、墓地の西へもどろうとする。


「……マキア。キミ、これからどこに行くの？」


「決まってる……俺の目的は終わったんだ。ならもう、俺が有る理由もない……」


「だったら！」


　たったった、とディーは走り込んでマキアの正面に立った。


「だったらボクを、手伝ってよ！」


「手伝う？」


「そう。──ボク達はいま、新世界の誕生に立ち会ってるんだ」


　ディーは自信満々にその手を伸ばした。


「でもボク達はまだまだ弱い。だから助けてよマキア・エレクトス」


「貴様は……」


　マキアは呆あきれ返って声も出ない様子だった。


「貴様は……本当に……度し難いなディー・エンジー……小娘に戻ったというのに、傲ごう慢まんさには磨みがきがかかったようだぞ……」


「えへへ」


　世界一可愛かわいらしくディーは微笑む。


「……その思おも惑わくにはのらんよ」


　まるで未練もなさそうに声をあげる。


「…………だが、俺は、お前を見ているぞ。荒こう野やの果てから、いつだってお前を監かん視ししている。お前がまた、幽霊に戻ったとき、俺の拳こぶしもまた、復活すると知れ」


「それでいいよ」


　ディーはひょいと、右手を拳の形にしてつきだした。マキアもまた同じように、その小さな拳をこつんとついた。


　そして、ディーはアイの元に戻ってきた。


「へへ……ただいま」


　そんなディーを、アイは真っ正面から迎むかえ入れた。


「ディーさん！」


「おわっと」


　ディーは、ディー・エンジーは確かにそこにあった。ただの肉体で、死地を乗り越こえ帰ってきた。その意味は以前の、ある意味無敵だった幽霊の頃ころとは全く違ちがう。今のディーに異能はない。彼女の武器は〝囁き〟しかなかったのだ。たったそれだけの小さな力で、彼女はひとつの「悪」を止めた。


　だが、


「ばかばか！　ディーさんの馬ば鹿か！　なんて危ないまねをするんですか！」


「いや、えっと──アイ。怒おこってるの？」


「当たり前です！」


　さっきまでの一瞬ごとに、アイの心は氷を飲んだように冷え固まっていた。男の拳がディーの隣となりを通り過ぎる度に助けに行こうとした。ディーはその度に「来るな！」とアイをにらんでいた。これは自分の問題だ、と。


　アイにもその意図は分かった。ディーの思いに気づいてはいた。これがけっして初めてではないことも途と中ちゆうから気づいていた。彼女がこれから生きていくために、あの謝罪が必要だった事は全部理解できた。


　だがそんなもの、今のアイにはどうでも良かった。


「？」


　ディーはきょとんと、不思議そうに小首をかしげている。


「ディーさんには……分かんないんですか……私があなたをどんな気持ちで見てたか……今にも死んでしまいそうなあなたを……どんな気持ちで見ていたのか……」


「……キミが、それを言うの？」


　本当に不思議そうな、声だった。


「ユリーや、傷ス持カちーの心配を、いつも振り切って夢のために邁まい進しんしてきたキミが……それを言うの？」


「！」


　アイの心臓を言葉が刺さした。


「ごめんね、心配かけて。でもこれがボクの、夢なんだ。だから、どれだけキミに心配かけても、止めろって言われても。ボクはもう止まらないよ」


　ごめんねと謝まるディーの姿が、アイにはまぶしく映った。彼女はとても正しい道を歩いているように思えた。自分が踏ふみ外はずしてしまった正規のルートを、しっかりと、堂々と歩いていた。


　アイはいたたまれなくて目をそらした。正しい彼女の前に置かれた間違った自分がひどく場違いなものに思えた。いっそ消えてしまいたかった。


　だがそんなアイを置き去りに、もはや事態は止まらない。


「ああ、そうだディー・エンジー。どうせ後ろの奴やつらが伝えているだろうが」


「……なに？」


　マキアがふと、思い出したようにしゃべり始めた。


「来る途中で魔女旅団カヴンを見かけた」


「！」


　ディーの顔色が変わる。


「魔女独立司法旅団カヴンが!?　あの奇き跡せきつぶしのハイエナどもを見たの!?」


「あ、ああ」


「そんな馬鹿な……いつか来るとは思ってたけど早すぎる！　……あいつら、だって、五日前まで大陸の反対にいたんだよ!?」


「お、俺に言われても困る。……だが、実際に奴らがいるのは三十キロばかりむこうの荒野だぞ……もしかして知らなかったのか？」


　ディーはもう話を聞いていない。


「ああもう！　こんなとき前の体だったらぱぱっと飛んでみんなに知らせられるのに！」


　アイにはディーが何を言っているのか分からない。


　だがその焦あせりだけは、伝わってきた。


　いやな予感がする。


　いま、ぎりぎりでくぐり抜けたピンチよりも、遥はるかに厳しい窮きゆう地ちの匂におい。


「アイ！　今すぐ学校に走って──いや、まって！　アリスの方に──」


「ど、どっちですか？」


　何も聞かずに走り出せるよう構えていたアイは肩かたすかしを食らった。


　そしてあわてる二人をあざ笑うように。





　オスティアの空に、サイレンが響ひびいた。





「な、なんですか。この音」


「きた──」


　その時かたかたと、地面の小石が揺ゆれ始めた。


　振しん動どうは一秒ごとに強くなってついには墓石すら揺れ始める。


「アイ、逃にげるよ！」


「え、でも、え？」


　手を取り合って駆かけだした。


「な、なんなんですか！」


「だまって走って！」


　振動はますます大きくなり、サイレンはもはや物質のように音の壁かべを作り出した。騒そう音おんの原因はもうすぐ後ろにいるようだった。アイは恐きよう怖ふにかられて無理矢理に首を捻ひねって背後を、


　見た。


「!!」


　まるで振ふり向いた人間を取って喰くらう怪かい物ぶつのように、『それ』はその瞬間に二人を呑のんだ。


　僅わずかな抵てい抗こうすら許されなかった。




　　　　II




　──うううううううううううううう────────────────────!!。


『それ』はオスティアに入る七キロも前から捕ほ捉そくされていた。


『あー、テステス。ただいまマイクのテスト中。聞こえますかー？』


「うるさい！　いいから止まれ！」


『聞こえているみたいですね。ご協力感謝いたします』


「うるせぇ！」


　護衛。というにはあまりにささやかな装備しか持たないオスティア警備隊。その隊長を務める男が『それ』の横をトラックで並走しつつ声を張り上げていた。


「おい！　そこのトラック……でもない。列車……でもない。ええい！　いいから止まれ！　そこの！　『それ』！」


　警備隊長にはそれを言い表す事が出来なかった。それは車であり、列車であり、馬であり、人であり、それゆえに理解不能の塊かたまりであった。


　ただ、その脅きよう威いだけは理解できた。


「おい止まれ！　くそ！　街につっこむつもりか！」


　たまらずに、隊長はショットガンの引き金を引いた。熊くまだって一いち撃げきで倒たおすスラグ弾だんはしかし『それ』の前ではおもちゃの花火と変わらなかった。


　それは、たとえて言うなら機械と肉の塊。


　チーターの足や車のエンジン、ヨットの帆ほやカマキリの鎌かま。そういったあらゆる物を集めて組み上げた子供の悪夢じみた巨きよ大だいな高速移動体。


「頼たのむから止まってくれー！」


　警備員の叫さけびは当然聞き入れられなかった。


　そして『それ』は蹄ひづめとタイヤと触しよく手しゆでもってオスティア市に突とつ撃げきした。


　配給所に集まっていた人々が一いつ瞬しゆんにして巨きよ体たいの下に消える。


　警備隊長は発はつ狂きようせんばかりに絶ぜつ叫きようした。








　同時刻、市役所ホール。


　──うううううううううううううう────────────────────!!。


「この糞くそうるさいサイレンの主を今すぐ何とかしろ!!」


　完かん璧ぺきにセットされた前まえ髪がみを乱して、ベンドー・グラムが叫んでいた。


「爆ばく弾だんでも大たい砲ほうでもなんでもつかえ！　警備隊長はなにをしている！」


　その裏で、職員達はひそひそと小声で囁ささやき合う。


「おい、この騒さわぎって魔女旅団カヴンの仕し業わざらしいぞ」


「うそだろ……なんだって魔女の眷けん属ぞくがここに……」


「どうしよう殺される……いや、死ぬより酷ひどい目にあうかも……」


『そこ！　くっちゃべってないで伝令にでも行ってこい！　市民を公会堂に集めろ！』


　ベンドーは大きく舌打ちをし、いらだちを強調して周りの人間を怒ど鳴なり散らした。


　窓の向こうの街並みに土つち煙けむりが見える。煙は街を好き勝手に縦断し、墓場にたどり着くとなぜか急激なターンを描えがいていた。今、大通りでまたターン、その度たびに悲鳴が木霊こだまする。


「まさか……ここまで強きよう硬こう手段をとるとは……舐なめおって……ゆるさん、絶対にゆるさんぞ……よくも俺の街を……」


　ベンドーは窓まど枠わくを握にぎり潰つぶさんばかりに爪つめを立ててなにものかに誓ちかった。


「？　し、市長？　あれまさか──」


　そして『それ』は最後のターンをすませた。


「こっちに来るんじゃ……」


　一本一本が違う生き物で出来たムカデの脚あしがどろどろと地じ響ひびきを立てていた。


「……ゆるさんぞ」


「し、市長！　逃げましょう！」


　道も、建物も、全すべて無視して、ただ直線に『それ』は市役所ホールを飲み込んだ。


「絶対にゆるしはせんぞ！」


　ベンドーの叫びは誰だれにも聞かれることはなかった。








　しかし『それ』は誰も傷つけてはいなかった。巨体を支える足達は一本一本が意志を持つかのように精密に動き、障害物の横を風のように過ぎていった。──もし、目め敏ざとい者がその光景を見ていたら『それ』が通り過ぎていった跡あとから、数人の人間が連れ去られていたと気づいただろうが。


『レィディースエンドジェントルメン。オスティア市民の皆みな様さま。どうか本放送に耳をお傾かたむけください』


『それ』のてっぺんに生えたスピーカーやオウムの頭達が大音声で叫び出す。


『我々は魔女独立司法旅団カヴン。私は執しつ行こう部ぶ代表を務めまするマダム・エクスプレス・レギオンズ・ヘイヴともうします。これより本件は我々の受け持ちとなりますので、以後お見知りおきを願います』


　液体のように家々を飛び越こえていた『マダム・エクスプレス』がその頭達をぺこりと下げた。


『我々は罪人を裁きに来ました』


　最後の坂をふわりと飛び越えて、マダムはついに終点に至った。そこは例の黒面の正面。人が密集する校庭のど真ん中だった。人々が逃げる。空いた空間にマダムの巨体がすっぽりと収まる。


『そのために現在、必要と思われる方々を集めさせて頂いております』


　そしてマダムは崩ほう壊かいした。


　かろうじて列車のように見えていたその姿がばらばらと崩くずれ落ちていく。壁だった建材がひとりでに組みかわってテーブルとなり、毛皮の虎とらが走っていって絨じゆう毯たんとなった。地面が綿の繊せん維いで埋うめられ、異形の動物たちが自らの首を切ってカーペットを赤く染める。赤あか樫がしの柱が轟ごう音おんとともに立ち上がり、壁がひとりでにできあがる。


　校庭はあっという間に異形のホールとなった。


　ホールには傍ぼう聴ちよう席せきがあり、弁護人席があり、被ひ告こく人にん席があり、そして裁判員席があった。


　そこに、最後の仕上げとばかりに人が吐はき出されていく。アイが、アリスが、ユリーが傷ス持カちーが、そのほかにも何十人もの人々がホールの中に転がされる。それは先ほどマダムがさらった人々だった。


　そしてホール中央に裁判長席がせり上がり。そこに男を吐き出した。男は不健康な顔色をした細身の男で、神経質そうな瞳ひとみを細めてニヤニヤと笑っていた。その体は何物にも染まらない漆しつ黒こくのローブに覆おおわれ、その額には純金で出来た法の鎖くさりが巻かれていた。そこには奴ど隷れいの鎖と同じように、彼の名前が彫ほり込まれている。ショーン・サリバン。まるで似合っていない。千年の王を殺した蛮ばん族ぞくの若者が不ふ遜そんに冠かんむりを戴いただいた様。


　ショーンはじろり、ホールを見み渡わたし、すべてが所定の位置についていることを確かめてから木き槌づちを高くかかげた。


『──つーわけで、魔ま女じよ裁判を開かい廷ていする』


　カーンカーンカーン。





　　　　[image: ]





　わけが分からなかった。


　墓場でディーと話をしていて突とつ然ぜんサイレンが鳴り、なにか大きな物に飲み込まれた。そこまでは分かる。けれどそれから数分もたっていないのにこんな場所に転がっている理由がさっぱり分からない。


　目の前には偉えらそうな雰ふん囲い気きの椅い子すや机がきれいに並んで整然としている。こんな場所がオスティアにあるわけがない。となるとここはどこだろう？　あの怪かい獣じゆうは一瞬で人を遠くまで運ぶ力があるのだろうか？　とおもったらホールの中央に黒面を見つけた。


　という事はまさか、ここはあの校庭の真ん中なのだろうか。


「なにがなんだか……」


「全部、あの人のしわざだよ……」


　いつつ、と頭を押さえながらディーが答えてくれた。


「マダム・エクスプレス・レギオンズ・ヘイヴ。さっきの弾だん丸がん特急も、この裁判所も、これ全部ひとりの人間なんだ」


「へ？」


　アイは思わず立ちあがった。すると椅子が「まあまあお楽に」とばかりに近寄ってくる。よく見ればそこらの机や床ゆかも、生き物が呼吸をするようにゆっくりと動いていた。


「きゃ！」


「害はないよ、ひとまずね……」


　ディーはなれた様子で、ありがと、とつぶやき椅子に座った。


「動く死者にもいろいろいてさ、昔の常識がつよい人たちは頭吹ふき飛ばされただけで動けなくなっちゃってたけど、今の人は骨になっても動いたりする。──そしてその中には自分の体じゃなかった義眼や義手を操あやつれる人たちもいたんだよ。マダムはその最さい高こう峰ほうの人間さ。彼女は自分の持ち物すべてを自己だと認にん識しき出来る人間なんだ」


「は、はぁ……」


　それがこの異形の正体。マダム・エクスプレス・レギオンズ・ヘイヴ。


「まあ、その手の人間にありがちな通り、いまでは自我崩壊しちゃってこうしてあいつらに使われちゃっているわけだけれどね……」


「あいつら？」


　ディーが視線で答える。黒面と対ついをなす中央におかれた壇だん上じようの男。ショーン・サリバン。


　いま、男が槌をおろした。


『──つーわけで、魔女裁判を開廷する』
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「──が、しかし」


　カーンカーンカーン──と槌の音が響ひびき渡わたったその後、ショーンはまず、獲え物ものを前に舌なめずりするチンピラのように、ニヤニヤと笑って宣言する。


「──まだ陪ばい審しん員いんが到とう着ちやくしてなくてさ。わりーけどさっそく休きゆう廷ていだぜ」


　カーン！　と音高く槌がひびく。


　それと同時に、ディーがばっ！　と手を挙げる。


「裁判長！　説明官との面会を希望します！　それと反証材料を取ってきたいので休きゆう憩けい時間中の退たい廷ていも許可してください！」


「やだよめんどくせぇ」


「うっさいショーン！　さっさと許可しろ！　認められてるはずだぞ！」


「ちっ──傍ぼう聴ちよう人と弁護人に限って許可する──これで満足か〝西方の魔女〟」


　ダンッ！　とディーが勢いよく立ち上がって辺りを見回す。周囲にはアリス、ユリー、傷ス持カちー、それに三年四組や街の中心人物の顔が三十人ばかりもならんでいた。


「テヘルス！　マルチネスのところに行ってゲルとクリアを連れてきて！　大急ぎで！　説明は後！　ワイツ！　市役所に行ってボクのノート全部持ってきて！」


「分かった」「了りよう解かい！」


　理由を問うものや断るものはひとりもおらず、みな、なにも聞かずに指示に従う。彼らはすでに、戦う者の顔つきをしていた。


　その覚かく悟ごがないのはアイだけだった。


　ディーは一通り指示を出し終えて一息つき、今度はアイに向き直った。


「アイ。落ち着いてよく聞いて」


「はい……」


「やつらはキミを訴うつたえに来たんだ」
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「なんですかそれ……」


　動どう揺ようはまだやってこない。


「なんなんですか、それ……」


　ただ目の前で行われる出来事に心が麻ま痺ひしていた。


　ディーがごくりといちど喉のどを鳴らして、喋しやべりだそうとしたその時だった。





「その質問には私が答えましょう」





　……いつの間にそこにいたのだろうか。


　ディーとアリスの間に忽こつ然ぜんとメイド服を着込んだ少女が現れていた。八つほどの少女はすでにその歳としだけで尋じん常じようの存在ではないが、異様なのは特にその髪かみだった。仄ほの白じろい銀ぎん髪ぱつ。だがその色は生来のものではなく、まるで年得た老ろう婆ばの白髪しらがのよう。


「初めまして皆様。先ほどは失礼いたしました。私〝マダム・エクスプレス・レギオンズ・ヘイヴ〟と申します。これより皆さんの説明官をつとめさせていただきます故ゆえ、どうぞお見知りおきを」


「マダム……」


　アイはごくりと息を呑のむ。


「では、あなたがこの……『これ』の本体だというのですか？」


「そうですね。細かいことを言えば。むしろ『これ』のほうが私の本体ですが」


　マダムは微び笑しようを浮うかべて『お目汚よごしを』と礼をし、それから不始末に気づいた様子で一同を見た。
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「あ、どうぞ、皆様わたくしにお座りくださいまし。お飲み物はいかがですか？　なんでもおっしゃってください。皆様の不自由を取り除くのも。私のつとめでありますから」


　言葉とともに椅子が動き、「座って座って」とばかりに膝ひざを突つっつく。同時に少女の脇わきにドリンクサーバーが現れて独りでに飲み物をついでいく。


「お飲み物は行き渡りましたか？　それではご説明したいと思います」


　言葉とともに少女の背後に黒板がせり出して控ひかえた。その頃ころにはほぼ全員が、この法ほう廷ていが少女であるという異常事態を飲み込んでいた。


「私どもは魔女旅団カヴン──その名の通り、魔女様の作った独立司法旅団であります」


　黒板に〝魔女旅団カヴン〟とか〝独立～〟とかいった言葉が独りでに書かれる。


「我々は時間も場所も対象も問わずに罪を裁きます」


「罪……」


　その言葉はアイの心臓をちくりと刺さした。


　自分の罪、世界を救えなかった罪。アリスを生き返らせてしまった罪。


「罪って……なんですか」


　ディーがはらはらとした表情で会話に割り込もうとする。それを押さえて、アイは聞いた。


「どういう罪で……あなたたちは私を……人を、裁くのですか……」


　マダムはそっと黙もく礼れいをして誇ほこらしげに答えた。


「それは無論〝世界を救う罪〟ですよ。私どもは唯ゆい一いつ、それだけを裁く機関ですから」


「なんですって？」


　一いつ瞬しゆん、なにを言っているのか分からなかった。


「世界を救う事が罪だと……そう言うのですか」


「ええアイ様」


「……意味が分かりませんよ」


「説明を希望しますか？」


「もちろんです」


　かしこまりました。とマダムは優ゆう雅がに礼をし、


「とは申しましても、どこから説明したものか。──そうですね、アリス様のお知り合いですもの、いろいろはしょっても大だい丈じよう夫ぶでしょう。アイ様はお分かりになりますでしょうか？　世界を救うことが、本当に世界を救うことにはならないことを」


「それは……」


　アイはこくりと、うなずいた。個人が世界を救おうと願っても、所しよ詮せんそれはその個人だけの世界でしかない。それをアイはこれまでの旅で知っていた。


　たとえばこの世界を〝救おう〟として、十五年前の世界に戻もどることを願ったとする。


　しかしそれで救われるのは生者のみで、いまいる死者には滅ほろびろと言っているに等しい。


　同じように死者の世界を救っても、不老不死の世界を救っても、三年四組の世界を救っても、その裏には救いから漏もれた人々が存在してしまう。


「さすがアリス様のご友人。理解が早くて助かりますわ」


　マダムはにっこりと、邪じや気きのない笑えみを浮かべた。


「昔──それこそ十五年より前であれば、そんな願いに意味はなかったんですけれどね。今は、残念ながらどんな荒こう唐とう無む稽けいな願いも叶かなってしまう可能性があります。……それはとても恐おそろしいことです。世界のルールが変わってしまいますから。──私どもは、それらの暴走を止めるための集団なのです」


　胸に手を当てぺこりと頭を下げる、そこには誇らしさが充みち満ちていた。


「私どもの理念、だいたいのところはご理解いただけたでしょうか？」


「はい、だいたいのところは……」


　そしてその問題点も。


「……一つだけ聞かせてください」


「はい。なんでしょう？」


「あなたたちは世界を救うものを裁く。そうですよね」


「正しい認にん識しきです」


「では、あなたたちは誰だれが裁くのですか？」


「──これは手厳しい」


　マダムがいたいところを突かれた。という顔をする。


「あなたたちがこうして、世界に仇あだなす存在を裁いて回る。その行こう為いもまた〝世界を救いたい〟からじゃないんですか？　結局はおなじことじゃないんですか!?」


　言っているうちに、アイの中で熱が生まれていた。熱は怒いかりをエネルギーとしていた。


　人を裁くと言いながら。自らが裁かれるべき行いをしている。


　それに気づかない鈍どん感かんさが、アイにはとてつもなく醜しゆう悪あくに感じられた。──まるでいつかの自分を見るようだった。


「アイ様の指し摘てき、ごもっともです。ですから私どもは司法という手段を執とるのです」


「…………」


「私どもは、けっして個人たり得ません。常に『みんな』で運営されます。そのなかには被ひ告こくや弁護の方すら含ふくむのです。彼らの弁解には必ず耳を傾かたむけます」


「それも、勝手な言い分じゃないですか……」


　聞いた直後だった。


「ウフフフフ」


　マダムが、笑い出した。


「な、なんですか急に──」


「いえ、失礼。ウフフ、そう、ですね、勝手な言い分かも知れませんね」


　アイは背筋が総毛立つ思いだった。今の今まで理性的に話していた相手が急に、その化けの皮を剝はがして怪かい物ぶつの肌はだを顕あらわしたようだった。


「そう、ですね。でも私どもはこれを〝フェア〟と言うのですよ……ウフフ」


　マダムが笑う。自分が正しいことをしている確信を抱いだいて笑っている。


　それはアイにも、覚えのある笑みだった。


「これ以上は、望めませんよ。これ以上譲じよう歩ほしては世界の滅びに間に合わなくなってしまいます……そうなっては本ほん末まつ転てん倒とう……ウフフフフ」


　マダムは、そこから先の事を考えの外に置いている。そうだからそうなるとでもいうように、自分たちの正義を疑わないようにしている。


「文句があるなら、理り不ふ尽じんだと思うのなら、さらなる理不尽で打ち壊こわしてみてはいかがですか？　ウフフフフ。もちろん、私どもは抵てい抗こうしますが」


「……もう、いいです」


「ご質問は以上ですか？」


「……ええ、もうあなたから聞くことはなにもありません……」


「そうですか。──丁度いいですね。陪ばい審しん員いんの皆みな様さまも到とう着ちやくしたようで──」


　そこでふと、マダムは視線を外して明後日あさつての方向を見つめ、つぶやき始めた。


「……お待ちくださいノイレフェーンさま。そんなところから入らないで。あ、あ、駄だ目めです破は壊かい拳けんさまも、そちらは私の大事な脇わき腹ばら、あ、あ、あ、お止やめくださ──きゃ────────!!」


　次の瞬間、ホールは暴力に呑まれた。


　まず右の外がい壁へきに轟ごう音おんが走り、そこから一本の腕うでが生えだした。下手な金属よりも強固な赤あか樫がしの壁かべはその一いち撃げきであっさりとへしゃげ、次の一撃で砕くだけ散った。


　もうもうと立ち上る煙けむりの中からのっそりと豪ごう腕わんを携たずさえたマキアが入ってくる。


　脇腹を押さえながらマダムが男に抗こう議ぎをする。


「な、なんてことするんですか破壊拳さま！　私の大事な脇腹をなんだと思っているのですか！」


「どうせ蚊かに刺された程度だろう」


「そういう問題ではありません！」


　言う間に次の暴力が訪れた。


　圧あつ倒とう的てきな光が、吹ふき抜ぬけの天上からふり下りる。七色の円の中心には単純に浮かぶ少年の姿があった。


「ノイレフェーンさま……お願いですから入り口をご利用ください」


「？　だから、ここが発着口じゃないの？」


「……もういいです」


　行動も造形も天使のような少年はそのまま、陪審員席に舞まい降りた。先の男もその横に座る。


「ついでに塵ダストビリーバも連れてきたよ。彼女が長ちよう距きよ離り移動するとめんどくさいからね」


　その傍かたわらには七色の力場に支えられた赤い貴婦人の姿があった。


　カーンカーンカーン！


「ようやくそろったか、ろくでなしども」


　裁判長席にすわったショーンが気け怠だるそうに槌つちを振ふり上げる。


「んじゃ、開かい廷てい」


　カーン！
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「えー」


　うおっほん、と頷うなずきながら、ショーンは右手の槌をぴょこぴょこともてあそぶ。


「……えーっと」


　もう一度うおっほん。左手でテーブルをパタパタとたたき、横や下をのぞき込む。しばらくその動作を繰くり返したあと、ショーンは開き直ったように堂々と、


「えーっと、んで、なにから始めんだっけ？」


　知るかよ。という全員の冷めた視線が集中する。だが本人に悪びれた気配は欠片かけらもない。


　慌あわてたのはマダムだった。


「ショ、ショウちゃんどうしたのよ！　前にカンニングペーパー作ってあげたでしょ！」


「うるせぇババァ。なくしちまったよ。ていうかショウちゃん言うなよ糞くそが」


「な、なんて酷ひどいことを！　どうしちゃったのショウちゃん……昔はあんなに可愛かわいらしかったのに……そんな酷いこと言うようになって……」


「いいからどうにかしろババァ。俺が仕事してやるっつってんだぞ」


　嘆なげいてばかりだったマダムはなぜか、最後の言葉で笑顔になり、紙片を取り出してショーンに渡わたした。


　アイや、初めて見る者達はただぽかんとするばかりで、慣れた者達もうんざりして止める者は誰もいなかった。


　カンペを手に入れたショーンは面めん倒どうくさそうに、


「えーっと、宣せん誓せい──ワレ、かみを信ずるっと……えー、ワレー、人を信ずる。ワレ、法を信ずる──ワレラ、真実を信じて。……ひ？　ひつぬぎ？　……おいババァ、これなんて読むんだ？　（イツダツ！）……ああ、イツダツ。ルビ振っとけババァ──逸いつ脱だつと誤解を──誤解をー（ダキし！）──唾だ棄きし、正義が執しつ行こうされることを──」


「──アイ。────アイってば！　こっちこっち」


　だるんだるんのショーンの口上、その隙すき間まを突つくようにしてディーがやってきた、その手の中には物みたいに引きずられたアリスもいた。


「な、なんですかディーさん。ちゃんと聞いておかないと──」


　ショーンの言葉を一言一句逃のがさない構えだったアイは抗議する。


「……いや、あんなの聞かなくていいの、アイだって分かるでしょ？　へたくそだし、どうせ建前だもん。見てよ陪ばい審しんの連中なんか居い眠ねむりしてる。それよりボクの話を聞いて」


「は、はあ。なんでしょう」


「ボクたちはかならず、キミを助ける」


　しっかりと瞳ひとみをのぞき込まれる。


「アイ、どうせマダムの言ったことで悩なやんでるんでしょ。でも、そんなの今は気にしなくていいよ。アイが間ま違ちがっているとしたら。同じくらいあいつらだって間違ってるんだ。そんなの真ま面じ目めに受け入れることないよ。──そうだよね。アリス」


　どん、とアリスの肩かたを叩たたく。


「ああ、そうだな」


「二人とも……」


　ディーとアリスが自分を助けようとしている。そのことがうれしくてアイの心臓は高鳴った。──しかし同時にそれが、その暖かみこそが自分の夢を打ち砕いたと知って、冷えかえる。


「ほら、しゃんとして。びびんないの。なに聞かれても否定すればいいから。ボクに相談しないで受け答えしないでね。──ほらアリスも！　なんか言いなよ！」


「ああ、俺もよく分かってねーけど」


　アリスもまた、戸と惑まどい、困こん惑わくしているようだった。それでもドンっと胸を叩き、安心させるように微笑ほほえんだ。


「お前は絶対に大だい丈じよう夫ぶだ、心配すんな」


「すみません……すみません……」


　アリスも、ディーも、自分を嫌きらって良いはずなのに。それなのにこうして助けてくれる。そのことがアイにはうれしくて、つらかった。


「──ワレワレは正義をしんずる」


　──我々は正義を信ずる。そう陪審員達が唱和し、宣誓が終わった。


「──以上、本日の裁判長を務めるショーン・サリバンの宣誓でした」


　泣きそうなくらいほっとした様子でマダムが進行を引き継ついだ。どうもショーンが裁判長、彼女は告発人兼けん進行係をやるらしい。


「続いて、陪審員のご紹しよう介かいに移りたいと思います。──左席から破壊拳さま。ノイレフェーンさま。塵ダストビリーバさま、以上三名で最低人数は満たしたものとします」


　そこに居並ぶのは異形の人々だった。


　炎ほのおの拳こぶしを持つ男。単純に浮うかぶ少年。未いまだ正体の知れぬ赤い貴婦人。


「また、此こ度たびは幸いにも三名以上の陪審員に恵めぐまれました──西方の魔ま女じよさま。──どうぞこちらへ」


「え？　ボクも？」


　ディーがきょとんとした顔で自分を指し、あーそういえば、と手を叩いた。


「な、なんなんですか」


「いや、あの陪審員って奴やつは、いわゆる超ちよう法規的存在が並ぶんだよね。たとえば大国の代理人とか──他ほかには裁判を生き残った奴とかね」


「ディーさんがそうなんですか？」


「うん。幽ゆう霊れい時代に訴うつたえられて全部スルーしてやった。当時のボクは誰だれにも捕つかまらない存在だったからね。ちなみにアリスも一度訴えられた。そっちは口八丁とボクの援えん護ごで切り抜けたね」


　道理で二人とも詳くわしいわけだ。


「ちゃーんす」


　ディーがにやりと微笑んだ。


「ボク、ちょっと陪審員たちと話してくるよ。みんなもう手下みたいなもんだから説得してうまく仲間に引き込んで──」


「待った」


　包帯の巻かれた手が上がる。


「そこの小こ娘むすめはすでに陪審員の資格を失っているぞ」


「え？　そうなのですか」


「ああ、連れてきたとき気づかなかったか？　そいつはもう無敵の幽霊ではなく、普ふ通つうの肉体をもった、ただの小娘だ」


　そういえば……とマダムが考え込む。同時にディーとアイの座る椅い子すががたがたと不自然に震ふるえる。


「本当ですね。重さがあります」


「マキアめ……」


　ディーがぎりぎりと奥歯をかみしめた。その視線を涼すずしい表情でマキアは受け止める。そこには『お前の思い通りにはさせないぞ』と書いてあった。


　他の二人も、とくにそれを止めようとしない。


「……いい手下さん達ですね……そういえば、先の二人は魔女旅団カヴンの接近を教えてくれませんでしたし……」


「あいつら～！　もう口利きいてやらないかんな……」


「えっと、では長らくお待たせいたしましたが続けさせていただきます」


　壁やら床ゆかやらがうごめいて先の騒そう動どうを完全に消し去り、マダムは口上を再開した。


「えー、西方の魔女さまは削さく除じよっと──陪審員は以上ですね。次に告発文の読み上げです。──二つあります。まず一つはこちらに出現しました謎なぞの黒面について」


　マダムが中央を指さす。そこには例の黒面が、周囲の喧けん噪そうなど知らぬ顔でたゆたっている。


「こちらを封ふう印いんさせていただきます」


　ざわり、と市民達が抗議の声を上げた。マダムはさっと手を振ってその声を抑おさえ、


「そしてもう一つはアリス・カラーの復活についてです。以上二件を我々は訴えます。被ひ告こく人にんは──」


　アイはぎゅっと、拳を握にぎり。自分の名が呼ばれるのをまった。せめて無様な姿をさらさないように足に力を入れた。


　しかしつぎの瞬しゆん間かん、アイの気構えはまったくの無む駄だとなった。





「アリス・カラー。前へ」




　　　　IV




「──被ひ告こくは一度死亡し、墓はか守もりによる埋まい葬そうもすんだ状じよう況きようから完全復活しております。これは前代未聞の珍ちん事じであり、世界のルールを変える恐おそるべき現象でもあり──」


　マダムが何か言っている。しかしアイには言葉の内容がまったく頭に入らなかった。


「──さらに、彼は件くだんの黒面とも密接に関係し、その前段階の〝三年四組の世界〟の中心人物であったことは疑いの余地無く──」


　目の前にアリスの背中がある。アリスは被告人席で漫まん然ぜんと立ち、マダムの口上を聞き流しながら両手の鎖くさりをいじっていた。


　あれからなにが起きたのかをアイはすべて見ていた、と同時に見ていなかった。眼球には映っても脳が理解を拒こばんでいた。だから被告人席に彼が呼ばれたときも、その手に鎖が掛かかるときも、アイは虚きよ無むに囚とらわれてただ突っ立っていた。


　──どうして。


　その思いが胸中を支配していた。


　どうして彼が、あそこにいる。あそこにいるのは、自分のはずなのに。


　罪を犯したのは、彼ではないのに。


「──イ！　アイ！　しっかりして！」


　急に、ディーが大声を出して肩を揺ゆさぶってきた。いや、急ではない。ディーはさっきからずっと語りかけていた。けれどアイはその景色も見み逃のがしていたのだ。


「ディーさん……」


「アイ！　お願いだからしっかりして！」


　認にん識しきが戻もどるのと同時に、世界が彩さい度どを増していった。ディーの顔に色が戻り、周囲を怒ど号ごうが埋うめていた。それらはすべて、マダム達の非道を責めるオスティア市民によるものだった（ユリーも混ざっている）。


　恐きよう怖ふがかえってきた。


　アイはディーの手をつかみ、体を揺さぶり声を荒あららげる。


「ディーさん！　どうしよう！　……どうしよう私！　アリスさんが！」


「落ち着いて！」


　ばしり！　と頰ほおを挟はさまれる。


「──また、彼の目的である〝世界を終わらす〟ことですが。これも目標達成した今ではゆがむ可能性が高──み、皆みなさんお静かに願います！　だ、誰ですかミカンの皮なんか投げたのは！」


　マダムの口上は続いている。オスティア市民がブーイングを繰くり返している。ユリーがミカンの皮を投げている。


「ディーさん……なんで、なんでアリスさんが告発されるのですか！　どうして私じゃないんですか！」


「……たぶん、あいつら街での噂うわさだけで判断したんだ。あれだけだと、アリスが自力で復活したことになっている。アイの名前なんてまったく出てないもの」


「そ、そんな不確かな情報で訴えたんですか!?」


「そうだよ。奴らにとっては。それで十分なんだ」


　ブーイングに負けないように、壁かべのスピーカーを最大にしてマダムは口上をしめた。


「──以上の理由により！　被告の罪は明らかなものと思われます！　よって我々は彼と、彼かの黒面に〝封ふう印いん刑けい〟の執しつ行こうを求めます！」


　しんっと。ホールが静まりかえった。


　封印刑。


　その名の通り永遠に封印され続ける、それはこの世界における死し刑けいよりも重い刑けい罰ばつだった。


　どぅっと、


　沈ちん黙もくはまるで、その後の怒号を引き立てるために存在したかのように破られ、ホールは怒いかりに満ちあふれた。


「ふざけるな！　そんな話があるか！」


「いい加減にしろ！　黙だまって聞いていれば調子にのりやがって！　アリスを返せ！」


「そうだそうだ！　アリスを返せ！」


　返せ！　返せ！　と傍ぼう聴ちよう席せきは声を合わせて叫さけび続けた。ガンガンとブーツのそこが柵さくを叩たたき、血の気の多い男達が階下に殺さつ到とうする。


「──！　止やめろ!!」


　ずっと無言で通していたアリスが、その瞬間だけ叫びを上げた。だが男達は制止を聞かずに階段を下りてホールへと──。





「あーん──っと」





　べしゃぁ。と果実を車で轢ひいたような音が響ひびき渡わたった。


「ぬ、ぐ！　なんだこれは！」


　男の一人（よく見たらユリーだった）が自分がなぜそんな姿勢なのかも分からない様子で叫びを上げる。彼らは床自体が変形した虎とらばさみによって嚙かまれていた。


「もご……関係のない……もご……方々はお静かに願いますわ。あんまり騒さわがしいようですとこの世から追い出しますわよ？」


　口に何かを含ふくみながら喋しやべっているようにマダムは億おつ劫くうそうにいった。その顔には笑え顔がおがあった。目的のためなら手段を問わない正義の笑みが少女の頰で踊おどっていた。その表情にはアイ達に見せた知性はかけらもなかった。まるで獣けものや植物を相手にするように相手を認めていなかった。


「ちょっと目についた害虫みたいに処分されたくなければ。黙って見ていなさい凡ぼん人じんども。息をこらえて頭を下げて、目立たず忍しのんで生きていなさい」


　しゅるしゅると牙きばが引っ込んで床が元通りになった。そのころにはもう抵てい抗こうするものはいなかった。


「……これが奴やつらの正体だよ。アイ」


　ディーが痛めた脇わき腹ばらを押さえながらこっそりと囁ささやいた。


「法だの裁判だの用意して、いっけん公平に見せてるけどそんなものは全部噓うそなんだ。奴らはただ、自分たちが納なつ得とくする方法で奇き跡せきをつぶしたいだけなんだ。そのためだったらどんな妥だ協きようも受け入れるし、どんな卑ひ怯きような手も使ってくる。……あいつらもまた〝世界を救いたい〟だけのなんてことない只ただの化け物なんだから。──よーっし！」


　むん！　とディーは気合いを入れて、ぺきぽきと拳こぶしを鳴らそうと指をへにょへにょと曲げるも結局は鳴らせなかった。


「ボクが弁護人として名乗り出るから、アイも協力してよ。なーに、訴うつたえられるのが誰だれでも結局やることは一いつ緒しよだよ。あいつらからアリスも黒面も絶対にとりもどしてやるんだ」


「は、はい」


　よし、良い子だ。とディーに頭を撫なでられて、ようやくアイは安心した。


　マダムはようやく静かになったホールに満足してほっと息をはいた。


「──さあ、それでは再開いたしましょう。えーとそれでは次に被告人にお聞きしますが。先の告発文を事実だと認め、罪に服しますか？　お答えいただきたいと──」


「まった！」


　さっそくディーが手を挙げる。


「なんか『終わった』雰ふん囲い気きになっちゃったけど、そもそもボク、その告発文に異議があるんだけど」


「あらあらそうですか、傍聴席の──えーっと、何さんでしたっけ？」


「ディー・エンジー。彼の弁護人だよ」


　かちんと来たことを隠かくそうともせずにディーはマダムをにらみつける。


「そうそうディーさま。異議申し立ては被告人への質問以降にしていただけないでしょうか？」


「なにさそれ、弁護人の意味なくない？　ボクは告発文自体の正当性を議論したいんだけれど。それすらも駄だ目めなわけ？」


「いえいえ、もちろんそれは可能ですよ。これはただ単純に合理の問題です。だってほら。どんなに私どもの告発がおかしくても。被告がそれを受け入れたなら。もはや議論など不要でしょう？」


「それは……」


　ディーの瞳ひとみにちらりと困こん惑わくの色が混じった。


「……確かにその通りだけど……」


「で、ありましょう？」


「……告発文の中身を、もう一度お願い」


「ええ、喜んで──まず、黒面を生みだした奇跡の罪。次に、真の死より蘇よみがえった奇跡の罪。以上の罪によって、件くだんの黒面とアリス・カラーを封印刑に処す。以上です」


「めちゃくちゃ言うよね……でも、わかった。ひとまずは了りよう解かい」


　これ以上はここで粘ねばっても無駄だと判断したのだろう。ディーは要求を通した。しかしそれでもまだ不安が残るのかいらだたしげに指の爪つめを嚙んでいる。


　ディーの気持ちがアイにも分かった。なにか、いやな感じがする。どれだけ罠わなを確認しても安心できない気がする。まるで怪かい物ぶつの口中で警けい戒かいしているような、すでにそのルートを選んだ時点で罠に掛かっている間ま抜ぬけの気分。


「ではアリス・カラー。先の告発の内容を認めますか？」


　そしてその予感は当たっていた。





「認める」





　アリスはきっぱりと宣言した。


「俺はすべての罪を認める」


　アイの心は空っぽになった。
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　それからの戦いはもはや敗戦処理でしかなかった。


　告発文がどれほど理り不ふ尽じんであろうと、被ひ告こく人にんがそれを認めてしまってはどうしようもない。罪は認められ、確定してしまった。


　それでもディーはあがきにあがいた。『罪』は決まっても『罰ばつ』までは決まっていない。ディーは封印刑という罰が過か剰じように過ぎると主張し、その正当性を突つっつき、運用の問題点を指し摘てきし、誤認の危険性を茶化し、果てはお前の髪かみ型がたが気にくわないといったところまで喋りに喋った。


　ただ、時間を稼かせぐために。


　その目的はすぐにマダムにも伝わり、ディーの発言は却きやつ下かされ続けた。それでもディーは止まらず、むしろ絶好調で舌を走らせた。敬語、ため口、誤用、正用、それは『言葉を使う』というルールしかもたない正しよう真しん正しよう銘めいの何でもありバーリトウードウ。言葉ひとつで世界を終わらせようとした幽ゆう霊れいの、たったひとつの武器だった。


「──んじゃ、今日はここまで」


　ふわぁ、と欠伸あくびをしながらショーンがカンカンと槌つちをならす。この男はディーとマダムの戦いの横で堂々と居い眠ねむりをしつづけた。


「くぅ……」


　マダムが悔くやしそうなうめきを漏もらす。


　あれからすでに三時間が経過し、ホールの上空では一番星が輝かがやいていた。


「──あしたのー……えー九時か、うえ、早くね？　昼からにしねぇ？　──はい九時からですね、ええここで、始めたいと思います。はい。……みんなそんな怖こわい顔すんなよ」


「ショウちゃん。これ、これもよんでちょうだい」


「んだよババァ。……なになに？　『弁ご人には当方の立法書、ならびに関係書類をわたしておくので、明日あしたいこう。そちらにのっている質問についてはそくざにきゃっかする』だとさ」


「っち、了解……」


「──んじゃ、一時閉へい廷ていー」


　そうして魔ま女じよ裁判の一日目が終わった。
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「公会堂を市民に開放する件はどうなった!?　──ええい慣例など知るか！　しっかりしろ！　いまは戦争中だと思え！」


　解放された瞬しゆん間かんからベンドーは取り巻き達に怒ど鳴なりまくっていた。学校近辺の主要施し設せつを動かし、避ひ難なん所じよを新しく設けて市民の移動を命令する。彼は裁判中から上記の指示をこまかに命じていた。


「警備隊を緊きん急きゆうで増強しろ！　なんでもいいから武器を持たせて威い嚇かくしろ！　歴史資料館にあった大たい砲ほうとかでもなんでもいいから引っ張り出して奴らに向けろ！　すこしでもプレッシャーを掛かけてやるんだ！」


「し、しかし市長！　そんなことをして奴らの不興を買ったらどうするんですか!?　幸い奴らはアリスを狩かりに来ただけのようですし……」


「貴様の脳はお花畑か!?」


　学校の正門を抜けながら、ベンドーは取り巻きに檄げきを飛ばす。


「奴らは〝魔女〟の眷けん属ぞくだぞ!?　連帯責任で国ひとつ滅ほろぼすもの共だ！　そんな生やさしい考えを今すぐ捨てろ！」


　その横で、ディーもまた、自身が管理する黒面探たん索さく協会の面々と顔をつきあわせていた。


「──列を作ってた人達にはちゃんと説明してあげて、いまは黒面越こえるの絶対に無理だって。マダムの中に忍び込むなんて洒しや落れじゃすまなくなるからね」


『はい』


「本当に、冗じよう談だん抜きで殺されるかもしれないって言って、死んだら黒面、越えられないんだからね」


『はい』と力強く返事をする級友たちを解散させて、ディーは背後のマダムを仰あおぎ見た。


　ディーの目の前でマダムは脈動を繰くり返す。


　間ま違ちがいない。


　マダムは肥大化している。


　最初からビルひとつ分くらいの大きさはあったが今のマダムは明らかにその二、三倍はある。銃じゆう眼がんにもさっきまでは見なかった迫はく撃げき砲ほうやガトリングガンがならび、壁かべの縁へりではマダムの子供とでも言うような異形の怪物達がカシャカシャと細い足を動かしている。


　……一応、注意はしたが、こんなものに入ろうと思うものは存在しないだろう。


　そう思って、ディーはきびすを返した。ユリーや傷ス持カちー、それにアイと合流して明日の対策をしなければならない。


　ディーは甘かった。


　こんなものの中に、一瞬の迷いもなく突とつ入にゆうを決める魂たましいがあることを、見み逃のがしていた。
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　日はとうに沈しずみ、目の前には黒々とそびえる異形の壁がある。


　どういうつもりなのか。


　それを、確かめなければならなかった。








　アイは壁の真下でサーチライトをやり過ごしながら目の前のマダムをそっと見上げた。


　地に足を下ろしたマダムはその有様を要よう塞さいへと変えていた。そびえる壁には銃眼が刻まれ、見たこともない兵器がのっそりと街中を見つめている。マダムはいまも成長を続けているのだ、周囲の廃はい屋おくを平らげて、自らの体に変へん換かんしながら。


　アイはサーチライトの間かん隔かくを計って、その隙すき間まに身を躍おどらせた。三角跳とびで壁を蹴け上あがり、風がひっきりなしに吹ふいている小さな横穴に忍しのび込む。


　マダムの要塞はどうやら人体を模したもののようだった。裁判所が心臓。監かん視し塔とうが目。壁が腹部で床ゆかが足。例外も多いがおおむねそのような構造だ。


　ならば自分が今いるのはさしずめ気道といったところだろう。


　ぱしっ！　と高速で回転する換かん気き扇せんを片手で捕つかまえ、その隙すきに向こう側へと進む。ショベルも、墓守の服も着ていない。昼と同じシャツとスカート姿だ。


　ゴンゴンゴンゴンゴン。と後方で巨きよ大だいな換気扇がうなりを上げている。


　この建物が人体っぽいというのはよく分かったがそれはアリスを探す上でなんの参考にもならなかった。アイには人体で牢ろう屋やっぽい場所など想像もつかない。


「……だったら知ってそうな人に聞きますか」


　見つけた。


　アイは換気孔こうのなかに身を竦すくめて、段々と近づいてくる鼻歌に耳を澄すませた。


　１、２、３！


　網あみ戸どを外し、通路に飛び降り、相手の背後に回って腕うでをねじり上げる。それだけの作業を、アイは相手にまったく気づかれないままやってのけた。


　しかしそれは別段誇ほこれるようなことでもなかった。


「はれ？　おっかしいぞぅ、前にすすまねぇなぁ」


　男は驚おどろいたことにまだ気づいていない。


「静かにしてください」


　アイは酒の匂においに我が慢まんしながら男の耳に囁ささやいた。


「アリスさんのところまで案内してください。そうすれば危害は加えません」


　男はとろんとした眼で振ふり返り、ようやくアイを視界に収めた。


　ショーン・サリバンは明らかに酔よっ払ぱらっていた。
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「………………うっぷ」


「背中に吐はいたら窓から捨てますからね」


「……大だい丈じよう夫ぶ、もう吐くもんないから……」


　あのあと急にゲーゲーと吐いたショーンを背負って、アイはマダムの体内を下へ下へとおりていた。当初想像していた人質を連れての潜せん入にゆうとはまったく違う形だった。今の状じよう況きようはどう控ひかえめに見ても酔っ払い親おや父じの介かい抱ほうである。


「そこ……右……」


　ショーンが言葉少なく案内する。驚くほど素す直なおだ。


「……騙だまそうとしてるんじゃ、ないですよね」


「んなことするわけないじゃんよ」


　うっぷ、と嘔え吐ずきながら、ショーンはどこからともなく酒さか瓶びんを出してあおろうとした。


「こら」


「あ、ちょ、返してよ」


「──全部捨てたと思ったのに、どこに隠かくしてたのですか……」


「ああーん、ぼくのお酒ちゃん！」


　奪うばい取った酒瓶を置き去りにして、アイは通路を曲がった。


「それにしても。うぃっく」


　子供のように足をぶらぶらゆらしながらショーンが言う。


「お嬢じようちゃんは勇ゆう敢かんだねぇ。たった一人でこんな化け物のなかにはいってくるなんてさぁ」


「……別に」


「墓守と、人間のハーフなんだって？　なるほどねー、いやーさっきのすごかったよ。後ろ取られても、俺ぜんぜん気づかなかったもん──うぃっく」


　それについては本当に誇れるものではない、普ふ通つうの子供がやっても成功しただろう。


「しっかし、そのアリスってのは羨うらやましい奴やつだねぇ。お嬢ちゃんみたいな子がちゃーんと助けに来るなんてさぁ」


「…………」


「いやいや青春だねぇ。俺にもそんな時代があったなぁ──っぅぷ」


　アイにはショーンの考えがよく分からなかった。アリスの牢屋を教えろと迫せまっても、ただ唯い々い諾だく々だくとしたがうだけで、そこに噓うその匂いはしない。


「不思議そうだね。お嬢ちゃん。俺が抵てい抗こうしないのが」


「……ええ」


「いかんなぁ酔っ払いにそんなものを求めては、理由なんかないってのが理由ってもんだぜぃ！　ふっふー」


「真ま面じ目めに聞いた私がバカでした……」


「え、なにアイちゃん馬ば鹿かなの？　うわぁ……かわいそう……元気出してね？」


「ふん」


「痛っ！　ちょっとアイちゃん！　頭ぶつけちゃったじゃんかよ！　おじさんと酔っ払いには優しくしてあげて！　おじさんで酔っ払いの俺にはダブルで優しくしてあげて！」


「……静かにしてください。あなた一応人質なんですからね」


「ん？　ババアのこと心配してるの？　だったら大丈夫だよ。今寝ねてるし」


「……そうなんですか？」


　死者には眠ねむりは必要ないが、それでも中には眠る者達もいる。彼らは生前の習慣が忘れられず、精神安定剤代わりに眠るのだ。


　睡すい眠みんを取る死者は通常、過去の常識に縛しばられたものが多いため、ここまで異形を極きわめたマダムが眠るのが、アイには少し意外だった。


「七十のババァが早寝早起きするのが意外かねーっと──うぃっく」


　さっきからぽろっぽろこぼれてくる重要な情報に、アイはやはり戸と惑まどいながら足を進めた。ショーンとマダム。二人がどんな関係で、なぜこんな事をしているのかが気になった。


　──きっと以前の自分なら、二人の間に突とつ撃げきして、根ね掘ほり葉掘り聞いただろう。


　だが今のアイにそんな気はなかった。今はただ、アリスのもとに行くだけだ。そう、気持ちを新たにしたときだった。


「あーそこそこ、その扉とびら。もう下ろして良いよ……」


　どっこらしょ、とショーンが下り、目の前の扉を指さした。


　──この向こうにアリスがいる。


「ふーありがとね。助かったよ」


　ショーンが扉を開ける。心構えが終わってなかったアイは思わず身構える。


　が、そこにあったのは牢屋ではなかった。


　そこはまるで子供部屋だった。明るい色調の壁かべ紙がみ、たくさんのおもちゃ達、天てん井じようにはくるくるとまわる飾かざりが付けられ、地面にはふわふわのカーペットが敷しき詰つめられている。


　ショーンはどすどすと部屋に上がり込んでクッションの山に寝ね転ころんだ。


「ご苦労様ーありがとねー」


「なん……ですかここは……」


「俺の部屋。ごめんね騙して。でも罠わなってわけじゃなくて、運んでもらいたかっただけだから安心してよ」


　騙された事よりも困こん惑わくの方が大きかった。こんな子供部屋がショーンの部屋？　似合う似合わないなんて話ではない。


　アイは、よっぽど聞こうかと思った。この部屋の意味、二人の関係、ショーンが何を考えているのか、それを聞いてみたかった。


　だが、


「アリスに会いたいなら、ひたすら上ればいいよ」


　小さなクッションの山に沈み込みながら、ショーンは言った。


「…………分かりました」


「これ鍵かぎね。ちゃんと使わないと流石さすがにババアが起きるから気をつけて」


「……どうも」


「じゃあ、元気でねアイちゃん。お幸せに」


「……あなたは──」


　──私達を、逃にがしたいのですか？


　アイはすんでの所で、その質問を取りやめた。


「なに？」


「いえ……あまり、飲み過ぎちゃだめですよ……」


「…………うん」


　妙みように素直な返事を聞いて、アイは部屋を出て行った。
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　…………どう、思えばいいのだろう。


　ショーンの言葉は正しかった。子供部屋を出たアイは子宮静脈から総腸骨静脈を上りＢＢＢの門番に鍵を見せてひたすらに上じよう昇しようしてついに、牢屋を見つけた。


　牢屋は頭の位置にあった。


　人体なら脳があるはずのその場所に、被ひ告こくであるアリスは囚とらわれていた。


「人の部屋に入るときはノックぐらいしろよな」


「……入ってませんよ」


　部屋、というには抵抗のある。そこはまさしく牢屋だった。石造りの上下。がっちりとはめ込まれた鉄の格子。そして粗そ末まつな藁わらのベッド。アリスはそこに腰こし掛かけて、月を背負って目を閉じていた。


「なんで……こんなところが頭の位置に……」


「へぇ、気づいたか。さっすが。──さて、なんでだろうね。まあ確かに人体のパーツで言えば、頭ず蓋がい骨こつは牢屋っぽいと言えば牢屋っぽいけど、じゃあ囚しゆう人じんが脳かっていうと疑問だし──」


「まって、まってください。──さっきのは無しです……その話はいまはいいです」


　アイは額ひたいを押さえながらアリスの口上を止めた。なぜ、こんなものが脳の位置にあるのか。──アイはその疑問を忘れることにした。


「どういうつもりですか」


　鉄格子を摑つかむ。


「なんであのとき、罪を認めたんですか」


「…………」


「答えてください！」


　アリスは真上に掛かかる月を見て、全く関係ないことを言った。


「なかなか粋いきなはからいだよな」


　こちらを、見もしなかった。


「明あ日すをも知れぬ囚人に、せめて月でもってな。いい牢ろう屋やだ」


「アリスさん！」


「結構いろんなところに捕つかまった俺が言うんだから間ま違ちがいないぜ。やっぱ虫の鳴き声を聞くのと、月を見るのは牢屋が一番だな──」


「アリスさん！　こっちを見てください！」


　ゆっくりと、アリスは首を巡めぐらせてアイを見た。


「どういうつもりなのか！　答えてください！」


「無理だな」


「む、無理ぃ!?」


　否定ではなく、不可能。


「──ま、まさか、誰だれかに口止めされているんですか？　そうなんですね！」


「いいや」


「じゃあどうして！」


「俺が言わないって決めたからだよ」


　言って、アリスは真っ黒な目でアイを見た。


　それは、


　たしかに無理かもしれないと、アイは思ってしまった。


　アリスが心に決めたことなら。もう動かないのではと、思ってしまった。


　膝ひざから力がぬけて、アイは鉄格子に縋すがるように座り込んだ。今の一言で体から力が抜ぬけてしまった。


「……お前、変わったな」


　アリスの目は足を折った馬を見るようだった。


「お前は不可能って奴に『だからどうした』って言う奴だと。思ってたけどな……」


　その通りだった。


　その通りだった、はずなのに。


　以前の自分ならきっと、アリスの言うことなんか信じないで喋しやべらせて、それどころか檻おりから脱だつ出しゆつさせることも出来るはずなのに……たとえ出来なくても、出来ると信じて、走り出せたはずなのに……。


　心が、走ることを拒こばんでいた。


「もう、分かんないんですよ……」


　泣くのかと思った。


　でも涙なみだは流れなかった。


　アリスの墓では泣けるのに。生きているアリスの前では泣けないらしい。


　本当にひどい生き物だった。


「もう……分かんないんですよ。自分がどうやって生きていたのか。どうやって夢をみていたのか。どうやって息をして、走って、歩いてきたのか……そういうのぜんぶ、ぜんぶ……分かんなくなっちゃったんですよ……」


「…………」


「まるで自分が泡あわみたいなんです……魂たましいがどっかいっちゃったみたいで……心がここにないんです……探しても探しても……どこにも見当たらないんです。──ねえアリスさん」


　アイは聞いた。





「私の心を知りませんか」





　長いため息が牢屋に白い雲を引いた。


「……お前の夢ってのは。そこまででかいものだったのかよ……」


　アリスの頰ほおを月の光が滑すべり落ちていった。アイは、無くしてしまった自分の涙はあんなところにあったのかと思った。


「お前。これからどうやって生きていくんだよ……」


　アリスは絶望に囚われた人がするように、両の手で顔を覆おおった。


「そんなの……分かんないですよ……」


　また、聞かれた。


　それでお前はどうするんだ？


　どうやって生きていくんだ？


　来年、来月、来週、明日、どこでなにをやっているんだ？


（お前はどうやって生きていくんだ？）


　以前、そう聞いた人がいた。その人はそのあと、墓守であるという偽いつわりの指針を得た自分をぼこぼこに蹴けり飛ばしてその夢を諦あきらめろと言った。


　アイはふと、唐とう突とつに、人食い玩具ハンプニーハンバートがどうしてそんなことをしたのか思い知った。


　人食い玩具ハンプニーハンバートは『これ』がやりたかったのだ。自分の夢を蹴って殴なぐってへし折って、『普ふ通つうの人』になってもらいたかったのだ。
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　あんなもの。


　これに比べれば、全然やさしいことだったのだ。


「普通の……幸せになる人というのはこんな世界で生きているのですか？　こんな、息も吸えない厳しい世界で、普通に生きていると、いうのですか……」


「…………」


「アリスさんは……どうなんですか？　私とおなじように、夢を失ったあなたは、この世界でどうやって……生きているのですか？」


　アリスは月が隠かくれるまで、そのままの姿勢で黙だまり続けて、


「……アイ」


「はい……」


「もう……帰れ……俺はなにも言わないよ」


　アリスが言った。


　アイはその言葉に素直にしたがった。


　だって心がないんだもの。


　仕方がなかった。




　　　　VII




「おかえり、アイ」


　どこをどう帰ったのか、あまりよく覚えていなかった。


　気がついたら家の前にいて、駆かけてきたディーに声を掛けられていた。


「アリス。どうだった？」


「……ディーさんは、なんでもお見通しなんですね」


「本当のお見通しだった頃ころなら、こんな質問もいらないけどね。──うわ、アイ、かき氷みたいだよ。とりあえずなか入ろっか」


　言ってディーはアイの手を握にぎって家の中へと引っ張っていった。


　ここは、一行が一冬を過ごしたアリスの生家だ。過ごした時は短いが、アイもセリカも、ユリーも傷ス持カちーも、この家を気に入り、現実に戻もどってからも真っ先にこの場所を宿に決めていた。


　そんな一行を迎むかえたのはボロボロの廃はい墟きよだった。アリスの家は十年もの歳さい月げつによって完かん璧ぺきに壊こわされ、壁かべは倒たおれ、天てん井じようは落ち、朝は大層日当たりのよい立地になっていた。


　事実をしっていたアリスとディーは気まずそうに他の場所に行こうと提案した。だが他ほかの全員が「ここがいい」とゆずらず。家の中にテントを張り、車を乗り入れ、それでもなんとか暮らしている。


「ただいまー。アイ帰ってきたよ」


　居間では暖だん炉ろの残ざん骸がいが天井の残骸を燃やして辺りにあわい光を放っていた。


　アイはペンギンのクッションを背中にまわして──これも雨にやられて、ペンギンだかアシカだか分からない動物になっている──籐とうの椅い子すにどさりと座った。


　けほけほと、ディーがいがらっぽい咳せきをした。


「[image: ]ーたかだか三時間喋ったくらいでへたれるなんて、幽ゆう霊れいの名折れだよ。ほんと生身はよわいよね。ボク」


「今日は大活かつ躍やくでしたから、ご自愛してくださいね、ディー。ほら、リンゴ茶を飲んで」


　傷ス持カちーがティーカップを渡わたして微笑ほほえんだ。


「リンゴは喉のどにいいんですよ。それに功労賞と言ってみんなが特別な材料をくれたんです。生しよう姜がのミルク粥がゆですよ」


　最近妙みようにおばあちゃんの豆知識に詳くわしい傷ス持カちーが鍋なべから粥を移しながら言った。それを、一週間前から離り乳にゆう食しよくを始めたセリカが興味深げに覗のぞいている。とくに理由はないがユリーもだった。


「ほら、アイも、食べてください」


「ありがとうございます……」


　粥はやさしい味がした。


　アイは一いつ瞬しゆんだけぬくもりを感じて、すぐに消し去った。暖かさを消し去るのはもう、簡単になっていた。


「…………」


　ルールーと、秋の虫が鳴いていた。西の半月が光っていた。


「そういえばディー、お前、ご両親にはこっちに来るって言ってきたのか？」


「うん。パパとママに言ってきたから」


　さっきまでと同じように会話はつづく、それなのにアイはもう、そこにあるあたたかな空気を吸うことが出来ない。


「ご両親はなんと？」


「すっごいため息ついてた」


　ケラケラと笑うディーと、たぶん、その時の両親と同じため息を吐はくユリー。


「心配しないでよ、おじさま。ちゃんと説得したからさ。幽霊時代とは違ちがって、ボク、パパとママと正面から、話してきたからさ」


「……そうか、ならよい」


　──きっとディーはマキアにしたように、両親とも話したのだろう。


　幽霊時代のディーは、ほとんど親と話さなかったそうだ。リセットの可能性を恐おそれて封ふう印いん世界に寄りつかなかったのがその主な原因だが。……悪評にまみれる自分の姿を、彼らに見せたくなかったというのも、そう小さな理由ではなかったはずである。


　だが今のディーには両親と話す力がある。堂々と正面から、相手と話す、力がある。


　自分は失ってしまった、力が。


「……アイ？」


　ついにディーが気づいた。


「どしたのアイ。気持ち悪いの？」


「……いえ」


　内面を隠すように、アイは表情を凍こおり付かせた。


「いえ、そうですね。すこし気分が優すぐれませんから。私はここで……」


「あ、ごめん。その前に一個だけいいかな」


　ディーが顔色を変える。やらなきゃいけない嫌いやな仕事を片付けるように、厳しい表情を顔に張る。


「アリスの様子だけ、教えてよ。アイ、行ってきたんでしょ？」


「はい……」


　すとんっと戻った椅子は電気椅子のように固くなっていた。


　アイは話した。裁判が終わってすぐにマダムに挑いどんだこと、そこでショーンにあったことを話した。ディーはその一つ一つに細かな突つっ込みをし、ユリーは眉み間けんに皺しわを寄せて怒おこっていた。


「それで……牢ろう屋やを見つけて、アリスさんと話しました……」


「で？　アリスに聞いてきたんでしょ。なんであんな罪を認めたのかってさ」


「…………はい」


　話すとともに、あのときの気持ちが蘇よみがえっていった。暖炉の火も、手の中のカップの暖かさも、全すべてが遠くに感じられて心はあの牢屋に飛んでいた。そこは暖かさよりも優しさよりも、ずっと居い心ごこ地ちのよい場所だった。


「アリスさんは、教えてくれませんでした……なんで？　って聞いても。不可能だって……喋しやべらないって決めたからって……」


「それですごすご帰ってきたの？」


　だって。


「不可能……なんですもん」


「そっか」


　その先の言葉を、ディーは言わなかった。ディーはアリスよりも優しくはなくて、それ故ゆえに優しかった。


「ま、そうだよね。アリスの目的なら言わないだろうね」


「…………アリスさんの……目的？」


　一いつ拍ぱく遅おくれて顔を上げる。


「アリスさんの目的って……」


　あまりにあっさり言われたので、鈍にぶい心が反応しなかった。


「ディーさんは！　アリスさんがどうしてあんなこと言ったのか分かるんですか!?」


「すぐに気づいたよ。……っていうか、アイはまだ分かんないの？」


　じろり、と心を覗くように睨にらまれた。


「わ、分かんないです……」


「アイには、アリスがなにを考えているのか。分からないの？」


「だ、だってそんなの」


「馬ば鹿かじゃないの」


　ディーの顔にはとびきりの侮ぶ蔑べつがあった。一＋一の問題が分からない幼児を馬鹿にする、子供の残ざん酷こくな笑えみがあった。


「頭使いなよ……こんなのもう、キミ以外の全ての人が気づいてる事だよ。傷ス持カちーもセリカも。おじさまでさえ気づいてるよ」


「ユ、ユリーさんでさえも？」


「ユリーさんでさえも」


　ユリーが「なんで俺、赤あかん坊ぼうよりも下なの？」という顔をする。


　ディーはいらいらを隠そうともせずにため息をつき、


「ねぇアイ。……頼たのむからちゃんと考えてよ。いつものアイならこんなのすぐに気づいたはずだよ。──なんでアリスは自分が原因だなんて言ったの？　そうしなかったらどうなったと思う？　どうしてアリスは噓うそなんかついたの？」


　アイはそこまで言われてもなお、真実にたどり着けなかった。思考が淀よどんで頭がものを考えるのを拒こばんでいた。


　それでもたっぷり一分悩なやんで、ようやく答えが出てくれた。でもその答えも間違っていると思った。思いたかった。


　どうしてアリスは自分が訴うつたえられた時にそれを受け入れたのか？　どうしてそれは間違っていると言わなかったのか？　そうしていたなら訴えられたのは誰だれだったというのか？





「私の……ため？」





　そんな馬鹿なと思った。ディーがすぐに否定してくれると思った。


　それなのにディーはただ、コクリと頷うなずくだけだった。


「正確には私達のためだけどね」


　ユリーも傷ス持カちーも重々しく頷く。


「多分だけど、あいつらをここに呼んだのもアリスじゃないかな。どうせかぎつけられるなら、先手を打って交こう渉しようしようってさ。だから最初みょうにぼーっとして反応悪かったんだね。ボクが、訴えられるのはアイだって言ったときも反応薄うすかったもん。アリスにしてみれば訴えられるのは自分だって分かってたわけだ。──ほんと、そのあたりの抜ぬけ方も変わんないよ」


　あたまがぐるぐるした。


「たぶん、最終的な落としどころはアリスと黒面の封印。オスティア市民は保護ってとこかな。ある意味これで後うしろ盾だてが出来るわけだ。保護って事は復興も助けてくれるし完璧だね。被ひ害がいは最小。効果は絶大。アリスはまた、オスティアせかいを救ったわけだ」


　ほんと、変わらないよね。とディーは呟つぶやき、そこで声のトーンを急に落とした。


「……ボク、アリスもアイと一いつ緒しよだと思ってたんだよね。アイが夢に破れて生き残ったように、アリスは夢が叶かなって生き残ったんだと思ったんだ。でも違ったみたい……アリスは、変わらなかった……キミに生き返らせてもらってさえ、変わらなかったんだ。正直、ボクはそれが少しうれしい。彼が消えちゃうことになっても、それでもボクはうれしかったりするんだ……だからボクは、彼の邪じや魔まをしない」


　言ってディーはちらりと時計に目を走らせた。もう日付もかわろうとしている。


「……いい機会だからおじさまやマキアにも言っておくけど、明日あしたの裁判。ボクは黒面の保護を最優先する。アリスの身み柄がらについても、ぎりぎりまで粘ねばって諦あきらめるつもりだよ」


「ディーさんはそれで……いいんですか……」


「よくない」


　即そく答とう。


「でも、アリスがそう望むなら……ボクは……ボク達はもう……何も言えない。言わない。そう決めたんだ……」


　ディーは両手を真っ白に握にぎり締しめながら言った。彼女のルールはもう、決まっていた。


「そんな……そんな！」


「それが嫌なら。キミがやりなよ」


「え？」


「あのとき、消えゆくアリスを引き留めたように。今回もアリスを止めてみなよ。キミなら、いや、きっとそれが出来るのはキミだけだよ。アリスを止められるのは。この世界にきっと、キミしかいないんだ」


　あの、アイが夢に破れる原因となった奇き跡せきを、もういちど望めと、ディーは言った。


　もういちど夢に破れろと、ディーは言っていた。


　アイは捨てられた猫ねこのように鳴いた。


「……なにさその顔。もう失敗しちゃったんでしょ？　二回目を躊躇ためらう理由がどこにあるのさ。無理でも、やるだけやったらいいじゃない。それとも──」


　挑ちよう発はつだった。すくなくともディーはそのつもりだったはずだ。





「ここでアリスが消えれば、帳消しに出来るとでも思ってる？」





　怖おぞ気けが走った。その言葉にではなく、自分の心に。


　アリスが死ぬ夢を見た。自分の心に。


「ねえちょっと。なんで怒んないのさ。……まさかアイ。本気で──」


　ディーはどこまでもアイを買いかぶっていた。発はつ憤ぷんして、挑発すれば、また復活すると思い込んでいる。


「ああ……ああ……」


　アイは無意識のうちに暖だん炉ろの横に手を伸のばした。そこには現界に戻もどってから一度もさわっていないショベルがあった。ショベルを摑つかみ、抱だきしめる。けれど墓守のショベルは当然アイなど救ってはくれなかった。


　泣くと思った。でも泣けなかった。


「…………～～～～～～!!」


　あたまがいたい。きもちがわるい。


　空気が腐くさったようだった。頭に鉄針が刺ささっていないのが信じられなかった。氷原で、あるいは砂さ漠ばくで丸まる裸はだかで彷徨さまよう気分だった。


「ア、アイ！　しっかりして！」


「チアノーゼだ！」


　世界が自分を否定していた。醜みにくいアヒルの子。王宮の乞こ食じき。白の中の黒。場ば違ちがいすぎて息も出来ない。違う宇宙に投げ出されたよう。


　慌あわてるユリーの顔がぼんやりと映った。名を呼ぶディーの声にエコーが掛かっていた。


　そうして世界はますます遠くへいってしまった。
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「お帰り」


　すっかり弱くなってしまった暖炉に薪まきをくべ終えて、ユリーは振ふり向いた。そこには闇やみの中にしょんぼり立つディーの姿があった。


「…………ただいま」


「アイはどうだったね？」


「いまは眠ねむってる。傷ス持カちーが、自分がいるから戻って、いいって……」


　ディーはアイの座っていた揺ゆり椅い子すに三角座りでちょこんと乗っかり、アシカだかトドだか分からないクッションに顔を埋うずめた。


「まずったな」


「…………………………うん」


　ディーはしょんぼりと、凹へこんでいた。


「…………おじさま。怒おこってる？」


「どうして俺が怒るんだ。キミはアイを、元気づけようとしてくれただけだろう？」


「…………うん。そのつもりだった。けど……」


「まあ、たしかに裏目に出てしまったが──」


　ディーがアイを挑発して、復活させようとしているのはすぐに分かった。だからユリーは止めなかった。


「それでも、いつかは突つきつけられた問題だ」


「……うん」


「制限時間もあるしな」


　そう、今はむしろそちらの方が問題なのだ。


「……ボク、アイもアリスと一緒なんだって思ってた。ちょっと凹んでても、アリスみたいに、トラブルが起きたらすぐに立ち直ってくれると。そう思ってた……」


「それはどうかな」


「うん。そうだね。アイは、アリスとは違うんだよね……」


「ああ、いや、俺が言ったのはそっちじゃなくてアリスのほうだ。──あいつは立ち直ってなんかいないよ」


　きょとん。と思ってもいない部分を否定されたのだろう。ディーは不思議そうに、


「アリスは、変わってないでしょ？　じゃなきゃこんなこと出来ないじゃない」


「いや、奴やつは変わらなかったのではなく。意い固こ地じになっているだけさ。だってそうだろう？　やつが死を決意してたのは、それ以上を望みようがない状じよう況きようにいたからだ。だがいまはそこまで酷ひどい状況とも思えない。奴はただ、自分のことなんかどうでも良くて、なにか大きなもののために身を投げ出しているだけだ」


「ムッ。なにそれ。おじさまになにが分かるのさ」


「分かるさ。俺もそうだったからな」


「…………」


　ディーがだまる。


　それを見てユリーはついほほえましく思ってしまう。百ひやく戦せん錬れん磨まの幽ゆう霊れいも、自分の事に関してはこのざまだ。


「やれやれ、恋こいは盲もう目もく。あばたもえくぼ。キミは恋人を甘やかしてしまうタイプだな」


「ム、なにその上から目線。おじさまのくせに生意気」


「──君たちは、どうして俺の地位をそこまで下にみるんだ……」
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「恋人なんかいたことのない……そして未み来らい永えい劫ごう恋人なんか作らないディー・エンジーに。恋の話なんかするからだよ……」


　言って、ディーはふてくされたように頰ほおを膨ふくらました。


　むっと、ユリーは止まった。確かに今のは失敗だったかもしれないと認める。


「……お前、そんなにアリスのことが好きだったのか」


「……うん」


「それなのに、あいつが封ふう印いんされてもいいって、言うのか？」


「だって──」


　ディーはくしゃっとなった。


「だってアリスが、決めたんだもの……」


「分からんなー」


　がしがしと後頭部を搔かく。


「……おじさまには、分かんないよ。ボク達がなにをして、アリスがそれにどう答えてくれたかなんて。でも、だからこそボク達はもう間違えないんだ。アリスの望みを、叶かなえるんだ」


「……それが間違ってるかもしれなくてもか？」


「うん」


　恋は盲目……。とユリーはもう一度繰くり返した。


「まあ、好きにすると良いさ。こっちはこっちでやらせてもらう」


「？　おじさま？」


　物問うたげなディーを無視して、ユリーは自らの目的にむかって進み始める。


　きょろきょろと辺りを見まわす。キッチンではない、二階への階段でもない。彼らはディーの背後の暗くら闇やみにいた。


「おおい、ノイレにダスト。こっちですこし話を聞かせてくれないか？　いま、陪ばい審しんとやらをやっているんだろう？」


　ぼわり、と暗闇から浮うかび上がるように、深しん紅くの貴婦人が現れる。それ以外の気配は闇の中から出てこようとしない。


　その貴婦人にしても、話をする気はないようで、ユリーの誘さそいを手の動きだけで断ると、闇の中に沈しずんでいった。


「なんだおじさま。ダスト達に話聞きたかったの？」


「ううむ」


「無理無理。みーんな口かたいもん。ボクにだってなんにも教えてくれないしね」


「お前、仲間じゃないのか？」


　ユリーは、ディーと彼らの関係をアイよりも早く聞いていた。


　彼らはそれぞれの理由でディーを殺しに来た暗殺者であり、今はまた、それぞれの理由で付き従う異能者達だと。


「仲間っていうか、同志かな」


　けらけらと何が楽しいのかディーは笑う。ユリーはため息を吐ついてその姿を見つめる。ディーの膝ひざ小こ僧ぞうや二の腕うでにはあきらかに擦さつ過か傷しようや打だ撲ぼく跡あとが増えていた。


　ユリーとしては、もうそんなことはやめて欲しいと切に願う。謝罪や贖しよく罪ざいも大切だとは思うが、それよりもディーには安全でいてもらいたい。


　だが、


「止めないでよ。おじさま」


「……分かってるさ」


　結局はユリーも『説得』されてしまった人間だ。


「それより、仲間じゃないのなら、結局かれらは敵なのか？　陪ばい審しん員いんといっても実は中立でもなんでもないスパイなのか？」


「それはないよ」


「なぜだ？」


「うーんと、これ、異能者にはすぐ分かる話なんだけれど。異能者って、基本自分の願いにしか興味がないんだ。特に、強力な能力を持った人はね」


「そう……なのか？」


「そうだよ。ボクやアリス、それに人食い玩具ハンプニーハンバートを思い出してみてよ」


　すさまじい説得力だった。


「ダストとノイレの『願い』をボクは知ってる。──それも踏ふまえて断言するけど、彼らは僕達の敵でもなければ味方でも、ないよ。彼らが真に味方するのはそれぞれ──」


「オルタスとフェルミゴーラか」


　ディーが弾はじかれたように顔を上げた。


　オルタスは言わずと知れた死者の先進国である。


　対してフェルミゴーラは生者の大国だ。


「──そう、ダストがオルタスの独立大使で、ノイレがフェルミゴーラの貴族だよ。おじさま、よくしってたね」


「まあ、ちょっとな」


「……そっか、オルタスには友達いるんだっけ。フェルミゴーラはハンプニーの流れか……おじさま意外と油断ならないね。魔ま女じよとも会ったことあるみたいだし……」


「その話はまたこんどな」


　それより今はあの二人だ。


「……気になるな。なぜあの二人がここにいる？」


「だから、ボクを殺しに来たんだってば」


「その程度でオルタスの独立大使とフェルミゴーラの貴族がここまで来るか？」


「その程度って……」


　さすがのディーも絶句している。だがユリーとて、過去はハンプニーの片かた腕うでを務めた男だ。この程度の政治は出来る。


「冷静に聞いて欲しいのだディーよ。お前は自分の命という掛かけ金に目を眩くらまされてないか？　俺の言っていることはおかしいか？」


　その言葉だけで、ディーは態度を改めた。


　揺り椅子の上で体を丸め、すさまじい集中力で頭脳を回転させている。ブツブツと思考の端はしが漏もれ聞こえ、視線が記き憶おくを洗うようにするどく泳ぐ。


「……たしかにおかしい」


　そう、ディーは結論づけた。


「くっそー、やっぱりボク、ちょっと調子くるってるみたいだ」


「やはり、彼らにとってお前を殺す方がついでだと思うか？」


「そう言われるとかちんと来るけど。まあ、そうだろうね……」


　にわかに、暗雲が漂ただよい始めた。


　魔女旅団カヴンだけでもやっかいなのに、この事件の背後にはさらに、オルタスやフェルミゴーラが居る。


「よりによってその二か国が、どうして魔女旅団カヴンなんかと繫つながるんだ……」


「お前にも分からんか？」


「全然」


　うーむとふたりで首を傾かしげる。


「この話、会議には伝えたの？」


「いいや、ややこしくするだけだと思ってな」


「だろうね」


　現在、オスティア市議会は街を挙げての全体会議の真っ最中だ。本来ならディーもユリーもそちらに参加しておきたかったのだが、致いたし方ない。


「会議のほうは、どうなってるって？」


「わからん。そろそろ終わってもいいころだが……どれ、聞いてくるか」


「それには及およばんぞ！」


　とんでもなく大きな声が廃はい墟きよを揺ゆさぶり、その男はやってきた。お付きの者をぞろぞろとつれて、傷んだ床ゆかをドスドスと歩く、オスティア一の伊だ達て男おとこ。ベンドー・グラムだ。


「しー!!」


「おっとこれは失礼」


　テントから顔を出した傷ス持カちーに頭を下げてから、ベンドーはまったく反省していない声量で話をはじめる。


「いやーまったく商工会のジジイ共には苦労させられる。奴らめ隙すきあらば決定事じ項こうだろうとひっくり返そうとするからな。まったく油断ならん！」


「…………」


『任せた』とばかりに無視するディーを見ながら、ユリーはひっそりとため息を吐く。


「ん？　なんだねユリーそれは？　おおミルク粥がゆではないか。ついでにリンゴ茶も！　ま、まさか会議で喋しやべりっぱなしだった私を気き遣づかって──なんと素す晴ばらしい市民達だ！　では早さつ速そく頂こう。おっとスプーンがないな。──そこのレイディ！　ひとつ取って頂けないだろうか？」


　無視すらさせてくれない迷めい惑わく市長にスプーンを投げてやり、ディーは重たいため息を吐いた。


「何しに来たのさ油ゴキブリ」


「アッゴ！」


　謎なぞの叫さけびを発してベンドーは含ふくんだ粥を噴ふき出した。みれば暗闇の中で取り巻き達も粥を噴ふいている。


「レ、レイディ。それは……さすがにあんまりではなかろうか。さすがの俺も普ふ通つうに傷付くぞ……」


「それはこころ暖まる話だねぇ」


「……まったく。アリスも君もすっかりやさぐれてしまいおって、最近はからかっても全然おもしろくないではないか。ふん、何が幽ゆう霊れいだ。馬ば鹿か者ものめ」


「おあいにく様」


「……私がおむつを取り替かえてあげていたころはもっと素直だったのに」


「そ、それを言うのは反則でしょ！」


　ぼっすぼっすとクッションでもってベンドーを叩たたく。市長は調子を取り戻もどしてがっつがっつと粥を喰くらいながら、


「まったく、本当にこっちは大変だったのだぞ。アリスは仕方ないとしてユリーまでいないしな」


「いや、俺などは……」


「なにを言っとるんだ。味方のはずの警備部と工作部からお前はなぜいないとひっつかれて俺がどれだけ気まずい思いをしたと思っておる」


　ディーがきょとんとした表情で二人を見つめる。


「意外その二。──おじさまけっこう重要なんだ」


「それを言うならディー。お前もなんだが……まあ、いい、今はあとだ──」


　カッカッカッと粥を食べ終え、グイグイとリンゴ茶を飲み干してベンドーは膝ひざを叩いた。


「先ほどオスティア市議の決定が下った」


　ぴたり、とユリーとディーの動きが止まる。


　市議の決定。つまり、オスティア市民の総意がついに、決まったのだ。彼らは裁判の途と中ちゆうからその会議を開き、今の今まで話し合ってきたのだ。


　ベンドーの視線がちらりとマキアに飛ぶ。ユリーとディーは深く頷うなずいて先を促うながす。


「我々は──」


　そして、ベンドーはオスティア市民の総意を語った。暖だん炉ろの火に切り取られた淡あわい闇やみを、ベンドーの低い声が渡わたっていった。それは宵よい闇やみに響ひびく虫の音や、千万のさざ波のように、ある種の無音のようだった。


「……なにそれ」


　無音はディーの声によって引き裂さかれた。


「なにとはご挨あい拶さつだな」


「馬ば鹿かじゃないの！」


　ディーは一息に立ち上がった。


「こんなの不可能だよ！　あいつらの異能見たでしょ!?」


「そんなことはしらん」


　ベンドーは、いやユリーも、取り巻き達も、──大人はみな、にやりとわらった。


「だがやる。それだけだ」
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　アリスは月を見ていた。


　小さな月は鉄格子の入った窓の真ん中にあり、皓こう々こうと照って牢ろう屋やの影かげを長くしていた。


　それを見るために、アリスはベッドの壁かべに身を預けていた。


　月は真っ二つに割れた半分の月で、闇の部分はほんとうに失われたように周囲の宇宙と同化していた。孤こ独どくに浮うかぶ半月が、まるで失われた半身を探すようにひとり夜空を泳いでいる。まるで誰だれかさんみたいだとアリスは思った。


　ひとり、ベッドのすみに座って、アリスは月のことを考える。


　果たしてあれは、どちらの半月だろうか？


　これから満ちる半月か。


　それともさらに欠けて、消えてしまう半月か。


　昨日は月など見なかった。そして明日あしたも見ないだろう。ということは自分は永遠に、今日の半月がどちらだったのか知る術すべがないのだ。


　いや、正確にはある。満ち欠けの方向や、星の位置、カレンダーを計算すればどちらの月か知ることは出来るだろう。だがアリスはわざと思考を鈍にぶらせて、そのことを考えないようにしていた。


　知りたいと思うと同時に、知りたくないと思った。封ふう印いん刑けいがどんなものになるのか知らないが、きっと酷ひどいものなのだろう。古来、永遠と名のつくもので良かったものはひとつもないのだから。


　その、永ながくて遠い時の慰なぐさめに、今夜の月を持って行こう。


　あの月は一体どちらだったのだろう。それを考えながら、時を過ごそう。


　アリスはそう思い「でも、できたら」と呟つぶやいた。


　そう、できれば……。


「満ちる月だと、いいな……」


　そう呟いて、アリスは瞼まぶたを閉じた。
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　もしかすると最近は、眠ねむりから覚めた瞬しゆん間かんが一番あたまがまわるかも知れない、そうアイはテントの中でひそかに思う。


　寝ね起おきの脳みそは今の状じよう況きようを冷静に把は握あくしていた。アリスの拒きよ絶ぜつ、ディーの指し摘てき、自分の醜しゆう態たい。すべて覚えて、その上で寝起き特有の鈍どん感かんさでもって受け入れていた。


「……こんな時でも、太陽は昇のぼるんですね」


　びっくりだ。


　起き上がろうとするとそれだけで体の節々が鈍にぶくいたんだ。筋肉痛ではなく、神経だけが痛めつけられたような痛みだった。


　きっと海の魚が陸おかに上がったら、こんな風に痛いのだろうとアイは思った。


　そしてふと、その痛みが左半身だけ薄うすいことに気づいた。


　なんだろう？　とおもって首を回す。するとそこに──、


　傷ス持カちーとセリカが、自分の左手を抱だいていた。


　アイは身動きの取れないまま、そっとその情景を眺ながめていた。


　それは幸せの景色だった。


　傷ス持カちーはきっと、寝てしまうつもりはなかったのだろう。足をかがめた窮きゆう屈くつな姿勢で、毛布一枚に身を包んで寝息を立てている。その毛布も、後から誰かが掛かけたもののようだった。その腕うでの中で、セリカは抱き枕まくらのようにアイの腕にしがみつき、袖そでをよだれで汚よごしていた。


　そこだけが、世界の痛みから守られていた。


　アイはじわりと、こんどこそ泣いてしまいそうになった。でも涙なみだはやはり、流れてはくれなかった。


　そして、右側にもなにかがおいてあることに気づく。


　そこには墓はか守もりのショベルが置かれていた。


「……なぜに？」


　おそらく昨日、チアノーゼを起こした自分がそれに手を伸のばしたからだろう。癇かん癪しやくをおこした子供にお気に入りのぬいぐるみを与あたえるように、ショベルも置いておいたのだろう。見れば、その横には傷ス持カちーのショベルも置いてあった。多ければいいというものではないと、アイは思う。


　真しん剣けんな顔で自分のショベルを寝ね床どこに運ぶ傷ス持カちーを想像してアイは笑った。しかし笑えみは頭の中でしか形にならずに、頰ほおは一ミリたりとも動かなかった。


　それでもよかった。笑う気になっただけでも、よかった。


「傷ス持カちーさん……起きてください」


　アイは左手のぬくもりに声を掛けながら、そっと決意した。


　アリスを、助ける。


　彼を、彼の元へかえす。


　それから先のことは分からない。でもそれが、それだけが自分に出来る、きっとただひとつの事だから。
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　マダムは膨ぼう張ちようを続けていた。


　昨日までは校庭のなかに収まっていたのに、いまやその体は校舎を飲み込んで敷しき地ちすらはみ出しそうになっていた。


　銃じゆう眼がんの数は視界に映るだけで三百を超こえ、いままで見なかった砲ほうクラスの武器がずらりとならんでいる。


　幸いここまでの大きさになると移動は出来ないようで、壁の下に足はない。そのかわり外がい壁へきの上にはビルほどはあろうかという長ちよう距きよ離り砲が三門もならび、その横では小さな怪かい物ぶつ達が巨きよ木ぼくを這はう蟻ありのようにせわしなく動いている。


　……こんなものと敵対したら終わりだ。


　アイはそれだけは避さけなければならないと肝きもに銘めいじて、法ほう廷ていへつづくドアをくぐった。
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「あれ？　アイ？」


　ひとり、弁護人席で書類をめくっていたディーは怪け訝げんそうな声を出す。


　アイは、昨日はついに入ることのなかったそこに入って、すぅっと息をすった。


「──お願いがあってきました」


　ぺこり、と頭を下げる。


「どうか、私にも弁護人をやらせてください。──私もアリスさんを、助けたいんです」


「…………」


　ディーは朝食がわりのスコーンをくわえたままぴたりと止まった。


「？　ディーさん？」


「……おおー、おおおお！」


　再起動したディーはこちらが吃驚びつくりするくらい喜んだ。抱き上げようとして失敗しながら笑っていた。


「うん！　うんうん！　やっぱりアイはそうじゃなくっちゃね！」


「デ、ディーさんってば！」


「オッケー！　もちろんボクもサポートするよ！」


　ぱっと身を離はなしてぐっと親指を突つき立てる。


「決心。したんだね。アイ」


　……そんなの、してませんよ。というつぶやきはあまりに小さすぎて、はしゃぐディーの耳にもはいらなかった。


「うん！　一いつ緒しよにがんばろう。そうと決まれば作戦会議だ。アイ、ちょっと耳貸して──」


　壁に耳あり障子に目ありを地でいくマダムの知覚から逃のがれるために、ディーはアイを抱き込むようにしてその耳元に『作戦』とやらを囁ささやき込む。ごにょごにょごにょ。


　アイはその言葉が信じられなくてディーを見つめる。


「……………………そんなことができるんですか？」


　出来る！　と太たい鼓こ判ばんが押されるがアイには不安しか残らなかった。


　その時、カーンカーンと、槌つちの音が響き渡った。みれば全すべての役者がそろっている。弁護人席にはディーとアイ。陪ばい審しん員いん席には破は壊かい拳けんと塵ダストビリーバとノイレフェーン。裁判長席には二日酔よいとおぼしきショーン。告発人席にはニコニコと愛想の良いマダム。


　そして、昨日とまったく同じ表情で前を見つめるアリス。


　カーン！


　槌が鳴った。


「開かい廷ていー」


　そして二日目が始まった。
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「えーではまず私から昨日は資料不足でお答えできなかった部分について説明──」


　二日目の始まりも前日と同じく、マダムとディーの舌戦から始まった。ディーが重箱の隅すみをつつくような質問をし、マダムが重箱の隅を洗う回答をする。そのようにして対話は進んでいった。


　ここに来て戦いは三つの勢力に分かれた。


　一つ目はアリスと黒面の封ふう印いんを狙ねらうマダム達。


　二つ目が黒面だけは守ろうと画策するディー。


　最後にアリスを守ろうとするアイ。


　対話は主にマダムとディーによって進められた。


「どう考えても割に合わないんだよね」


　ディーがジャガイモでも値切るような口調で机を叩たたく。


「アリスと黒面が両方とも封印刑？　冗じよう談だんじゃないよ。せいぜい保護観察がいいところでしょ？　前例だってないし」


「前例ならあります！　以前は被ひ告こくどころか街一つが封印指定になった例も──」


「ああ、そうだったねぇ。たしかそれのせいで新たな異能者が出来ちゃったんだっけ？」


「それは！」


　対話はおおむねディーのペースで進められた。じつは根が素す直なおなマダムはディーの引っかけにことごとく引っかかって進行をとどめられている。


「──じゃなくて、裁判長！　弁護人の質問はふさわしくありません！　この場は下される罰ばつについて話す場なのであって、罰、そのものについて議論する場ではありません！」


「あー、んじゃそれ」


「罰則ペナルテイの適用をお願いします！」


「あ？　なんだそりゃ。（カンペの十四ページです）あーこれか。えー、〝弁護人は再び同じ事があった場合。コイのチエン行動と見なし、弁護の資格をハクダツする〟と」


「おおっと、こわいね。了りよう解かい裁判長。同じ質問は二度としないさ」


「おーよろしくー」


　マダムは一瞬の勝利を得て表情をほころばす。だがその次の瞬間ディーから、先に倍する質問をされてがっくりと肩かたを落とした。


　昨日から一いつ貫かんして、ディーは時じ間かん稼かせぎ戦略を貫つらぬいている。そのことがアイには不思議だった。そりゃあいますぐ判決が下ってもこまるが、だからといって時間稼ぎをしてもこっちには援えん軍ぐんもなにもないのだ。


「そうだね。このままじゃじり貧だ。いずれ判決コールのときにボロ負けしちゃうよ」


　朝の、短い時間の中でディーは自分たちの交こう渉しようをカードに例えた。


「たとえば、ボクの持つ『いざとなったらアリスを諦あきらめる』っていうカードは強さで言えば７か８くらいの弱いものなんだ。こんなの今切っても勝ち目はない。というかいつ切っても勝てないだろうね。向こうのカードは見えているだけでも『マダムによる実力行使スペードのジヤツク』。『陪審員の保証ハートのクイーン』それにいままで一度たりとも切られたことはないけど『魔女による直接支援ジヨーカー』もあるかも知れない。クズ手でストレートフラッシュに挑いどむようなもんだよ」


　だったらなおさらなにかしなくちゃいけないのでは？　と聞くアイに、ディーは「いまやっている」と答えた。


　アイにはよく分からない。時間稼ぎというのはその後に援軍や状況の変化がおこるから有効なのであって、ただ稼いだところで意味などない。


「ところがそうでもないんだな～。ヒント〝交渉における最強のカードはエースでもジョーカーでもない〟じゃあなんだと思う？」


　分からない。とそのときのアイは答えた。


「まあ見てなよ。勝算はあるよ。こっちがクズ手だろうと、向こうが最強の手札だろうと。勝つ手段なんかいくらでもあるんだ」


　そう言ってディーはにやりと笑った。


　それは言葉一つで世界を滅ほろぼそうとした、幽ゆう霊れいの微笑ほほえみだった。
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　時間は瞬またたく間に過ぎ去って、午後をまわった。


「──ねえディーさん。少し腹を割って話しませんか？」


　それは二時の休きゆう憩けいが始まった直後だった。マダムが退席せずに、ディーに向かって話しかけたのだ。


　アイはびっくりして摘つまんでいたポテトフライを落としてしまった。と同時にとなりでビスケットをかじっていたディーがゆらりとした熱気をまとう。


「……来たか」


　言って、ゆっくりと立ち上がる。何が来たのかは分からないが。ディーはこれを待っていたのだと分かった。


「なんだいマダム、その言い方。腹を割って、なんてまるでボクが素直に話してないみたいじゃないか。まったく心外だなぁ。あ、それとも物理的な意味で言ってる？　ううう、確かにボクお腹なか割れてないや。ぷにぷにだもん……で、でもべつに太ってなんかないんだからね！」


「はいはい。そういうのを結構だと言っているのですよ」


　幾いく分ぶんざっくばらんに言葉を遮さえぎって、マダムは小さな手を額に当てる。


「どうも解せませんね……」


　ちらりとアリスに視線を飛ばす。


「これは、どういう状じよう況きようなのでしょう？　楽な裁判だと認にん識しきしていた私どもはすこし困こん惑わくしております」


　ディーとアリス両方に語りかけるように言う。


「すでに復興のための物資を積んだ団体がこちらに向かっておりますのに。これでは外でまってもらわねばなりません」


「なにそれ。最初から結論ありきの裁判なの？　ちょっとこの部分はあとで追つい及きゆうしなきゃかなー」


「ですからそういうのを結構だと申しているのです」


　ぴたり、と場の空気が凍こおった。休憩とはあるが、退席しているものなど一人もいない。みな、何事かに備えて席に控ひかえている。


「どうやらアリス様の要望はそちら様の総意というわけではなかったようですね。──改めてお聞きしますがディーさんはなにを望んでいるのですか？」


「さて、なんだろうね」


「いま隠かくしてもいいことはないですよ？」


「さてさてどうかな。ほんとうにいいことないのかな？　キミが思いも寄らないいいことが、こうしている間にボクにあるかもしれないよ。それにボクの望むことってもしかするとボクの望むことじゃないかもしれないよ。でもそれがボクの望みだったらどうする？」


「……効きません」


　マダムはぎゅっと眉まゆをひそめる。


「あなたの囁きなんて、私には効きませんよ……」


　その声こわ色いろは僅わずかに震ふるえていた。


（もしかしてディーさんの狙いは──）


　アイはようやくそれを理解した。


　交渉における最強のカード。それは〝見えていないカード〟だ。


　マダムの手札はたとえて言えばストレートフラッシュ。百回に九十九回は勝てる強力な手札だ。だが、逆に言えば百回に一回は負ける手札だ。


　マダムはいま、そのあり得ない可能性に怯おびえている。


　それというのもディーの手札が見えないからだ。そのくせ場にはおそろしい捨て札がごろごろと転がっている。「元幽霊」というカードはこちらから見たらなんでもないカードだが、あちらから見ると事情が異なる、幽霊でなくなることができるなど、いままで誰だれも知らなかったはずなのだから。そして「絶体絶命と思われた破壊拳からの生せい還かん」このカードも不気味だ。生身の体で異能者を前に生き残るなど尋じん常じようではない。「意図の読めない時間稼ぎ」がそこに加わって、ディーの手札はもはや現実以上の大きさを見せている。ディーが『魔女の参戦ジヨーカー』に怯えるように、マダムもまた、ディーの手札に怯えているのだ。


　理想はこのまま相手を賭けから下ろドロツプさせる事である。そうすれば『見えない手札』は本当に『最強の手札』となり、その真しん偽ぎは問題ではなくなる。


　それこそがクズ手でストレートフラッシュに勝つ方法。


　いまや〝ただの時間稼ぎ〟は〝ただの時間稼ぎ〟ではなくなった。


　これをディーは狙っていたのだ。


「……すごい」


　感かん嘆たんの吐と息いきが漏もれる。


　しかし、ディーの狙いはそこですらなかった。


「まだだよ。これだけじゃ勝てない」


「え？」


　正面を向いたまま、ディーは小声で、


「……相手をドロップさせるには、マダムはプレイヤーとして弱すぎる。そのくせ手札は強力すぎる。……このままコールしたら彼女は勝負を投げるようにベットするよ」


「どうしましたか！　それとも私と会話をする気がないんですか！」


　こちらの内ない緒しよ話ばなしを見てマダムは声を張り上げた。


「さぁ、こっからだ。──相手をゲーム盤ばんから引きずり下ろすよ」


　ディーはぺろりと唇くちびるを舐なめる。


「ごめんよマダム。でもボクに腹を割ることを要求しといてキミたちは聞くだけじゃあちょっと酷ひどいでしょ？」


「……なにが言いたいんですか？」


「なに、簡単なお願いを聞いてもらいたいだけだよ」


　今度はアイが『来た』と思った。朝、ディーはいずれこの話題に持って行くと宣言していた。どこかで直接交渉をセッティングして（どうやってそんなところまで持って行くのかは想像もつかなかったが）場外で勝負を決めてやると宣言していた。


　場外。すなわちマダムの用意した『裁判』というゲームの外。


　先の手段までは、あくまでゲームのルールにそった戦法だった。それに対していま、ディーはゲーム外でディーラーと直接取引しようとしている。


　ディーはもはや、強制的に巻き込まれたこの『裁判』というゲームのプレイヤーではなかった。新しいゲームのルールを作る、マスターへと変へん貌ぼうしていた。


　しかも、マダムは自分が何をしているのか分かっていない。勝利のレールからわざわざ外れて、相手と別のゲームに興じているのだと、理解していない。


「……聞くか聞かないかは、『お願い』の内容によります」


　警けい戒かいをたっぷり含ふくんでマダムが言う。だがもう遅おそい、そんなものは崖がけから落ちながら靴くつ紐ひもの心配をするようなものだ。警戒する部分が間ま違ちがっている。


「なに、簡単簡単。マダムの言ってた質問のすりあわせをしたいだけだよ。……じつはボクも知らないことだらけなんだ、いいかな？」


「……答えられることなら」


「ありがとう、じゃあまず──」


　やっぱり警戒しながら頷うなずいたマダムを見て、アイは敵ながらかわいそうになってしまう。いま、さらっと質問の主導権を握にぎられていたがやっぱり気づいていなさそうだ。


「キミ達の優先順位を教えてよ。アリス、黒面、オスティアの保護。どれが重要で、どれが重要じゃないのか教えて欲しい。そしたらボクらも答えるよ」


「そうですね……まず──」


　質問をしつつ、なにげに相手の質問を誘ゆう導どうしている。アイは初めてディーの戦法を意識して目にした。塔とう以前の頃ころは意識していなかったし、オスティアでのディーは……なんだか……その……ひどいだけだった。


　今だって意識して見ていたからアイにも気づけたが、……普ふ段だんだったらどうなるか。


（……この人は……）


　アイはもう舌を巻くしかなかった。朝聞いたときは荒こう唐とう無む稽けいとしか思えなかった現実がつぎつぎに実現していく。アイはこの後の展開についても聞き知っていた。


（連中はまず間違いなくオスティアの保護を一番に考えているはずだよ。その後がアリスの封ふう印いんで黒面の優先順位はラストのはずさ。連中は以前から人と政治は重視するけれど、起こってしまった現象に対しては放置だからね）


　だがしかし、ここで初めてディーの予想が外れた。


「もっとも譲れないのは黒面の封印です。その後がアリス様の封印。オスティアの保護です」


「ふうん」


　表面上、ディーに動どう揺ようはない。


「よかったら理由も教えてもらえるかな。ちょっとこちらの予想と違ったからさ」


「理由ですか？　それはあの黒面がすでに千人以上の生者を飲んでいるからですよ」


「…………えーと、それは、誤解じゃないかな」


　少し焦あせったような声、アイにはそれが演技なのか分からない。


「えっと、……もしかしてマダムはあの黒面が千人を強制的に消し去ったと思ってない？　そうじゃないんだ」


「そんなのは関係ありませんよ」


「いや、関係あるって。彼らは黒面の向こうに新世界を見ているわけで──」


「ですからそれが、関係ないと言っているのです。黒面の向こうに何があろうと、消えた彼らが何ど処こに行こうと、私どもは問題にいたしません」


「な、なに？」


　ざわざわと、周囲の者達が本格的に騒さわぎ始めた。アイは迷う。ディーが分からないふりをしているのか、それとも分かったうえでとぼけているのか。


「私どもが問題としているのは、単純に彼らが消える事です」


「？　？　？」


「それが解決されるまで。私どもは一歩も引くつもりはありません。──たとえこの身が砕け散ろうとも」


「ちょ、ちょっとまってよ。なにそれ？　キミ達はだって、そんな真ま面じ目めじゃなかったじゃんか。ボクの時だって他ほかの人間の時だって、駄だ目めだったらすぐ陪ばい審しん員いん認定して、見み逃のがしてきたじゃんか！　なんで今回だけそんなマジなのさ！」


「私どもはいつだって真しん剣けんです！」


「噓うそつけ！　このハイエナ共め！　自分より弱い奇き跡せきだけボッコボコにして強い奇跡にはおもねる最低の連中じゃないか！　びびったんならいつもみたいにしっぽ丸めてさっさと帰りなよ！」


「な、なんですって！　この……この……この……馬ば鹿か！」


「……いや馬鹿って……マダムってさー生前は結構いいとこの子でしょ？　なんかこっちがいたたまれなくなるから、もうちょっとちゃんとした罵ば倒とうを返してよ」


「ムキー!!」


　きっとこれもディーの高度な作戦なのだろう。


　という気持ちは「馬鹿！　ブス！　おたんこなす！」という言葉と『ムギギ』と頰ほおを引っ張り合うにいたって消しよう滅めつした。


「あ、あのー」


　仕方がないので、アイはゆっくりと手を上げた。


　途と端たんにぎろりと、ホールの視線が全すべて集まる。アイは「うっ」と気後れする。


　夢も、志もないまま、世界に対してなにかを主張するというのがこれほどまでに重苦しいものだったのだと、アイは初めて知った。


　それでも足に力を入れて立ち上がり。せめて大きな声をだす。


「……あの、間違ってたらごめんなさいなんですが。マダムさんが黒面を見逃せないのは、そこが今もなお、世界を終わらせようとしているからじゃないですか？」


　そしてアイは世界に戻もどった。
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「逆なんですよディーさん。逆です」


「ぎゃ、ぎゃく？」


　ディーがこっちを見ればいいのかマダムを見ればいいのか迷うように首を振ふっている。


「マダムさんが気にしているのは消えた千人の事ではありません。逆です。マダムさんは消えた千人以外の人を気にしているんですよ」


　そうですよね？　と水を向ける。するとマダムは警戒をたっぷり含んだ視線でこちらを見てきた。まるで初めてアイを見るような目だった。


「？　？　どういうことなのアイ？」


「消えた千人以外。つまりこのままだとこの世界に残った全ての生者が黒面に消えちゃうかもしれないでしょう？」


「あ！」


　ディーとて、考えたことがあるだろう。あの黒面が解放され続け、生者を呑のみ込み続けたら、その先に何があるのか。


　全ての生者が黒面に消える可能性を。


「で、でもそれって悪いことじゃないでしょ？　彼らは救われるわけだから……」


「だから逆ですよディーさん。この場合救われないのは千人でも、千人以外の生者の人達でもありません」


「？　？　？」


「それ以外の人達のことを、マダムさんは心配しているのですよ」


「それ以外って……」


「死者」


　その言葉に、マダムはびくりと反応した。


「たしか、マダムさんも死者でしたよね」


「……ええ、ですがそのことと私どもの方針は関係ありませんよ」


「分かってますよ」


　そんなに警戒しなくてもいいのに、と思いながらアイはディーへと視線を移す。


「ディーさん。あの黒面は死者を通してくれませんよね？」


「！」


　ようやくディーも気づいたようだった。


　あの黒面が通す者に、死者は含まない。それが何を意味するのか。


「生者の人は、いいですよね。あの向こうにある新世界に行けるんですから。でも、じゃあこちらに残される死者の人達はどうなりますか？」


「それは──」


　おなじ、滅ほろびを渡わたされたはずだった。死だけは全てに平等なはずだった。生と死のなくなった世界でも、それだけは確かなはずだった。


　それなのに、ここに来て、生者だけが新世界へと行ける。そんなことがもし世界に広がったらどうなるか。


「──ある意味、早まるだけなんですけどね。世界が死者だけになっちゃうのが」


　皮肉なことに、改心したはずのディーはまた、その役目を全うしようとしている。世界の酸化を早めて終わらす「西方の魔ま女じよ」。


「……あの黒面の存在は、知るものならばすでに知っております」


　そう言ってマダムは陪ばい審しん員いん席に視線をやった。そこには開始以来の沈ちん黙もくを守るノイレフェーンと塵ダストビリーバの姿があった。


「……そういうことか」


　ディーがキリキリと爪つめを嚙かむ。


「だから旅団の背後にオルタスとフェルミゴーラがいたのか……」


「？　オルタスはともかく、フェルミゴーラって、生者の国ですよね？　そこがどうして反対するんですか？」


　黒面が害となるのは死者だけだ。生者にはメリットしかない。


「……フェルミゴーラの上層部は自分たちの影えい響きよう力が薄うすれるのを恐おそれているんだよアイ。彼らは自分たちの権力を守りたいんだ。だから、全部が『リセット』される新世界になんて行く気がなくて、国民もそれに従わせる気なんだ」


「な！　なんてことを！」


　怖おぞ気けのするような考えだった。


「そんな恐ろしいことを、本気で──」


「彼らにとってはそっちの方が恐ろしいのさ」


「フェルミゴーラだけではありませんよ。──ディアマントー、ウッパポス、『北』それ以外の国の合意もあります。私どもがここにいるのは彼らの調整の結果なんですよ」


　大国の名を長々と告げて、マダムはディーをにらみつけた。


「……なにそれ脅きよう迫はく？」


「そう取ってもらっても結構ですが──私は心のそこから、この処理がもっとも世界に影響の出ない方法だと自負しておりますよ」


　あの黒面はたしかに、億人の生者を救うかも知れない。


　しかし同時に、億人の死者に絶望を与あたえる。


　黒面を封ふう印いんし、その存在をひた隠かくす。そうすれば少なくとも現状は保てる。


「……皆みな様さまはなぜ、私どもの最高刑が消しよう滅めつ刑ではなく、封ふう印いん刑だと思われますか？」


　マダムは唐とう突とつに言った。


「さてね……」


「私どもはたしかに、奇跡を裁いてまわりますが。かといって、自分たちに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているわけではありません。私どもは時に間ま違ちがい、誤った判断を下すでしょう。世界を滅ぼす者を裁いたつもりが、世界を救う者を邪じや魔ましたかもしれない。その不安をいつも抱いだいて仕事に臨んでおります。……そのために、消滅刑を廃はいしているのです」


「……ふんだ、かといって、封印刑から正式に解放された事なんてないくせに」


「これまではたしかにそうです」


　マダムはもう、しおれてなどいなかった。


「ですがいつでも、その用意はあります」


「へぇ、その『用意』ってどんなものさ、詳くわしく聞かせてよ」


　落ち着いた声のディーが突つっ込みを入れながらぱちりとアイにウィンクした。どうやら完全にリカバーしたらしい。それを見てアイはほっとして席に戻る。ディーは喋しやべらせたら無敵だが、認識を間違えると今のように裏目をみる時がある。


　だったら自分がサポートすればいいのだ。アイは一息つきながらも万事を見逃さない構えでホールを凝ぎよう視しした。


　希望が生まれていた。


　もしかしたらこのまま、アリスを救えるんじゃないかと、思えてきた。


　ディーはますます調子よく喋ってマダムを圧あつ倒とうしている。これなら完全勝利も夢ではないかもしれない。黒面は解放され、アリスは罰ばつを免まぬがれるかもしれない。


「ちょっといいか」


　だがそうはならないことも、アイは知っていた。


　そのためのもっとも大きな障害はまだ、手つかずのまま残っているのだから。


「そういう話なら、俺も混ぜてくれ」


　そう言って、アリスはゆっくりと立ち上がった。




　　　　XI




　日が暮れかけている。太陽がオスティアの湖面にゆっくりと近づき、宵よいの明みよう星じようがうっすらとその姿を見せ始めた。天てん井じようを開け放たれたホールは黄昏たそがれ前の黄色い光につつまれ、そこかしこでランプや電気灯が灯ともりはじめていた。


「このままじゃ埒らちがあかないな」


　じゃらり、と鎖くさりをならしながら、アリスは被ひ告こく人にん席のテーブルにふてぶてしく座った。


「少し整理しよう」


　アリスの一挙一動に、全ての人間が注目していた。開かい廷ていからずっと沈黙を貫つらぬいてきた彼が、なにを言うのか耳をそばだてていた。


　アイも、そうだった。弁護人席から身を乗り出してアリスを見ていた。


　アリスは、何処も見ていなかった。注目を一身に集めながら、誰だれにも視線を返すことなく足下を見ていた。


「オルタスやら魔女旅団カヴンやらディーやらオスティアやら、勢力がごっちゃになり過ぎて混乱しているが、まずこれらの集団を二つに絞しぼり込む。一つは黒面存続派──つまり生者だ、もうひとつは否定派──これを死者、ないし死者予備軍とする」


「ちょっとまった」


　ディーがたまりかねたように声を上げた。


「いま、そこまで派は閥ばつを広げる意味が分からないよ。生者だの死者だのと話を膨ふくらませすぎだと思う。実際にこうして議論しているのはボクらとマダム達だけなんだから」


「違うな」


「む。なんでさ」


「確かにこの案件で争っているのは俺たちだが、その裏では世界中が注目しているんだ、だから、彼らを無視した結論なんか意味がないんだ。──ディー。お前はこの場でマダムを言いくるめて勝利をもぎ取るつもりだろうし、そうするだけの力はあるだろうけど、その勝利に意味なんかないよ。──局所的に勝ったとしても、背後にいる彼らが納なつ得とくしなければすぐに第二第三の魔女旅団カヴンが送られてくるだけなんだからな」


「それは──」


「そうなったら泥どろ沼ぬまに次ぐ泥沼だ。被ひ害がいを最小限にするために始めた争いが、結局は被害を拡大してしまう。分かるだろう？　今求められているのは世界全てが納得するような解決方法なんだ。そのために俺は勢力をたった二つに分けた」


　それが生者と死者。


　人を分けるときにこれ以上の二分割はないだろう。男と女、老いと若き、豊と貧、それ以上の分かたれるものとして、生者と死者は存在している。


　生者の救いである黒面と、死者の滅びである黒面。


　アリスは、この両者が納得する解決をここで選ばない限り争いは終わらないと主張した。


「──確かにそうだけどさ」


　ふてくされたような顔で、ディーは認める。先と同じように、勝った後の事までは考えていなかったのだろう。その顔にはばつの悪さがあふれていた。


「──でも、だったらキミはどうしようってのさ」


「簡単だ、両者の主張をすりあわせた結果を実行すればいい」


　アイの心に暗黒の冷気が忍しのび込んだ。


「まず黒面の封ふう鎖さ。これは死者の側からすれば譲ゆずれないだろう。生者の側はこれについて共通見解を出せないだろうから、それほど反対もないだろう」


　ああ、駄だ目めだ。


「次に責任者の処しよ罰ばつ」


　駄目だ。駄目だ。


「これもまぁ必要な処理だ。世界に穴を開けるほどの事をやっておいて、責任者なしじゃ誰も納得しない。──これが、俺だな」


　彼はまた、まだ、アリス・カラーをやろうとしている。


「だから『黒面とアリス・カラーの封印』が今回の件を片付ける一番の方法だと、俺は主張する。──つまりなんだ、最初に言ったとおりだ」


「そんな！」


　だれよりも早く、アイは声を上げた。


「そんなの駄目です！　だれか一人を生いけ贄にえにするなんて！」


　アリスはアイを見もしなかった。夕日の影かげを顔に落として誰か知らない人間を相手するようにつれなく応える。


「…………お前、俺の話ちゃんと聞いてたのか？　そうしないと、結局はそれ以上の被害が出てしまう。そういう話をしてたんだ」


「だったら！……だったらもっと良い方法を考えましょう！　誰も犠ぎ牲せいにならないで！　みんなが納得する方法を考えれば良いんです！」


「そうだな」


　瞳ひとみがふと、優やさしさに染まった。


「お前は、そういう奴やつだな。──俺もそれが出来たらどんなにいいかと思うよ」


「だったら！」


「じゃあ、教えてくれよ。どうすればそんなことができるんだ？」


　それは、


「…………い、いまはまだ分かりませんが！　〝みんな〟で考えれば！」


「だったらすぐ考えてくれ。裁判は今日中に終わる。そういうことになっている。時間はもうない」


　その言葉を証明するように、太陽はじりじりと落ちていった。


　アイは焦あせって思考を練った。いつもの自分ならこんなとき、すぐに答えが出てくるのだ。〝みんなを救う〟方法が、考えられるのだ。


　それなのに心はぐらぐらと揺ゆれて、答えもなにも出てこない。


「──っ、だったら、だったら！」


「もういいよアイ」


　その声は優しさと、いたわりに満ちていた。


「お前が何を言っても、何をやろうとしても。もう誰の心にも響ひびかないよ」


「な、なんで──なんでそんなこと言うんですか！」


「──なぜならお前はもう、自分の言葉を信じていないじゃないか」


　反射的に耳を覆おおいそうになった。その忌いまわしい言葉を聞きたくなかった。


「お前、もう分かってるんだろう？　自分が〝みんな〟を救わなかったって。失敗しちまったって、分かってるんだろ」


「うう、ううう～～！」


　頭がずきずきと痛んだ。耳鳴りが蝸か牛ぎゆうを軋きしませた。体がばらばらになりそうだった。心がどこにもなかった。


「ううう、ううう～～～～～!!」


　喉のどの奥から獣けもののようなうめき声が響いた。さっきからやりとりをはらはらして見守っていたディーがたまりかねたように肩かたに触ふれた。


　それが引き金になって、アイはバネ細工のように叫さけんだ。





「だったら私が！　その役につきます！」





　視界がぐるぐるまわっていた。自分が何を考えているのか分からなかった。


「………………アイ」


「だ、だってそれって結局だれでもいいんでしょう？　だったらアリスさんを復活させちゃった私が責任とるのが筋じゃないですか！」


「…………アイ」


　アイはぐるぐるぐるぐるした。本当にそんな音が聞こえた。まるで壊こわれかけの機械人形が自らの壊れる音を聞くようだった。体が自動的に動いて愛想笑いを振ふりまいた。


「は、ははは、ははははは！　そ、そうなんですよ皆みなさん！　実は私が！　アリスさんを生き返らせた張本人なんですよ！　だから私が身代わりになります！」


「それは……違うだろ、アイ……」


　アリスが哀かなしそうに首を振る。


「それは……自己犠牲は……お前が否定するはずの道だろ……〝みんな〟を救うんじゃ、なかったのかよ」


「や、やだなぁ。忘れたんですかアリスさん。私の言う〝みんな〟の中に、私は入ってないんですよ」


　アイは嗤わらった。ぐるぐるぐるぐると嗤った。折れた関節を無理矢理に曲げるように頰ほおをゆがめた。


「私は、私だけはいいんですよ。私は〝みんな〟の中に入ってないんですもの」


「噓うそだ」


「う、噓なもんですか！」


「いや噓だ。お前はもう、みんなの中に入っている。自分自身も助けたいと思っている」


「そんなことありません！　私は、私の命をまったく惜おしんでいません！　こんなもの、私の夢と比べたらなんの価値もありません！　なんだったらいますぐこの心臓を取って見せてあげたいくらいです！」


　心が冷えていた。


　体もそれに合わせるように冷たく鈍にぶく、感覚は重く萎しぼんでいた。唯ゆい一いつ、言葉だけが熱かった。その熱に必死ですがりついた。心も体も好きなだけ喰くわせてやった。言ってはいけないことを口走り、考えてはいけないことを考えた。


　きっと、怪かい物ぶつになるというのは、こういうことなのだと思った。


　そしてアイは致ち命めい的てきな言葉を口に出そうとして、





「夢のためだったら！　私なんてどうなったって──」





「アイ!!」


　ディーに、強く、強く抱だき止められた。
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「は、離はなしてください！　ディーさん！」


　腕うでをつかみ、乱暴に突つき放はなす、それなのにディーはすぐに戻もどってアイを抱いた。


「駄目！　駄目だよアイ！　そんなこと言っちゃ駄目！」


「ディー、さん──」


「そんな、自分を捨てるようなこと、言っちゃ駄目だよ！」


　まるで炎ほのおに抱かれた様だった。


　温度など存在しなかった幽霊デイーの体は火傷やけどしそうなほどあつく、顔に降り注ぐ涙なみだは流星のように痛かった。


「馬ば鹿か！　馬鹿！　アイの馬鹿！　アイは……アイはもうとっくに〝みんな〟の中に入ってるよ！」


「ディーさん……」


「ボク達は、アイがいなきゃ嫌いやだよ！」


　アイは熱を拒こばもうとした。夢のために、邪じや魔まなそれを受け入れないようにした。


　それなのに、


　体はじんわりと熱を持ち、心はゆっくりと暖かみを帯びた。


「あ……」


　それでもなお、アイは抗こう弁べんした。言葉を振り絞しぼって身を投げようとした。


「あ…………」


　それなのに、言葉はついに途と切ぎれてしまった。


　ディーの暖かさが全すべての抵てい抗こうを奪うばってしまった。


　瞳の奥に涙の気配を感じた。ずっと忘れていた感覚が解放されようとしていた。


　その寸前。


「アイ」


　銀の弾だん丸がんがアイを撃うった。


「お前を頼たよったこと、悪かったと思ってる」


　ぐにゃり、と世界が歪ゆがんだ。


「でも、それも、これで終わる。歪みは正されて、お前はまた、もとの場所に戻ればいい。俺の事は、忘れればいい」


　歪みの中でアリスが微笑ほほえんでいた。


　まるで百年も生きた人のように、


　まるで天てん寿じゆのすべてを全うした人のように、


「ディー」


「……なにさ」


「いろいろと、弁護してくれてありがとう。……でももういい、もうやめてくれ」


「！」


　銃じゆう弾だんはつぎに、ディーを襲おそった。


「俺はここで果てる。……それが俺の望みだ」


　ディーは脂あぶら汗あせを浮うかべて胸に撃ち込まれた弾丸をにらんだ。弾丸は正確に、ディーの心臓を貫つらぬいていた。


　アリスが望んだことなら、三年四組のメンバーはそれを受け入れる。


　それがディーのルールだった。


「さて、マダム」


「──はい」


「悪いね、もたついちまって、でもこれで意思統一はできたからさ、この後のオスティアに関しては──」


「もちろん。なにも変わりません。当初の予定通り、援えん助じよをさせて頂きます」


「そっか、たすかる」


「いえ、──あなたは誇ほこり高い人ですね。アリス」


　そんなんじゃないよ本当にと、アリスは苦く笑しようした。


「さて、じゃあ締しめと行こうか」


　カーンカーンカーンと、


　甲かん高だかい槌つちの音が響き、法ほう廷ていは最終段階へと進んだ。




　　　　XII




「えー被ひ告こく、アリス・カラーは自身の復活という前例のない奇き跡せきを願い、さらに新世界を作る奇跡を願って黒面を生み出した──それは世情を混乱に陥おとしいれる可能性がたかくーこれの封ふう印いんは是ぜ非ひを問わぬものである──」


　ショーンは最後まで、裁判になど興味はない様子で判決文を読んでいた。


「──よって、これらを生み出せしアリス・カラー。ならびに黒面を封ふう印いん刑けいとする」


　カン、とひとたび槌がふられる。


「──んで、閉へい廷ていっと。ふーおつかれー」


　ホールはしん、と静まりかえっていた。


　アイは心を凍こおらせたまま弁護人席にちょこんと座っていた。


　いまのですべてがおわってしまったというのにまるで実感が湧わかなかった。ゆめのなかにいるようだった。


　なに言ってるんでしょうねあのひと。そう指をさして愛想笑いをしたかった。ディーに、そうだよねぇ、と言ってもらいたかった。


「くそぅ……」


　それなのにディーは机を叩たたいてうつむくだけだった。


　その頰に流れる涙をみて、心がようやくざわめきだした。


　アリスがふっと息を吐はいて奥へと歩き出した。一度も振り返らなかった。


　ざわざわとホールに言葉が戻り始めた。アイの心もそれにせき立てられるようにざわざわざわざわ、





「──ちょっといいかね」





　思わずなにか口走りそうになった直前。


　傍ぼう聴ちよう席せきから、一人の男が立ち上がった。恰かつ幅ぷくのよい腹、張りの良い声、手入れの行き届いた本人と同じくらい古く、しかしつややかなスーツ。


　オスティア市長。ベンドー・グラムだ。


「──少し、聞きたいことがあってね」


　いつもは若い取り巻きに囲まれているベンドーはこのとき彼らを一人も連れていなかった。その代わりに、がたりがたりと、傍聴席から街の顔役である老人達が立ち上がる。


　ベンドーはすでに酒さか瓶びんをあおっているショーンを無視してマダムを睨にらむ。


「──はい、なんでしょうか？」


　マダムもまた、波乱の予感に眉まゆを顰ひそめて彼らと向き合う。戦力比で言えば蟻ありと象ほどの差があるのに、蟻たちは異様な迫はく力りよくで象を圧あつ倒とうしていた。


　なにが始まるのか分からずに見つめていると背後から声を掛かけられた。


「──アイ、ディー、そのまま聞け。俺たちは手はず通りに動く」


「ユリーさん……？」


　いつの間にかユリーがいて、よく分からないことを言っていた。ディーがなぜか苦々しそうにそっぽをむく。


「ことが始まったら、真っ先に俺たちがマダムを叩く。その隙すきに君達は外へ逃にげろ」


　見ると、ユリーの背後には屈くつ強きような男たちが何人も潜んでいた。


「ま、まってください。なんの話ですか？　『こと』ってなんですか？」


　その疑問にはベンドーが答えることとなった。


「いや、なに、我々はすこし、理解が追っつかなくてね、ご説明願いたいわけだ。──まったく歳としはとりたくないものだよ。お嬢さんレデイには分かりにくいかもしれないがね」


「いえいえ、分かりますとも。私だとで、享年は七十を超こえておりましたから」


「…………そういう部分も含ふくめて、理解が難しいのだよ。ミセス」


「かしこまりました。──どうぞ、ご質問ください」


「ありがとう、まず、──いまの『似え非せ』裁判とやらの結果、今後我々がどうなるのか、お聞きしたい」


　ホールに緊きん張ちようが戻った。マダムの右頰にぴくりとした皺しわが走る。


「──かしこまりました。『魔ま女じよ』裁判の結果をお伝えします。まずアリス様の封印に関しては保守上の理由でお答えできません。黒面に関しては移動が難しいため、単純に埋うめることになるでしょう。こちらの丘おかの標高は倍くらいになるのではないでしょうか？」


「なるほど。──それはもう、変へん更こうすることはできないのかな？」


「……そういった訴うつたえは裁判中に行ってください」


　マダムがいよいよ視線をとがらせる。反対にベンドーは可お笑かしそうに肩かたを竦すくめる。


「奇き妙みようなことを言うではないか。それは結局無む駄だだという結論にいたっただろう。君たちがしたことは結局、『似非』裁判ですらないと、結論が出たではないか。君たちは一方的に自らの要求を提示し、一方的に行使した。これとよく似た事例を我々はよく知っている。──盗とう賊ぞくどもだ」


「……何が言いたいのですか」


「あなたたちはただの盗賊だと言っているのですよミセス」


　慇いん懃ぎん無礼を絵に描かいたように、ベンドーは微笑みを浮かべて礼をした。


「故ゆえに、我々もそのようにあなたたちを扱あつかおう」


「私どもが、賊、ですって……」


「その通り。さて、盗賊共が相手なら話は簡単だ。相手の規模と要求を天てん秤びんに掛けて計ればいい。割に合うなら受け入れ、合わなければ戦う。──ふむ」


　ベンドーの灰色の瞳ひとみがじろじろとマダムを見つめる。


「相手は『魔女』の名を冠かんする異形の集団。無む尽じん蔵ぞうの武器を作り出して街を占せん拠きよしている。戦えば被ひ害がいは甚じん大だいだろう──対してその要求はなんだかよく分からない黒面ひとつと糞くそ生意気な小こ僧ぞう一いつ匹ぴき──ふむなるほど、これは簡単な問題だな」


　ベンドーはぞりぞりと髭ひげをしごき、にやりとどう猛もうな笑えみを浮かべた。





「この取引！　割に合わんぞ！」





　誰だれよりも慌あわてたのはアリスだった。


「ベ、ベンドー!?　この馬鹿！　何考えてるんだ！」


　両手の鎖くさりをじゃらりと鳴らして叫さけびを上げる。


「お前いま自分でも言ってたじゃねぇか！　街と俺！　比べるまでもない問題だろが！」


「ああそーだ！　比べるまでもない問題だ！」


　びしり、と政治家の指がアリスを指さす。


「アリス！　お前は我々の感謝の！　その深さを知らんな！」


「なにを……」


「お前は忘れてしまっただろうがなぁ！　我々は本当にお前に感謝しているんだぞ！」


　ベンドーは鳳おおとりのように両手を広げた。そこには同意を返す市民達がいた。


「アリス坊ぼう……お主はバラバラになったわしらの故郷をもういちどつなぎ止めてくれた。その恩をわしは忘れとらんぞ」


「俺たちもだぞアリス。餓が死し寸前の一族を丸ごと受け入れてくれたこと、一度だって忘れた日はない！」


「アリス！」「アリス！」


　人々は彼に感謝を伝えた。だがアリスはそのたびに、表情を強こわばらせていく。


「どうだアリス、俺たちの感謝を！　知らなかったか!?　忘れてしまったか!?　忌いま々いましい話だがもちろん俺も同じ気持ちだぞ！　そんな貴様を二度も三度も見殺しにしてきた我々だがな。次を許すほどの恥はじ知しらずではない！」


「馬ば鹿かが！」


「あーその通りだ認めよう！　我々は馬鹿だ！　生きるのに賢かしこくない大馬鹿ものだ！　だがそんなものがこの終末の世界でなんになる！」


　ばさりと、ベンドーは上着を脱ぬぎ捨すてて、拳こぶしを固めてワンツーを放った。傍かたわらの老人達も『昔むかし取とった杵きね柄づか』まるだしの動きで戦せん闘とう準備を終えた。


　ベンドーがいつもの取り巻きを引き連れていない理由が分かった。若い彼らをベンドーは置いてきたのだ。


「聞け賊共！　そこの小僧に指一本触ふれて見ろ！　我々オスティア市民全員が黙だまってはおらんぞ！」


　おー!!　と男達が歓かん声せいを上げ、ホールのボルテージは最高潮に達した。


　だがそのざわめきとは裏腹に、アリスの表情は冷め切っていた。


「駄だ目めだよベンドー……」


　ディーが呟つぶやく。


「それじゃあ、駄目なんだ……それじゃアリスはとまらないんだ……」


　アイにも分かっていた。


　それでは駄目なのだと。


「──すこし、待ってくれないか？」


　ぽつりと、アリスが言った。


「いまさらなにを迷うアリス！」


「お前じゃない。マダムに言ったんだ」


　言って、アリスは背後を見やった。


　そこでは老ろう髪はつの少女がふたつの表情を顔のなかで混ぜていた。ひとつは裁判が台無しになるのを不安がる子供の表情。そしてもうひとつが来るべき破は壊かいを目の前にして舌なめずりする怪かい物ぶつの笑み。


「マダム、頼たのむよ。待ってくれ」


「あら？　何を待つというのでしょうアリスさま。ウフフ、ウフフフフ」


　カチカチカチとスズメバチが顎あごを鳴らすように牙きばが牙を叩く。


「……その牙を、待ってくれって言ってるんだ」


「ええ、もちろんお待ちいたしますわ。私も台無しにはしたくありませんもの。でも、長くは待てませんわよ？　ウフフ、ウフフフフ」


「すぐに黙らせる」


　言って、アリスはテーブルに置かれた水差しを床ゆかにたたきつけた。


　砕くだけるガラス。流れる氷水。だれもが意図を摑つかみかねて沈ちん黙もくする。


　視線を一身に浴びながらアリスはかがみ込み、砕けたガラス片のなかでひときわ鋭えい利りな一片を拾い上げ、


　その刃はを、自らの首に突つきつけた。


　切っ先が皮ひ膚ふの下に潜もぐり込んで、透とう明めいの刃が赤光をまとう。


　三度、ホールに沈黙が満ちた。


「全員抵てい抗こうをやめろ」


　ああ、


「やめないなら。俺はこの首かっさばいて、墓はか守もりに身をゆだねるつもりだ」


　どうして、


　どうしてこの人はここまで、アリス・カラーなのだろう。どうしてここまで、鋭するどくなってしまったのだろう。


　投擲必中の力ブザービーター。まるで彼の能力そのものが、彼を投げ捨てたかのようだった。とっくの昔に放たれた銀の銃じゆう弾だん。『必中』の呪のろいをその身に受けてひた走る魔ま弾だん。


　その弾丸はきっと、砕け散るまで止まらないのだ。


「アリス！　貴様！」


　ベンドーの拳がぶるぶると震ふるえていた。顔面が煮に茹ゆでられたように赤く染まった。


「だめなんだよぅ……これじゃ、アリスは止まらないんだ……」


　ディーが絶望に包まれて顔を覆おおった。


「シュバルツ。ハイラット。俺が合図したらこの二人を連れてすぐに逃げろ。他ほかのものは俺に続け」


　ユリーはもう話など聞いていない。一いつ瞬しゆん後の戦いに備えてひたすら牙を研いでいる。


「ウフフ、ウフフフフ」


　マダムは嗤わらう。歯ごたえのある肉を嚙かみ潰つぶすようにぐちゃぐちゃと嗤う。


　そしてアイは──。


　アイは、アリスを見ていた。身を乗り出してその表情をずっと見ていた。そこに恐おそれや迷いがあることを期待して見つめていた。あのとき、三年四組で死にたくないと叫んだ十六歳の少年をさがしてその表情をずっと見ていた。


　アリスは、





　わらっていた。





　まるで、百年を生きた人のように。


　まるで天てん寿じゆのすべてを全うした人のように。


　その表情は、穏おだやかだった。





　それはアイにはどうすることも出来ない笑みだった。死には死を、生には生を、それがアイのルールだった。アリスの笑顔は、アイにはどうすることも出来ない死の微笑ほほえみだった。


　絶望がゆっくりとこころを絞しめた。


　アイ・アスティンにアリス・カラーは救えない。


　その現実がまた、形となって目の前に顕けん現げんしていた。


　アイ・アスティンにアリス・カラーは救えない。


　それは動かすことの出来ない単純な事実。


　アイ・アスティンにアリス・カラーは救えない。


　それは夢を捧ささげても叶かなわなかった絶対の証明。


　アイ・アスティンにアリス・カラーは救えない。


　それは最初から決まっていた宣言通りのラストシーン。


　アイ・アスティンに────────────────────────。


「あああああああああああああ!!」


　アイは叫んだ。体が泡あわとなって消えてしまいそうだった。心が消え、思いが消え、肉体さえも消えていくような消失感が全身を叩たたいていた。


「アリスさん!!」


　全ての視線が集まっていた。敵も、味方も、全ての人間がアイを見ていた。


　アリス・カラーも、


　アイを見ていた。


「アリスさん!!」


「……なんだよ」


「アリスさん！　アリスさん！　アリスさん！　アリスさん!!」


「だからなんだってんだよ……アイ・アスティン」


　名前をよんだ。まだそこにあるのを確かく認にんしたくて、必死で叫んだ。





「いかないでください！」





　そしてアイは始めた。その短い人生のなかで、もっとも苦痛に満ちた三分間を始めた。


「いかないでください！　お願いします！　もうやめてください！」


　アイ・アスティンにアリス・カラーは救えない。


「どうして！　どうしてあなたはそんなんなんですか！　どうしてそんなにぼろぼろになっても、夢に向かって走り続けちゃうんですか！」


「お前……」


　アイ・アスティンに、アリス・カラーは救えない。


「なにが『夢』ですか！　なにが『望み』ですか！　くだらない！　馬鹿みたい！」


「アイ、お前、なにを……」


　言葉のひとつひとつを口走る度たびに、体がふたつに裂さけていった。


　骨が砕け、肉が裂け、皮膚が泡となって消えていった。


　アイ・アスティンにアリス・カラーは救えない。


　なら、


　自分はもう、アイ・アスティンではなくていい。


「お前、なにを口走って──」


「そうやってかっこつけて！　自分だけ夢に殉じゆんじて！　そりゃあなたはいいですよ！　でも他の人は！　私達は！　私は！　どういう気持ちになると思うんですか!?」


　言葉は口を出た瞬間に自分自身を引き裂いた。


「あなたがそうやって鋭くなり過ぎて、ついにはへし折れてしまうのを！　周りの人がどんな気持ちで見つめていると思うんですか！」


「！　やめろ！」


「もっと周りの気持ちを考えてください！」


「やめろアイ！」


「もっと自分を大切にしてください！」


「アイ！」


「もっとちゃんと──」





「生きてください！」





「………………………………………………ふざけんな……」


　アリスの手がわなわなと震えた。その顔は純なる怒いかりに満ちていた。


「ふざけんなよアイ・アスティン……お前が……お前が……」


　ガラス片を摑んでいた右手に力がこもり、新しい血がぽたぽたと垂れた。





「お前が言うな!!」





　血を握にぎり締しめながらアリスは叫さけぶ。


「お前が言うなよアイ！　夢に殉じて、それだけを見つめて、他のものなんかすべて切り捨ててきたお前が！」


　言葉の弾丸が心臓を撃うった。百も千も死ねるだけの傷がアイを襲おそった。


「自分すらどうでもいいと言ったお前が！　それを言うのかよ!?」


　心が消え、体が裂かれ、精神が消えていった。


「世界を救う化け物だったお前が！　周りの気持ちを考えろと！　自分を大事にしろと！　夢を捨てて生きろって言うのかよ！」





「ええ！」
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　そして、


　十二歳までのアイが、砕け散った。


　墓守と人の間に生まれ、


　虚きよ飾しよくと噓うそに育てられ、


　人食い玩具ハンプニーハンバートを埋うめ、死の都で死者の姫ひめと心を通わし、生者の学まなび舎やでその夢を摑み、


　世界の塔とうでその実じつ践せんをあまねく適し、──そして封ふう印いんの街を解放し、


　世界を救う夢を見た、アイ・アスティンが、このときついに、砕くだけて散った。


　アイはもう、アイではなかった。夢に殉じた十二歳の女の子はもう、消えてしまった。


「何度だって言いますよ！」


　体がずしりと重かった。まるで魂たましいを失って死んでしまったかのようだった。


　それなのに、


「生きてください！　アリスさん！」


　それなのに、涙なみだが。


「私も、生きますから！」


　目の奥に生まれた涙は、すぐに押し寄せて瞼まぶたを割った。


　ずっと、ずっと忘れていた涙がかえっていた。


「つらくて苦しくて！　体が今にもバラバラになりそうですけれど、それでも、私……ひっく……生きて……生きていきますから……」


　涙は炎ほのおのように熱く、流れる端はしから体を温めた。


「だから──！」


　そしてアイは駆かけだした。


　ショベルも、墓守の服も持たず。


　夢も、希望もすべて手放して、


　ただ、アイとして、彼の元へと駆けていった。


　時がゆっくりと動き出す。一瞬一瞬がまるで溶とけたようだった。


　一歩。


　柵さくを越こえて転びそうになりながら走り出す。ベンドー達が歓かん声せいを上げる。アイを止めようと伸のばされていたユリーの指先がすんでの所で空を切る。


　二歩。


　マダムが頰ほおを引き裂くように嗤い。テーブルや床ゆかが木ぼく人じんとなって騒そう動どうの鎮ちん圧あつに掛かかる。破は壊かい拳けんが駆けだし、ノイレフェーンが浮うかび上がる。


　三歩。


　右足で大きく踏ふみ切る。涙でゆがむ視界にアリスがいた。アイは両手を挙げて最後の一歩を踏み切る。


　四歩。


　もう目の前──、





　五歩。





　そしてアイは、アリスの胸に飛び込んだ。


　勢いをそのままにバタリと床に倒たおれる。再び時が流れ始めた。殴なぐり合いの音が響ひびき、鬨ときの声が上がっていた。


　でもそんなのいまは、関係なかった。


「生きてください……アリスさん……」


　胸に手をつき、顔に涙を落としながら呟つぶやいた。


「一人にならないでください……みんなと……私と一いつ緒しよに……生きてください……」


「……お前がそれを、言うのか……」


　アリスは心臓を撃たれたようにぐったりと倒れたままだった。


「はい……」


「……まさか……お前がそれを……言えるなんてな……」


　カチャリと、右手のガラスが力なく落ちた。


　アリスは両手で顔を覆おおった。そこには二人の涙が混ざり合って流れていた。


「あーあ……なんなんだよこれ。どう言う状じよう況きようだよ。どんな奇き跡せきなんだよ。これでオスティアと魔女旅団カヴンは戦争だし。まわりはぐちゃぐちゃになってるし。ディーはなんか知らんけど異能者どもを指揮してるし……」


　くしゃり、と頭に手を置かれる。


「お前は泣くし」


「だ、だってぇ……」


「それに──」


　言って、アリスは空を見上げた。そこにはアイの瞳ひとみに映り込んでいた輝かがやくものが浮かんでいた。


「月は、昇のぼるし」


　それは中心から分かれた半月だった。──いや。


　その月は、よく見ると、ほんの少しだけふっくらとしていた。


「どういう奇跡なんだよ……」


　失った半身を得る十日とおかん夜や月つき。


　そのなんでもない月を、アリスは奇跡と言っていた。アイもまた彼の横に座って、同じように月を見ていた。


　オレンジ色の黄昏たそがれの中。半分の月が涙の中で光っていた。


　アイには、その涙も、あの月の意味も分からなかった。でもそれでよかった。アイ・アスティンに、アリス・カラーは理解できない。


　でもそれで、よかった。


「生きる……か」


「はい」


「夢も希望もないけどとりあえず。生きる……か」


「はい」


　立ち上がる。いままでずっとそうしてきたように、だがそれらとは決定的な違ちがいをもって、アイは立ち上がる。まるで生まれて初めてそうするように。


　そうして見る世界はなかなか面おも白しろそうなところに見えた。


　ベンドーが迫せまり来る木ぼく人じんを片かたっ端ぱしから殴りつけ、老人達が意外と強いところを見せている。ユリーがとても情けない顔で二人の名を呼び、ディーがなぜか異能者に守られて机の下に逃にげ込んでいる。


　それを、沈しずみ掛けの太陽と、昇りかけの半月が見下ろしていた。


「行こうぜ。アイ」


「はい。アリスさん」


　その中へそっと、二人は戻もどっていった。


　ショベルも、墓守の服も、二挺ちようの銃じゆうも持たないで、


　ただ、ふたり、アイ・アスティンとアリス・カラーとして、


　二人は世界に戻っていった。
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　タッタッタッタッ──と、気持ちの良い昼下がり、アイはバスケットを抱かかえてリズム良く走る。古着屋、クリーニング屋、化粧品店、美容院、仕立屋と、右手にあるオスティアの廃はい墟きよのひとつひとつが後ろへと流れていく。


　タッタッタッを維い持じしながら、アイは仕立屋の前でぴたりと止まり、そのまま後ろ走りで美容院まで戻って店内の割れた鏡をのぞき込む。


　そこにはショベルも麦わらも墓守の服も着ていない、


　秋色のワンピースを着た、長い髪の女の子がいた。


　たぶんかわいい。


　かわいいと思う。


　……かわいいといいな。


「よし」


　髪跳はね無なし、身だしなみ良し。アイは一つ一つ指さし確認してまた駆かけ出す。


　途中、お調子者のオヤジ達が「お、どうしたアイちゃん。デートか？」とからかってきた。アイは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで「ええそうですよー」とすまして答えてオヤジ達を動揺の渦うずに落とし込む。


　赤くなってしまったであろう顔をランニングのせいにして、


　アイはオスティアの坂を上っていく。








「すみませんアリスさん！　遅おそくなりました！」


「んにゃ、俺も今きたとこ」


「なんですかそれ」


　廃墟のひとつに座っていたアリスが振ふり返る。


　アリスもまた、もう学生服を着ていなかった。少し大きめの革ジャンを羽は織おり、すり切れたジーンズをはいている。


　アリスは自然な動作で腰を浮うかして、アイが座るスペースを作った。


　スカートの端はしを丁てい寧ねいに押さえて座る。


「ありがとうございます」


「それはこっちの台詞せりふだな。──っで、今日はなに？」


「タンドリーチキンとミートパイ、それに白パンです。デザートもありますよ」


　アイは廃墟の壁にランチマットひろげて、バスケットの中身を並べて言った。


「おお、ごちそうじゃん」


「ちなみにデザートは私が作りました」


　じゃん。とサクサクのラングドシャを差し出す。


「おお、うまそうじゃん。っていうかうまい」


「ああ！　どうしてデザートなのにいま食べちゃうんですか！」


「うまい──けど、俺もうちょっと甘さ控ひかえめが好きかも」


「そんなことは聞いてません！」


　と怒おこりつつも心のメモ帳に『甘さ控えめ』とメモっておく。


「まったく、食い意地はってるんですから……」


「お前に言われたくないわ。──今日も食ってくんだろ？」


「お邪じや魔までなければ」


「邪魔」


「……では失礼します」


「悪かった。ゴメン。一緒に食おう、だからご飯を片付けないでください──」


「まったく、酷ひどい人ですね」


「お前だっていまさら遠慮ぶってんじゃねーっての」


「遠慮ぶってるってなんですか。これは礼儀です」


「うそつけ、ただの性格だろ。居たけりゃ居たいって言えよ面倒くさい」


「む」


「なんだよ」


　ばちばちと、二人の間に火花が散る。アイはこの野や郎ろうすこしとっちめてやろうかと考える。だいたい毎日食事を配達してあげてるのに感謝が足りないのだ。今日はそれを思い知らせてやる。


　そう思って、腕うでまくりをしたときだった。





　くぅ。と。





　アイのお腹なかが、小さくなった。


　かぁ────っと、顔に血が上るのが分かった。ついでにおびただしい冷や汗も、こんなの酷いと思った。まさかの開戦直後自爆。


「あ、いや、これは、その……」


　アイはあわあわと言い逃のがれしようとする。


「えと、その、ちがうんです……えと……えと……」


　もうなにを言ってもアリスの勝ちは決まっていた。ほんの少し噴ふき出すだけでもアイは死ぬ。


　けれど、


「いただきます！」


「あ……」


　アリスは大声で宣言して、むしゃむしゃと料理を食べ始め、アイにもパンをすすめるのだった。


「……いただきます」


　手の中の白パンを、アイは小さくかじる。








「平和ですねー……」


「平和だなぁー」


　食後のお茶をすすりながら、二人は満腹の吐と息いきをほーっと吐はいた。お茶の熱気で暖まった息がすっかり涼すずしくなった空気を染めた。


「こんなに平和で良いんですかねー」


　ぴーひょろろーと、鳶とんびがのんきに鳴いていた。季節はもうすっかり秋だ。


「いいんじゃねーのー」


　アリスが同じようにだらけながら。





「明日あしたは地獄かも知れないし」





　言ってこそこそと壁に近寄ってこっそりと外に顔を覗のぞかせる。


　アイもお茶を置いて立ち上がり、同じように忍び足で隣に立って坂の上を見る。


　そこには今までの、風雪や年月によって壊された建物とはまったく違う、銃弾と爆撃に打ち倒たおされた廃墟があった。戦せん禍かの跡あとは坂を上るごとに酷くなり、頂上付近では更さら地ちに近くなっている。


　そしてその中央に、戦いくさの主がいた。


「うわぁ……」


「相変わらず気色の悪い」


　オスティア少年少女学校は怪物に飲み込まれていた。


　そこはまるで天空から降り注いだゴミが積み重なったような場所だった。学校の塀へいを縁ふちにして焼き上がった肉と機械のパイ。超巨大な洗濯機で洗われる町一つ分の鉄の山。





『ガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチ』





　山の頂いただきにはガチガチと顎あごを打ち鳴らす鉄虫の群れが這はっていた。


『…………』


　二人は出したときと同じ速度でこっそりと、頭を引っこめる。


「なんかもう『うわぁ』としか言えませんね」


「だな、うーわ気色悪、俺虫って苦手なんだよなぁ」


　アリスは本気で気持ち悪そうに二の腕をさすっている。そんなんで偵てい察さつとか大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。


「仕事はきちっとやるさ」


　視線を読んでアリスが言い、手の中のお茶をぐいっと飲んで、立ち上がった。


　アイも並ぶ。二人の視線の先には増ぞう殖しよくを続けるマダムの姿があった。


　敵は強大、被ひ害がいは甚じん大だい。


　夢はない、この身を焦こがす衝しよう動どうもない。


　それでも、


「いくか」


「はい」


　アイとアリスにはまだ、やることがあった。


「今日も人生の始まりです」


「おう」


　夢はなくても、明日は見えなくても、


　生きていくことは、やめられない。






　あとがき







　ある日、担当さんと俺、電話にて、





　入江「〝神さまのいない日曜日〟ってタイトルは長いと思うのですよ」


　担当さん「はあ」


　入江「長いと思うのですよ」


　担当さん「えーと、つまり？」


　入江「ほら富士見ではよくあるじゃないですか。生徒会の一存。略して生存とか、スクラップドプリンセス。略して捨てプリとか」


　担当さん「略称ですか？」


　入江「そです。略称」


　担当さん「入江さんは略称が欲しいんですか？」


　入江「もちろんです。富士見といえば略称じゃないですか！」


　担当さん「そこまで力強く言われるほどではないと思いますが……まあ、分かりました」


　入江「分かって頂けましたか」


　担当さん「ふむ、どうしましょうかね？」


　入江「ちなみに編集部ではなんて呼んでるんですか？」


　担当さん「普通に〝神さま〟ですね」


　入江「…………それはあんまり普通じゃないと思いますよ？　神さま神さま言ってる編集部ってかなりヤなんですけど……」


　担当さん「そういわれましても〝神さま〟か〝日曜〟しか呼びようがないですからね」


　入江「まあ、そうですけど」


　担当さん「だからせめて、現実味のある方で呼んでます」


　入江「ん？」


　担当さん「さて、じゃあどうしますかね……入江さんはなにか案はないんですか？」


　入江「僕は以前、友人と話したとき『神曜日なんてどすかね』って自慢げに言って場に乾いた笑いをもたらした前科があるのでこの件に関しては沈黙を守りたいと思います」


　担当さん「懸命だと思います」


　入江「ありがとうございます」


　担当さん「…………」


　入江「…………」


　担当さん「なにも出てきませんね」


　入江「ね、略しづらいですね」


　担当さん「…………」


　入江「……あの、担当さん。沈黙が続くのは僕的に行数が稼げて嬉しいですけど……そろそろなにかないですか？」


　担当さん「だったら入江さんもなにか出して下さいよ」


　入江「でしたら神曜──…」


　担当さん「入江さん」


　入江「すみません。真面目にやります」


　担当さん「頼みますよ」


　入江「………………〝神ない〟……とか」


　担当さん「お、それっぽいですね。あるいは〝神いな〟とかですかね」


　入江「僕は〝神ない〟の方が好きですね。ひびき的に」


　担当さん「そうですか」


　入江「あるいは神曜日も──」


　担当さん「では〝神ない〟で」


　かくして神さまのいない日曜日の略称は〝神ない〟に決まりました。


　が、


　案の定というかなんというか二人はそんな話をしたことをすっかり忘れて（というかオフィシャルで略称の使い所がなかったので当然ですけど）打ち合わせの時は相も変わらず〝このシリーズは～〟とか〝神さまが～〟とか言ってました。


　なのでいまここで僕が「このシリーズの略称は神曜日が正式です！」と言い張れば！


　担当さん「ダメです」


　ですよねー。





　と、言うわけで〝神曜日〟もとい〝神いな〟もとい〝神ない〟シリーズ七巻目。刊行とあいなりました。（正式なシリーズ名はみんなの心の中にあると思う）


　さて、前々巻でたしか『次巻は総集編──』みたいなことをいってましたが、この巻を書いてて『あれ、これつづいてる……』と気づきました。そうなんです、五巻は一冊としては終わってますがシリーズとしてはぜんぜん総集してませんでした。いわば今巻とあわせて上下巻みたいなことになってしまいました。そのことを、この場でふかくお詫び申し上げします──。


　……………………と、言いたいところですが。


　見てのとおりこの巻も結論は出ておりません！　トゥービーコンティニュードです！　上！　中！　下巻でワンセットです！


　すいませんでしたー!!


　ほんと、もうどうしてこうなったのか……あれですね、総集編とか軽い気持ちで言わない方が良いですね。なんで俺はあとがきで地雷踏んでるのか……。イミガワカラナイ。


　まあ、そんなわけで未来のことは分かりませんが、次巻は来年の早い段階に出せたら（いいなと）思っています。これは地雷じゃないですよ。


　担当さん「地雷にしちゃだめですよ」


　入江「……はい」


（※なんだが最近、脳内担当さんが常駐するようになりました。ちなみに脳内担当さんとリアル担当さんはちょっと違います。右記の会話はたしかに存在した会話ですが書き下ろす際に脳内担当さんバージョンに切り替わってます。脳内担当さんはリアル担当さんよりもわりかしクール。リアル担当さんはなんというかもっとケイティです）





　そんなこんなで二年目終了です。


　いよいよ正念場の三年目。


　相変わらずいろんな人に助けてもらって二年目を終えられたこと、感謝しております。茨し乃のさん肋あばら兵へい器きさんありがとう！　担当さん、「健康に気をつけて」と不健康の原因も願っております。営業さん書店さん印刷所さんは「なんで俺は自分に感謝された文章を刷って（売って、運んで）いるのだろう？」とお思いかも知れませんがそれでも感謝を！　これぞまさに押し売り。


　そしてもちろん、ここまで読んでくださった読者さんにも、感謝を。





　三年目もこうして感謝できるよう、がんばりたいとおもいます。


　ではまた来年お会いしましょう。


　ばいばい。







入江君人





神かみさまのいない日にち曜よう日びVI





入いり江え君きみ人ひと
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